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　とある事件がようやく終わり、やれやれと故こ郷きように戻るはずが、なぜか家路の途中でいきなり予定を変更すると言われた。

　朧ろう月げつは「もうお外には出たくないのですが」「嫌いやな予感しかしません」「持じ病びようの無気力が……」などと理由をがんばって並べたのだが、連れの蒼そう刻こくにはまるっきり無視されて皇こう都とに連行された。無念である。

　そうして天てん祥しようの住まう宮で、茶の席につかされると、

「私は君たちのことは同じくらい好きだから、本当は順番なんてつけられないんだよね」

「はい？」

　いきなり妙な方向から話が飛んできたので、朧月はものすごく面食らった。

　卓たく上じように用意された点てん心しん──中でもふかしたての桃ももまんに釘くぎづけだった目を、金きん髪ぱつの太たい子し殿でん下かへと向けると、彼は悠ゆう然ぜんと続けた。

「知ってるかい？　後宮という場所は、国軍にも負けないくらい上下関係が厳しいんだ。皇こう后ごう陛へい下かを頂点にして、妃ひ嬪ひんや女によ官かんの間で序じよ列れつはきっちり決まっている。なぜだかわかるかい？　朧月」

「そのほうが、揉もめごとが少なくなるから……ですか？」

「正解だ。君は賢かしこいね」

「要するに──また妃きさき選びの話でも持ち上がったんですか」

　芸をした仔こ犬いぬでも褒ほめるように朧月の頭を撫なぜる天祥へと、蒼刻がズバッと訊たずねる。

　皇こう宮きゆうなんて勘かん弁べんしてくださいわたしには不似合いですと逃げ腰になる朧月を、辛しん抱ぼう強くここまで連れてきた蒼刻は、銀髪で右目には眼がん帯たいという印象的な容姿の青年武官だ。こんな花の彩いろどりに満ちた庭園よりも、荒こう廃はいした戦場のほうがよほど似合う。

　寂さびしいが桃まんにかじりつくのはあきらめて、朧月も話に参加した。

「また、と仰おつしやいますと」

「皇統の方は、世が世なら十歳にもならないうちに結婚してたんだ。いくら今が平和ボケぎみの時代だとはいっても、太子殿下に今まで嫁よめ取とりの話が出ないわけがないだろう」

「その手の話が出るたびに、私はのらくらとかわしてきたんだけどね」

　蒼刻の説明に、彼と同じ十七歳の天祥は、にこやかに補足する。

　それは笑って言っていいことなのか？　と思っても朧月がつっこまなかったのは、天祥が太子殿下だから遠えん慮りよしたわけではなく、なんとなく面めん倒どうだったからだ。

　天祥は言う。

「でも今回は、ちょっと困った事件が起きてしまってね。君たちに協力してほしい」

「事件……ですか」

「そう。君たちのあの力が必要な事件なんだ」

　困った事件。

　朧月の、おそらくは唯ゆい一いつ他人よりも長たけている、といえるかもしれない力が必要。

　なるほどそれで呼ばれたのか──と、朧月はひとまず納なつ得とくする。

　さてその内容を説明されるのかと思いきや、天祥はとんでもないことを言いだした。

「そういうわけで、二人とも。まずは私の寵ちよう姫きとして後宮に入ってくれないか」

「…………」

　朧月だけではなく蒼刻も絶ぜつ句くした。

　唐とう突とつな上につっこみどころしかない提案だったので、さすがの蒼刻も何から言えばいいのか迷ったらしい。

　だいぶ長い沈黙の後で、蒼刻はこめかみを押さえてうなった。

「天祥さま。何がそういうわけなのか微み塵じんも理解できませんが──二人とも、とは？」

「ここにいるのは君と朧月だけだよ？」

「朧月はさておき、いや本当は全然さておきたくはないのですが、こんな珍ちん獣じゆうでも一応太子殿下の寵姫になれる性別ではあるのでいったん横に置くとしても、なぜ俺までそんなことに!?」

「私が君を好きだから。結婚にそれ以外の理由が必要かな？」

「なんとなくきれいに聞こえる言葉でまとめないでください」

「でも本ほん音ねだよ？」

「冗じよう談だんに留とどめていただきたいのですが!?」

　だんだん騒がしくなる──声が大きいのは蒼刻だけだが──二人のやりとりを横目に、朧月はため息をついた。

（……嫌な予感しかしないなあ）

　この太子殿下が持ちかける話だ、単なる求愛のはずがない。元より朧月ごときに、皇統の方との縁談が本当に出てくるわけがないのだし。

　ああ、また何か厄やつ介かいな事件に巻きこまれるのだろうなと、ほとんどあきらめの境地に入った朧月は天を仰あおいだ。春の空は、やさしい色合いをしていた。




　──結局。

　どういう事件なのかを教えられた朧月たちは、天祥の希望どおり、寵姫（ただし臨りん時じ雇こ用よう）として後宮に入ることになったのだった。










[image: ]




　太たい古こ──この広大な大陸は、妖よう怪かいとけものに支配された曠こう野やだったという。人間は力も弱く鋭するどい牙きばもないせいで虐しいたげられ、ほそぼそと命をつなぐだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　そこに牡ぼ丹たんのごとく美しい「百ひやつ花か神しん仙せん」という神しん女によが降り立ち、大地を一年中花のあふれる楽土へと生まれ変わらせた上に、壮そう麗れいな都みやこまで造り上げたのだという。

　百花神仙はすばらしい智ち慧えを持つ人間たちを「護ご花か使し者しや」──花にあふれた大地の守護者に選び、だれもが心穏おだやかに暮らせる国を造らせた。それが神しん華か国の始まりだ。

　以来この国は、百花神仙から祝福を受けた皇族を柱として発展し、今はおおむね平和で華はなやかな時代を謳おう歌かしている。
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　皇こう宮きゆうは、皇こう帝ていの象しよう徴ちよう花かである牡丹の別名をとって、天てん香こう宮きゆうと呼ばれている。

　広大な敷地内にはさまざまな目的に沿って、いくつもの宮殿や施設が配置されており、ここで生まれる皇統の者は、揺ゆり籠かごから永遠の眠りにつくときまで何不自由なく過ごせるようになっている。

「私はまだ太子だし、陛へい下かの後宮は少々わけありで利用できない状態だから、君たちにはここで過ごしてもらうことになる」

　上じよう機き嫌げんの天てん祥しように案内されたのは、桃とう花か宮きゆうという、皇宮の中では比較的こぢんまりとした建物だ。

　とはいえ、そこは皇宮。

　薄うす紅べに色いろの桃ももの花が咲き乱れる庭園を中心とした宮は、十人以上が悠ゆう々ぜんと暮らせる部屋数を持ち、優ゆう美びかつ落ち着いた内装で調えられていた。これが普段は無人だというのだから贅ぜい沢たくな話である。

　蒼そう刻こくが、早くもげんなりした顔つきでぼやいた。

「ここって、俗ぞくに言う『太子殿でん下かのための後宮』ですよね」

「……太子殿下のお妃さまや側そく室しつを住まわせる場所、ということですか？　蒼刻さん」

「おまえにしては察さつしがいいな」

　死んだ目で褒められても、あまりうれしくない。

　第二の後宮とでも言うべき優美な宮の庭園を背に、天祥はさらりと言った。

「だって君たちは、私の妃になる予定の二人という設定でここに滞在するんだから。照れてるのかい？　蒼刻」

「どこからそういう発想が湧わくのか俺にはわかりません」

「妃という肩書が不満なら、男に己おのれと書いて男の妃を示す文字を新しく作ってもらうこともできるけれど」

「さも名案のように突とつ拍ぴよう子しもないことを言わないでくれますか!?」

　叫ぶ蒼刻の隣で、その字はなんと読ませるつもりなのだろうと、朧ろう月げつはうっかり真剣に考えそうになった。まったくもって実用性の低い字だが。

　朧月がのほほんと受け流せる程度には、この飄ひよう々ひようとした太子殿下と蒼刻のやりとりは、普段と変わらない。

　天祥は他ひ人と事ごとの顔をしていた朧月に気づくと、おもむろに彼女になついてきた。なまじ顔がよろしいので心臓に悪いが。

「冗じよう談だんはさておき、見てごらん蒼刻。朧月の目も死んでいて可か愛わいいよ」

「……ありがとうございます」

　つっこむ気力もない朧月は、かなりの棒読みで返事をした。

　ここに来るまでのあれこれ──時間のかかる着替えやら皇帝陛下へのごあいさつやらで、彼女は早くも疲れ果はてている。

　まさしく後宮の寵姫、といった華やかで裾すその長い衣い裳しようが肩かたに重い。黒くろ髪かみも、普段なら絶対にしない凝こった結ゆい方をされていた。

　別に本当に寵姫になったわけではないので、いつもの衣裳でも朧月は一向に構かまわなかったのだが、彼女で遊びたがる天祥は許してくれなかった。

（帰りたい……）

　おうちで普段着でうだうだしたいなあ、と心の底から思ってしまう。
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　朧月とは対照的に、蒼刻はいつもの武官の装しよう束ぞくだ。

　天祥は「せっかく君に似合う衣裳も用意させてたのに」と不満そうだったが、そんな太子殿下に押し切られがちな蒼刻も、今回ばかりは「ひらひらした衣裳なんて着たら働けません」と譲ゆずらなかったのだ。

（わたしも見たかったのに）

　実は朧月も、滅めつ多たに見られない蒼刻の着飾った姿には興味があったので、ひそかに残念に思っている。

「さて。私は陛下に呼ばれているから、いったんお別れだけど──」

　二人で遊んだあげく、去り際ぎわに天祥はにこりと笑った。

　朧月たちの気力まで吸いとったように健すこやかで、とても楽しそうな笑顔だ。背後で咲いている薄紅の花が、優ゆう艶えんな美び貌ぼうには厭いや味みなほどに似合う。

「それじゃ、短い間だけど一緒に楽しもうね、私の愛人一号くんと愛あい玩がん動物一号さん」

「……わかりました」

「事件を解決するための仮かり初そめの肩書だということを忘れないでください」

　愛玩動物一号呼ばわりの朧月は力なくうなずき、愛人一号呼ばわりの蒼刻は苦にが々にがしい声で釘くぎをさした。

　いちいち念を押しておかないと、この太子殿下が相手では何がどうなるかわからないのが空そら恐おそろしいようで、彼は事あるごとに設定の理由を口に出す。

　朧月は自分のことは簡単に割り切れたが、蒼刻は男でしかも武官なのに気の毒どくだなと思っていた。その手の嗜し好こうが不名誉とされる時代だったら、憤ふん死ししていたかもしれない。

　もちろん今でも、名誉なこととは言えないので──

「蒼刻さん、よく耐えてますね……」

　天祥の姿が見えなくなると、朧月は思わずそう気き遣づかってしまった。

　蒼刻は遠い目をしている。

「いいかげん慣れた」

「……ちなみに国軍の方たちは、何か仰おつしやってましたか？」

「……太子殿下の覚えめでたいとはすばらしい、いっそ本気で籠ろう落らくして予算をもぎとってこいとか言われた」

「…………ざっくばらんですね」

　男が寵姫か世も末だと馬ば鹿かにされていないのはよいが、いっそ馬鹿にされたほうがマシではないかと思うような応援の仕方である。

　さすがは目つきが鋭いせいで同年代の男女からは遠巻きにされがちな蒼刻を、有望な若手として普通に可愛がってくれる剛ごう毅きな武人の皆さんだ。と言えなくもない。

「このご時世、国軍はよってたかって予算を削けずられがちだからな」

「そうなのですか……」

　それでも桃花宮の内部をひととおり見て回るうちに、蒼刻は気を取り直したらしい。

　切り替えが早いのは、彼のいいところのひとつだ。

「よし。とっとと調査に行くぞ珍ちん獣じゆう」

　いつものように手を引かれた朧月は、逆らわずに蒼刻の後に従いながら、そういえばと控えめに切り出してみた。

「あの、蒼刻さん」

「なんだ」

「わたしも蒼刻さんに珍獣珍獣と連呼されると切なくなるときがなくはないので、先日、代案を考えてみたのですが」

「代案？　珍獣の代わりの呼び名ってことか」

「はい。──穴あな兎うさぎ、というのはいかがでしょう？」

　引きこもり体質な上に普通の人より至いたらないところの多い朧月を、蒼刻は女扱いせず、珍獣と呼んではばからない。

　真まっ当とうな人間未満なのは自覚しているので、そんな扱い自体に文句は言えない。珍獣を躾しつける飼い主の座に蒼刻がいるのも、嫌ではない。

　そうは言っても、できれば可愛い生きものに喩たとえられたいなと、朧月にしてはめずらしく乙女おとめ心めいたものを主張してみたのだが。

「結局、巣穴から出てきたがらない生きものという意味には変わりないだろうが」

「……ですよね」

　あっさり一いつ蹴しゆうされた。やっぱり。

　悟さとったようにあきらめる朧月に、蒼刻は容よう赦しやなく追い討うちをかけてきた。

「行くぞ穴あな熊ぐま」

「あ、穴熊!?」

　穴兎から余計に変な方向に行かれてしまっている！　朧月は顔を引きつらせた。

　そんな彼女を振り返った蒼刻は、ちょっと尊大そうに言い放つ。

「穴熊は不満か。なら、いつもどおり珍獣で構わないな？」

「……それでお願いいたします」

　結局、そういうことになった。
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　朧ろう月げつたちが最初に向かったのは、事件の目撃者がいるという場所だ。

　深い色合いの瑠る璃り瓦がわらで屋根を葺ふき、内部を美しい浮き彫ぼりの花はな天てん井じようで調える──。

　そんな、とりたてて個性のない典型的な宮殿建築なので、天てん香こう宮きゆうと比べれば質素だな、なんて錯さつ覚かくをしそうになった。

「桂けい雨う宮きゆう……でしたよね？　ここの名前」

「そうだ」

　皇宮の施設にはすべて雅みやびやかな名がつけられており、本来なら皇宮に縁のない家柄の朧月には、それを覚えるだけでも結構大変だ。地図も頭に入っていないので、蒼そう刻こくとはぐれたら確実に迷まい子ごになれる。

　朧月の鈍どんくささはさておき──桂雨宮である。

　後宮に入った妃には、特別な場合を除いて、身内の女性しか逢あうことができない。桂雨宮はその際、彼女たちがともに過ごすのに使われる建物だ。

　秋になれば庭園の金きん桂けいの花がむせ返るほど甘い香りで空気を染め上げるそうだが、春の今はそこまでではない。四し季き桂かつらという、春から秋にかけて何度も花をつける種類のものは豊かに咲き誇ほこっているが、こちらは香りが強くないのだ。

　見事に手入れされた庭園を廻かい廊ろうから眺ながめ、朧月はほうっとため息をつく。

「ここが本当に、面会のためだけの施設なんですか？」

「そのためだけだな」

「今さらですが……贅沢ですね」

「まあ昔は別の用途もあったらしいんだが、なにぶん建物が古くて手て狭ぜまだからな」

（これで手狭……？）

　自分の感覚とはかけ離れたことを言われ、朧月は半眼になった。

　桂雨宮は、彼女の故こ郷きようの邸やしきよりもはるかに広いのに。常識を見失いそうだった。







　桂雨宮を担当する女によ官かんを呼びとめて頼むと、人ひと気けのない区画の部屋へと通された。

　桂花の図案は、吉きつ祥しようを呼びこむ紋もん様ようにもなるため、柱や調度品にも小さな花が密集して咲く様が細やかに彫りこまれている。

　──現在の皇帝陛下には妃も愛あい妾しようもいないため、桂雨宮は現在、とある目的のために滞在する女性たちにあてがわれていた。

　表向きは、太子殿下の「侍じ女じよ」選び。

　しかしその実は、もう十七歳だというのにのらりくらりと妃選びをかわしつづける太子殿下に、ちょっと強引にでも女性に興味を持っていただくしかあるまい、と考えた一部重臣による策さく略りやくらしい。

　要するに本当は「愛妾」選びなのだと、天てん祥しようはあっさり暴ばく露ろしてくれた。

「思うのですが──」

　格こう子し窓まどのそばに置かれた古風な卓たくを蒼刻と囲み、朧月はしみじみと言った。

「天祥さまが蒼刻さんを好きだお気に入りだと仰るから、女性に興味がないのかと心配されているのでは」

「まあな。あの方も、悪趣味にも俺をダシにして女を遠ざけることがあるし」

「……蒼刻さん、本当によく耐えてますよね」

「俺も別にあの方が嫌きらいなわけではないからな」

「なるほど」

「変な想像したら頰ほおをつねるぞ」

「し、してませんよ」

　軽くにらまれ、あわてて首を振った。

　ぱっと見は珍妙でしかない天祥と蒼刻の関係だが、実は普通に友人らしい情が通っていることに改めて感心しただけである。本当に。

「──失礼」

　しばらくして部屋に現れたのは、侍女候補と愛妾候補、どちらの肩書にもそぐわない少女だった。

「あなた方が、先日の幽ゆう鬼きの件を調べにきた人たちですか？」

　凜りんとして澄すんだ声。

「そうだ」

　蒼刻が音もなく立ち上がり、朧月も緊張しながらそれに従った。

「俺は劉りゆう蒼刻。これは姚よう朧月という」

「はじめまして。わたしの名は夏か燐りん、胡こ家の長女です」

　拱きよう手しゆして一礼。

　少女──夏燐の動作はよどみなく、堂に入っていた。武術の心こころ得えでもあるのではと思わせる姿勢のよさだ。

（蒼刻さんと同じくらいの歳とし……かな）

　少年のように目元が涼すずしく、鼻筋がすっきりと通っている。化け粧しようっ気はないが、白しら百ゆ合りの花を思わせる清せい廉れんな佳か人じんだ。

　明るい蜂はち蜜みつ色の髪を耳の高さでまとめており、結った部分につけた青い絹きぬ花ばなが唯ゆい一いつの飾りだ。手足が長くすらりとした身体からだには、朧月のような裳もではなく、男性物を仕立て直したと思おぼしき衣裳を着ている。

（男装の麗れい人じん、という感じ）

　青を基調としたそれは、美少年めいた夏燐には似つかわしいが、先ほど宮内で見かけたほかの侍女候補たちが競うように着飾っていたのに比べると、やはり異質だ。侍女候補の中では浮いているのかもしれない。
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　勧すすめた席に夏燐が静かに腰を下ろすと、蒼刻は事務的に切り出した。

「あまり畏かしこまらなくていい。普通に話してくれ」

「わかった」

　まるで上官から命令を受けた武人のように、夏燐は厳おごそかにうなずく。

「事件について聞きたいんだが」

　蒼刻が話す間に、朧月は白しら茶ちやを満たした碗わんをそれぞれに配った。

　さすが皇宮で用いられる茶葉は、葉の形や色が美しい──などと感心していると、

「胡夏燐。あんたが問題の幽鬼を見たそうだな」

「そうだ」

　声を聞かなければ美貌の少年と勘かん違ちがいされそうな容姿の夏燐が、簡潔に答えた。

「あんたのほかにもう一人、目撃者がいるという話だったが」

「秋しゆう翠すいのことか」

　──杜と秋翠。

　その名を、蒼刻がどういう字なのかと訊たずねるのを聞きながら、朧月は円卓の上に広げた帳面に書き留とめていく。

　夏燐は同じ侍女候補であるその秋翠という少女と、昔から親しい関係だそうだ。

「彼女はわたしと違って繊せん細さいだから、幽鬼を見たことに怯おびえて、弱ってる。だから今日は連れてこなかった」

「……具合がお悪いのですか？」

「重症ではないが、大事をとらせた」

　まるで秋翠という人の世話役か護ご衛えいのように、夏燐は言う。碧へき眼がんには、友人を心配する憂うれいの色が浮かんでいた。

　幽鬼の持つ陰の気にあてられて、心や身体の調子を崩くずしてしまう人は少なくない。

　朧月は故郷で、そうした人のために独学で煎せんじた薬を作っていた経験があったので、

「あの……よろしければ、あとで薬茶でもお持ちしましょうか？　幽鬼に遭そう遇ぐうして体調を悪くされた方にきくものなのですが」

「え」

　おずおずと口にした申し出は、夏燐にとってひどく意外だったようだ。

　驚いたような声をもらし、しばらく固まった後で、彼女は丁寧に頭を下げてきた。

「──ありがとう。助かる」

「いえ、それほどでも」

　朧月もつられて、無意味に深々と頭を下げてしまう。夏燐はまじめな人らしく、こちらが恐きよう縮しゆくするほどだ。

（秋翠さんと、本当に仲がよろしいんだなぁ）

　同じ侍女候補なら競争相手のはずなのに、夏燐からは純粋な気遣いを感じる。

　うらやましくなるのは、朧月には同年代の友達がいないせいか。蒼刻や天祥は、友達と呼ぶのは違う気がするし。

（幽鬼になら、お友達は結構いるんだけど……）

　などとのほほんと考えてしまう朧月は、死者の霊れい魂こん──幽鬼を見ることができる、稀まれな異能の持ち主ぬしだ。見るだけではなく、普段から生きている人間よりも親しく付き合って、友情まで築いている。

　幼おさない頃に出逢った旅の道どう士しは、翡ひ翠すい色の瞳ひとみを神秘的だと思ったのか、彼女の異能を「双そう界かいの瞳」と名づけた。

　その余よ人じんにはない異能と蒼刻の協力によって、朧月は以前に一度、皇宮での奇怪な事件を解決したことがあった。

　そして今回も同じことを期待されて、ここに呼ばれている。

　──桂雨宮に現れた幽鬼。

　それが、蒼刻を使って朧月が呼び戻された原因だ。なんでもその幽鬼は、草木も眠る真夜中に現れて、

「あの方の御お心こころを奪った愛妾が憎にくたらしい。殺してやる」

　という内容の恨うらみ言ごとを、恐ろしい形ぎよう相そうでのたまったのだという。

　これを知った侍女候補の娘たちは、幽鬼に祟たたり殺されるのではないかと怯え、一時は侍女選びを中断するかという騒ぎになったそうだ。……それでも結局、桂雨宮から逃げ出す者がいなかったあたり、皆さん結構たくましいなぁと朧月はひそかに感心している。

　朧月などはその幽鬼に何もされていなくても、皇宮なんて疲れるから帰りたいと思っているのに。

「──朧月」

　ひととおり夏燐と話した蒼刻が、朧月のわき腹を肘ひじで軽くつついてきた。おまえが話す番だ、という合図だ。

　事前の打ち合わせどおりの流れだ。朧月はこっそり深呼吸する。

　……蒼刻に脱引きこもりを強しいられて以来、いろいろな人と出逢ってきたが、実は人見知りな性格はあまり直っていない。

　歳の近い女子と話す機会もあまりないので、かちこちに身構えてしまった。

「似姿を描きたいので……あの、どのような姿の幽鬼だったのか、もっと詳しくお聞きしてもよろしいですか？」

「──ん。別に、構わないけど」

　朧月の緊張がうつってしまったのか、夏燐も若じやつ干かんぎこちなくうなずく。次ついで、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。

「でも、幽鬼だぞ？　似顔絵を描いても、こんな幽鬼を見ませんでしたかと探すわけにもいかないのに、何に使うんだ？」

　夏燐にまっすぐに疑問をぶつけられ、朧月はとっさに言葉に詰まる。

　朧月は自分が日常的に幽鬼とお付き合いしているので忘れがちになるが、普通の人には幽鬼は見えないのだ。

　普通はその幽鬼と生前に深い関係があったり、黄たそ昏がれ時や夜で気の流れが陰のほうに傾いていたり、といった条件がそろったときにだけ見ることができる。

　わたしには見えるんです──と言えば、終わる。

　だが、異能を不ぶ気き味みがられた経験のある朧月に、初対面の夏燐にそう正直に言ってしまえる度ど胸きようはなかった。

「え……っと、あのですね」

「こいつは道術を使って幽鬼の気配を追うことができる。その際に幽鬼の似姿があると、何かと便利なんだ」

「！」

　挙きよ動どう不ふ審しんぎみの朧月に代わって、蒼刻が見事に言い繕つくろってくれた。

　本来はそういう口から出まかせが得意な人ではないのに、やけになめらかに補足してくれたのは、彼が朧月の人見知りや頭の回転のにぶさに慣れていたからだ。ほっとするしありがたいが、申し訳なくもなる。

「なるほど。そういうことなら、協力する」

　夏燐も納得した様子で、朧月に向き直ってくれた。

　やがて、質問をしながら似姿を描き終えると、朧月は思わず深い息をついていた。

　体力がないのもさることながら、初対面の人と過ごすのは、引きこもり体質には結構な難関である。

「それにしても──」

　いろいろと話し終えた夏燐も、二杯目の白茶で喉のどを潤うるおすと、二人を交互に見つめて妙みようにしみじみと言った。

「あなた方が噂うわさの寵姫だとはね。想像以上と言うべきか、想像とは大違いだと言うべきか迷うよ」

　高貴な猫ねこを思わせるつりぎみの瞳は、名前から連想するとおりの夏の空の色。

　その澄んだ色合いに見み惚とれながら、朧月は思わず訊きき返していた。

「噂、ですか？」

「太子殿下のお気に入り。あなたたちよりも強く殿下の関心を惹ひかないと、侍女になるのは無理だと言われている」

「……それは、桂雨宮の皆さんが？」

「ん。侍女候補として集められてすぐに、あなたたちが太子殿下の後宮に入ったと聞かされたからね。今は皆、お二人の噂でもちきりだよ」

　夏燐の口く調ちようは非常にあっけらかんとしており、敵意は感じられない。

　彼女にとっても、朧月たちは恋こい敵がたきとでも言うべき者のはずなのだが──どこまでも実にさっぱりとした態度なのは、不思議といえば不思議だった。

　だが初対面で、しかも幽鬼の事件について訊きに来たのに、夏燐の個人的な事情にまで踏ふみこむのはためらわれる。

　迷う朧月をよそに腰を上げた夏燐は、扉とびらの手前で立ち止まると、神妙な顔つきで切り出した。

「あなた方の人柄を見こんでお願いしたいことがあるんだけど、いいかな」

「なんだ？」

　蒼刻が短くうながす。彼のお世辞にも柔にゆう和わとはいえない物腰にも、夏燐は臆おくすることなく言葉を継いだ。

「秋翠のことは、本当にそっとしておいてあげてくれないか。わたしと違って繊細だから、幽鬼だけじゃなく祟りの噂まで聞いて参ってるんだ。──頼む」

　今までで一番、真剣なまなざしで。
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　夏か燐りんのすらりとした後ろ姿が扉の向こうに消えると、蒼そう刻こくは軽く眉をひそめた。

「朧ろう月げつ。おまえはどう思った？」

「一見中性的ですけど、仕草が可愛らしい方ですよね。あいづちの打ち方が、猫が首を傾かしげるときみたいで……」

「だれが胡こ夏燐の容姿の感想を訊いたんだ」

　違うだろう、と額ひたいを指先でつつかれてしまった。やっぱりそうか。

　いろいろと書きつけた帳面をめくり、朧月は今度はまじめに考えながら答えた。

「少し、引っかかりました……夏燐さまは、本当に愛妾になりたくてここにいるのでしょうか」

「なに？」

「男装がお似合いで、侍女候補という雰ふん囲い気きの方ではないですし、いきなり寵姫になったわたしたちにも何も感じていないようでしたし……なんだか、ご自分が選ばれたいという気がないように見えてしまって」

　では、なぜ桂けい雨う宮きゆうにいるのか？　と訊かれると困るのだが。

　煎いれ直した白茶を飲みながら朧月の説明を聞いた蒼刻は、感心半分、意外さが半分といった表情をした。

「おまえの疑問点はそこか。同じ女としての視点という感じだな」

「蒼刻さんは違うところに疑問をお持ちなのですか？」

　銀髪の陰で青く燃える瞳が、ふと虚こ空くうへと泳いだ。

「俺のはほとんど直感だから、おまえに偉えらそうなことも言えないんだが」

「？」

「胡夏燐は、何かを隠している気がする」

　それこそ予想外の指摘に、朧月は目をまるくした。茶請うけの干ほし杏あんずをつまもうとしていた手が止まる。

「おまえさっき、杜と秋しゆう翠すいのために薬茶を煎じようかと申し出ただろう」

「はい。夏燐さまには、だいぶ恐縮されてしまいましたが……」

「恐縮してるだけなら別にいいんだが──俺の目には、あのときの胡夏燐は後ろめたそうというか、おまえに対して罪悪感を抱いたかのように見えた」

「罪悪感……ですか」

　それはまた穏やかではない。朧月は目を伏せた。

　自分は真まっ向こうから夏燐と向き合えないまま話していたので、彼女の微妙な変化をすっかり見落としていた。

　……人の目を見て話せない自分の悪あく癖へきを、朧月は胸きよう中ちゆうでひそかに反省しつつ。

「夏燐さまが、噓うそをついていると？」

「幽鬼を目撃したこと自体は事実だろうがな。何か隠しているようには見えた」

「それはもしかして、桂雨宮にいる理由と関係するのでしょうか」

「わからん」

　あまり彼らしくない悩ましげな表情で、蒼刻は浅く息をついた。

「もしかすると、ただ幽鬼を退治や説得するだけでは済まないかもしれねぇな」
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　女官を呼んで部屋の片づけをお願いすると、朧ろう月げつたちはいったん桂けい雨う宮きゆうを後にした。

　花か鳥ちよう風ふう月げつの紋様で彩いろどられた廻廊を戻る間、どこからか、ちくちくと刺すような視線を感じた。ささやき声での会話がもれ聞こえてきたのは、そのすぐ後のことだ。

「太子殿下のお好みって、あの程度なの？　黒髪がいいわけ？」

　だとか、

「化粧がなかったらたいして美人でもないわね」

　とかいう内容である。

　声の主がいると思しき物陰を振り向くことなく、蒼そう刻こくが朧月にだけ聴こえる声で「侍女候補の連中だな」とつぶやいた。鬱うつ陶とうしそうな低い声が、少し怖い。

　彼は朧月のあいかわらずのほほんとした顔を見下ろすと、訝いぶかるように眉をひそめた。

「おまえ、平気なのか？」

「……侍女候補の皆さんからの評価を聞いて、ということですか？」

「ほかに何がある。俺は恋敵としては規格外すぎて無視されてるようだが、おまえはもろに敵意と悪口を浴あびせられてるだろう」

「そうみたいですけど……」

　朧月はどことなく達たつ観かんした瞳で花天井を仰あおぐ。

「わたしが太子殿下の寵姫にしてはショボい娘なのは事実ですし。そこを改めて指摘されても、あまり衝しよう撃げきを受ける必要も感じないなと……。むしろ、わたしなんぞが恋敵で、張り合いがなくて申し訳ない気さえします」

　謙けん虚きよを通り越してほとんど自じ虐ぎやく的な答えに、蒼刻はあきれたようだ。

「おまえは本当に、基本的にヘタレのくせに妙なところでたくましいな」

「照れます」

「やっぱり珍獣だと再確認しただけで、そんなに褒めてはいないからな？」

「それは残念です」

　露骨な陰口の声が聞こえなくなったのは、桂雨宮の出口をくぐったあたりだ。さすがに後を追いかけてきてまで、厭味を言う根性はないらしい。

　新鮮な空気が風となって頰にふれ、四季桂のほのかに甘い香りが届く。

　……悪口は平気でも、他人に見られていれば、それなりに意識して疲れるものだ。

　視線も声も感じないことに安心して息をつき、朧月は蒼刻を見上げた。

「蒼刻さん、これからどうしま──」

「待て」

　え？　と瞬まばたきすると、いつのまにか蒼刻のまとう空気の色が変わっていた。

　元より武人らしい硬質な雰囲気の青年だが、今はうかつに手を伸ばしたら指が切れそうなほど鋭い気をまとっている。

　無言のまま朧月を手で制すと、蒼刻は急に立ち止まって庭園へと向き直り──

　彼はどこからか取り出した小ぶりの短刀を、東の茂しげみに向かって投げつけた。

「うおわ!?」

　間の抜けた声が上がり、それで初めて、朧月は庭園の緑の陰に何者かがひそんでいることを知る。

「そ、蒼刻さん!?」

「騒ぐな。殺してはいない」

　ぞっとするようなことを真顔で言い放ち、蒼刻は腰帯に佩はいた刀に手をかけながら、悲鳴の主へと呼びかける。

「出てこい、曲くせ者もの。今なら最悪でも足の腱けんを切る程度で許してやるぞ」

（ひえええ）

　聞いている朧月のほうが腰を抜かしそうになる脅きよう迫はくに対して、沈黙はあまり長いものではなかった。

　冬になっても葉を落とさない濃こい緑の茂みの陰から、声の主が気まずげに姿を現す。

　濃い茶色の髪を巾きんで清せい潔けつにまとめた、武官らしい身なりの少年だった。背には朱しゆ塗ぬりの槍やりを背負っている。

「おまえ、こんなところで何やってるんだ？」

　少年を半眼でにらんだ蒼刻が、理解できないという様子で言う。曲者にかける言葉にしては妙に気安い口調だ。

（もしかして……知り合い？）

　朧月はいつものように蒼刻の背後に隠れながら、現れた少年を改めて見つめる。

　同じ国軍の武官だろうか。

　両手を降参の形に挙あげた少年は、蒼刻の前までとぼとぼと近づいてきた。

「申し訳のしようもありません、先輩」

「謝罪よりも理由を聞かせろ。おまえのことだ、桂雨宮にいる侍女候補を見物に来たわけじゃないだろう」

　微妙な空気に戸と惑まどいながらも、状況がつかめぬ朧月は、おずおずと口を挟んだ。

「あの──すみません、ひとつだけ。……蒼刻さんの、後輩さんですか？」

「一応な」

　腕組みをした蒼刻は、どこか複雑そうに、曲者であり後輩でもある少年を見やる。

「関かん雄ゆう飛ひ。俺と同じ州の出身の武官だ。稽けい古こをつけてやることも多いし、何度かともに戦場に出たこともある」

　雄飛。蒼刻に低めた声で呼びかけられると、少年武官は肩をわずかに揺らした。

「正直に話せば楽になるぞ。とっとと吐け」

　蒼刻さん怖い。凄すごみ方が、まるで罪人を尋問する職業の人だと、朧月は縮み上がる。

　雄飛は観念した様子でうつむき、「実は──」と気まずげに切り出した。

「実は？」

「……夏燐さんが心配で。彼女の様子を確かめたかったんです」

　少年武官の思いがけない告白に、朧月は思わず蒼刻と顔を見合わせた。
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　長々と立ち話をしていらぬ注目を集めるのもなんなので、朧ろう月げつたちは雄ゆう飛ひをつれて桃とう花か宮きゆうに戻ることにした。

　本当なら後宮やその類たぐいの施設は男子禁制だが、れっきとした男子である蒼そう刻こくが後宮入りしているという破は天てん荒こうな状態なので、そんな掟おきては無視してしまった。天てん祥しようも別に気にしないだろう。

（むしろ天祥さまなら、愉ゆ快かいがられそうだし……）

　寵姫たちがくつろぐための部屋に通すと、雄飛は借りてきた猫のように落ち着かなさげにきょろきょろした。壮麗な調度の数々に囲まれたせいで、緊張が増したのだろう。朧月にもその気持ちはわかる。

「どうぞ」

「ありがとうございます。──先ほどは、すみませんでした」

　花はな茶ちやの碗をさし出すと、雄飛は改めて深々と頭を下げた。つられて朧月も、思わずお辞儀を返してしまう。

　雄飛は、朧月と同じ歳だそうだ。背丈は蒼刻より少し低いくらいだから、十五歳の少年としては平均かそれ以上だろう。

　これからも伸びていきそうな瑞みず々みずしい印象の持ち主で、武官らしくしなやかに鍛きたえられた体たい軀くには、若い猟りよう犬けんめいた雰囲気があった。

（強いのかしら）

　いずれ護ご花か七しち将しよう軍ぐん──国軍の重要職に就つくことになっている蒼刻は、怖いほど強い。

　朧月は彼の神かみ業わざのごとき剣技に、何度も助けられている。

（仲は悪くなさそうだけど……）

　先輩・後輩の様子をのんきに見物しながら、朧月はひそかに意外に思う。

　劉りゆう家の御おん曹ぞう司しという肩書と、目つきが鋭く近寄りがたい風ふう貌ぼうが悪い意味で相乗効果をもたらすせいか、性格は悪くないのに周りに人が寄りつかず友人も極端に少ないのが、蒼刻という青年だ。

　もったいないなあ、と朧月はいつも残念に思っている。

（本当はやさしい方なのに。……まあ、何もしていなくてもにらまれている気分になるし、ちょっと口が悪いと思うこともあるし、つっこみが厳しいし、力ずくというか強引なところがあるのは事実だけれど）

　そのくせ、わりと失礼なことも考えている。

　蒼刻に向き直った雄飛は──椅い子すの上で縮こまってはいるが──顔はきちんと上げているし、態度にも怯えた色がない。国軍の先輩である蒼刻と、普通に付き合っているように見える。そこが朧月の興味を引いた。

「夏か燐りんさんは……その、おれがこんなこと言っていいのか微妙なんですけど」

「手短に説明しろ」

「おれの許嫁いいなずけみたいなものです」

　焦じれたのか眼光を鋭くした蒼刻にせっつかれ、雄飛は驚きの事実をひと息に暴露する。

　──夏燐さまの、許嫁？

　あの男装の少女と、目の前にいる少年が。

　知らない人に対する緊張よりも驚きのほうが勝まさり、朧月は思わず問いかけていた。

「みたいなもの──とは、どういうことですか？」

「話せば長くなります」

　朧月が煎れた茶をぐっと飲み干すと、腹を決めた様子で、雄飛は話しはじめた。

「おれの実家は塩を商あきなうそれなりに成功した商家で、夏燐さんは由ゆい緒しよある名家のお嬢じようさんです。でもおれの父が胡こ家に何度か融ゆう資ししたり、逆に胡家の人脈に助けられたりした関係で家同士のお付き合いがあって、おれも夏燐さんとは小さい頃からの顔見知りなんです」

　──幼なじみか。

　朧月が「胡家ってそうなんですか？」と確かめるように目で問うと、蒼刻は面食らったように眉をひそめていた。

「あの胡家の娘だったのか。朧月とは違った意味で名家のお嬢さまらしくないから、全然結びつかなかったぞ」

「そうっすか？」

　蒼刻の無礼と紙かみ一ひと重えなほど率直な感想に、雄飛がやや不満げに顔をしかめる。

「いいですか先輩。おれは、夏燐さんはあのお嬢さまらしくない潔いさぎよいたたずまいがすてきだと思うんです。たしかに化粧とかしないし身なりもさっぱりしてますけど、だからこそ、時折はっとするほど愛らしくて」

「おい？」

「でも夏燐さんは、自分が美人だって自覚がないんですよね。男装のせいで、女友達からは貴公子みたいに扱われてるらしくって。まあ変な虫を寄せつけないという意味では安心なんですけど、おれの気持ちにも全然気づいてくれてないみたいなのは複雑で」

「おい」

　蒼刻がどこか焦あせったふうに、いきなり語りに熱中しだした後輩に呼びかけている。

　のんびりと花茶を飲みながら雄飛の惚のろ気け話を聞いていた朧月は、さえぎるようなその声に顔を上げ──

　雄飛の顔面で起こっている異常事態に気づいて、固まった。

「夏燐さんはおれのことを昔から弟みたいに扱いたがるから、年下のおれにこんなふうに思われてると知ったら怒るかもですけど、おれとしては」

「──雄飛！　鼻血だ、鼻血出てるぞおまえ！」

　いったん話すのはやめて拭ふけ！　と、たまりかねたように蒼刻が叫ぶ。朧月もそれで硬直を解とかれ、急いで手しゆ巾きんをさし出した。

　少年の純じゆん朴ぼくそうな顔の下半分は今や、紅べにの顔料でもぶちまけたようになっている。
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　語りに没頭しすぎて大量の鼻血を垂たれ流している自覚すらなかったのか、雄飛は真顔になって「あ」と鼻の下を押さえた。

「すいません！　またやっちまったんですね」

「……ま、また？」

　予想外の大だい惨さん事じ（に見える珍事）に、朧月がちょっと逃げ腰になって訊き返すと、雄飛は恥ずかしそうに頭をかいた。

「普段は大丈夫なんですけど、夏燐さんを想うとつい想いが鼻からほとばしって」

「胡夏燐は知ってんのかそれ」

　なんとも言えない表情になって蒼刻が訊く。雄飛は勢いよくかぶりを振った。

「そんな先輩、とんでもない！　おれは夏燐さんの前で鼻血なんて絶対に出しません。涙も鼻水も涎よだれも厳禁に決まってます。ただでさえおれは夏燐さんより二歳下なんだから、みっともないところは死んでも見せられません！」

「……そうかよ」

「…………とりあえず拭いてください」

　よくわからない勢いに気け圧おされながらも、朧月はお願いした。

　大まじめにきっぱりと宣言した内容はなかなか男前だが、その前に鼻血を止めてくれないと全部台無しだ。

　と思ったが、鼻に布を詰めているのも結構ぶち壊しだ。

（蒼刻さんの後輩で、しかも国軍の方にしては普通そうだと思ったのに……）

　今まで出逢った国軍のあんな人こんな人が浮かび、朧月は遠い目になりかけた。

　引きこもりで珍獣扱いの朧月に言われるのは心外かもしれないが、雄飛も変な方向に個性がはみ出た少年である。

　頭痛をこらえるように額を指先で押さえながら、蒼刻がうながした。

「だれが惚気を聞かせろと言った。本題を続けろ。胡夏燐とおまえの関係だ」

「いてッ。──はい」

　額を軽くはたかれた雄飛は、礼儀正しく返事をする。まだ鼻血が拭ききれていないが、基本的にはいい人なのだなと朧月は認識した。

　いろいろと吹き飛びかけたが──青せい苑えん州とは、蒼刻の実家である劉家が治める土地だ。雄飛の関家や、夏燐の胡家もこの地にあるという。

　神しん華か国を形成する八州の中では二番目に広く、海沿いの港では東の島国や南方諸国との交易が行われている。「海の絲し路ろ」と呼ばれる交易路は年々整備が進んで、長期航海の危険が減り、各国の貿易船でにぎわっているそうだ。

「夏燐さんとは──」

　鼻血はあふれさせないまでも、頰をやや赤らめて雄飛は告白する。

「小さい頃から、よく遊んでもらってました。夏燐さんにとっては、親分・子分の関係のつもりだったのかもしれませんけど、おれは長男だから、夏燐さんのお姉さんっぽさに昔から憧あこがれてました。だから父から婚約を提案されたときは、すっげえうれしくて」

「そうかよ」

　純粋で甘あま酸ずっぱい空気を冷静に眺めて、蒼刻が月げつ餅ぺいをかじりながら、やる気のないあいづちを打っている。

　……先ほどの鼻血で、ちょっと引いているようだ。無理もない。

「蒼刻さん、つっこみがんばってください」

「俺にまる投げするんじゃねぇ」

　朧月たちが小声で言い合っているのに、幸い雄飛は気づいていないようだ。

「婚約はいつ頃したんだ？」

　と蒼刻が仕切り直すと、雄飛は一転してしょげた。

「それが──婚約って言っても、正式なものじゃないんです。おれと夏燐さんの父親同士が友人なんで、口約束で、おれを夏燐さんの婿むこにって話をしてて、おれもそれを聞いて期待しただけで」

「……雄飛さんがお婿さんなんですか？　長男なんですよね？」

「です。でもおれには商才も商売への興味もないから、実家は賢かしこい弟にまかせたほうがいいと昔から思ってました。で、おれは自力で出世しようと思って、国軍に入ったわけです。武術の腕前は、弟で子し入りしてた師し匠しように保証してもらえたんで」

　雄飛は謙けん虚きよに説明したが、蒼刻がそれを聞いて淡たん々たんと補足してくれた。

「こいつは生まれつき膂りよ力りよくに優すぐれていてな。槍そう術じゆつの筋もいいし、度胸もある」

　おお。蒼刻が認めるなら相当だ。

　朧月は感心するが、蒼刻の遠い目が「でも鼻血野郎」と無言のうちに嘆なげいているように見えたので、顔が引きつった。それはこの際、考えないであげてください。

「でも──」

　そこまで熱っぽく語っていた雄飛の声が、急に沈む。

「夏燐さんは、おれに何も言わずに皇都に来て、侍女選びに参加してたんです。例の幽鬼の事件の噂が広まって初めて、おれは夏燐さんが桂けい雨う宮きゆうにいることを知ったくらいで──びっくりして様子を見に走ったはいいんですけど……土ど壇たん場ばで、夏燐さんになんて訊けばいいのか悩んでしまって」

　茂みに隠れて悶もん々もんとしていたのを、蒼刻に見み咎とがめられた、という流れらしい。

　朧月は蒼刻と二人して、難しい顔になった。

「口約束とはいえ、一応許嫁のおまえに何も言わずに皇都に出てきて──」

「……侍女選びという名の愛妾選びに参加しておられる、ということは」

　年下の幼なじみとの婚約は反ほ故ごにして、太子殿下に仕える道を選んだ。

　故郷を離れ、華やかなりし皇宮で女としての栄えい華がをつかむことを望んでいる。

　一見、そう見えるが。

「あ」

　気づいたときには、雄飛は卓に突っ伏していた。額が天板にめりこむのでは、なんて非現実的な心配をするほど重たい空気で。

「……やっぱりおれ、ふられちまったんですかね。つい先日まで夏燐さんより背が低かったような年下なんて、結婚相手には考えられないってことで」

「その、何も決まったわけでは……。夏燐さまは男装しておいででしたし、侍女選びにあまり乗り気ではないのかも」

「乗り気でもないのに、どうして桂雨宮にいるんですか……」

「そこは……たぶん、もしかしたら、何か事情があったりなかったり？」

　朧月が慣れない下へ手たな慰めを口にするのを横目に、蒼刻が冷静に切り出した。

「──杜と秋しゆう翠すいにも、話を聞いてみるか。なるべく早く」

「……もう一人の目撃者さんですか？　夏燐さまのお友達の」

　思ってもいなかった提案に、朧月は帳面をめくって確認する。蒼刻はうなずいた。

「胡夏燐の友人なら、夏燐が雄飛を放って侍女選びに参加した理由を知っているかもしれないだろう。例の幽鬼の事件についても、違う角度から話を聞いたら、新しい面が見えてくる可能性もある」

「！　先輩──」

「勘違いするなよ雄飛。胡夏燐は俺とこいつが調べてる件の重要な目撃者だから、彼女の周りを調べる必要もなくはないだけだ。おまえのことは、ただのついでだ」

「本当の理由なんて、なんでも構いません。おれが先輩たちのお気持ちに感謝したいだけですから」

「……無駄に感激して流血沙ざ汰たにするんじゃねえぞ。それとおまえは実家から話を聞いてこい。胡家にも何かしら事情があるかもしれないだろう」

　直情的な後輩からまっすぐな瞳で礼を言われた蒼刻は、とてつもなく居い心ごこ地ちの悪そうな顔をしてうなる。

　今後は勝手に桂雨宮に行かないよう約束させ、国軍に戻らなくてはいけない雄飛をいったん帰すと、蒼刻はじろりと朧月を見やった。

「何をにやにやしてやがる」

「え。べ、別にそんなことは」

「棒読みすぎるわ」

　こめかみを指先で軽くつつかれる。たぶんこれは、蒼刻の照れ隠しでもある。

　まあ別に絶対に隠し通さなければいけないわけでもないので、朧月はさっくり白状してしまった。

「……蒼刻さんはお友達がいないと以前仰ってましたけど、ちゃんと先輩として慕したわれているんだなあと思ったら、うれしくなってしまっただけですよ」

「あのとおり鼻血まみれの後輩だけどな」

「蒼刻さん、雄飛さんのあの鼻血のことは」

「今日初めて知った。──武術の才も努力する才も持ってるし、年下でも結構頼れるやつだと評価していたんだが」

　銀色の前髪をかき上げると、蒼刻は見てはいけないものを見てしまったかのように若干死んだ目でぼやく。

　たしかに朧月も真顔を紅あかく染める雄飛を見たときは腰が抜けそうになったが、不思議と変態的なものを感じさせる鼻血ではなかったので、今では彼の個性として受け止める気になっていた。血まみれの幽鬼を見慣れているし。

「純愛の鼻血ならいいじゃないですか」

「どんなまとめ方だ」

「蒼刻さんも、雄飛さんの面めん倒どうを見るのが嫌いやではないんですよね？」

「……まあな」

　不本意そうな返事が微ほほ笑えましい。

　愛あい想そのかけらもない仏ぶつ頂ちよう面づらとは裏腹に、最終的には彼が他人のために動く人だということを、朧月はこれまでの経験で知っているからだ。

「他人の恋路に構うなんざ、俺の柄がらじゃないが──放ってはおけないからな」

「ですよね」

　自然な笑顔で、朧月はうなずいた。蒼刻さんはやっぱりいいな、と思いながら。
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　桃とう花か宮きゆうには、小さいながらも薬やく房ぼう──さまざまな薬を煎せんじるための部屋まである。

　本来は専属の薬くす師しや道どう士しが、寵ちよう姫きたちの健康や美容を管理するために詰めているはずなのだが、使われなくなって結構な年月が経たつらしい。最低限の掃除そうじはされているものの、薬種が詰まっているべき棚たなの中は空からだった。

　事情を知る女によ官かんに頼んで用意してもらった材料を使い、約束した薬茶を煎じながら、朧ろう月げつはふとつぶやいた。

「そういえば……愛あい妾しようと寵姫は、どう違うのですか？」

「おまえはそれすらも知らずに、今回の話を受けたのか」

　道具の準備などを手伝ってくれる蒼そう刻こくにあきれたように言われてしまい、朧月はぽりぽりと頭をかく。

「どちらも、本来わたしには無縁な話ですし……。受けるかどうかを考える前に、蒼刻さんにここまで連行されてきたのが始まりなのですが」

「そうでもしないと、おまえの引きこもり体質が治らんだろう。これも躾しつけの一環だ」

「…………」

　武人らしく強い心を持つ蒼刻にとって、朧月のへたれっぷりは見ていられないらしい。

　出逢ってからこの方、精神を鍛きたえ直すという意味での「躾」をされるのは、二人の間ではおなじみのやりとりになっていた。

「おまえの躾はともかく、愛妾と寵姫の違いだが──まあ、どちらも後宮に入ることには違いはない」

「ですよね」

「だが寵姫はいずれ妃きさきになる予定の者のことで、子供が生まれれば必ず皇位継承権をもらえるが、愛妾は違う。愛妾の子供は男なら官位をもらって臣しん下かになり、女ならそれなりの良家に嫁とつがされるのが慣習だ。だがそれ以外は、愛妾も妃とあまり変わらないな」

　なるほど、と朧月はうなずいた。

　愛妾も、子供の件を除けば思いのほか日陰の身ではないのか。

　ただ「愛妾選び」はやはり響ひびきが悪いので、「侍女選び」という呼び方をするのが決まりになっているらしい。

「愛妾になる人と妃になる人の違いは、どこで決まるのですか？」

「大ざっぱに言えば家か格かくで決まる。妃は大貴族の娘がなるものと相場が決まっているが、愛妾は家柄を問われない。その分、己おのれの実力で寵愛をもぎとらないといけないが」

「蒼刻さん、お詳しいですね」

「俺はこれでも劉りゆう家だぞ？」

　劉家は三大家とも呼ばれる、神しん華か国では屈くつ指しの歴史と権勢を持つ名家だ。

　目つきが鋭するどく、武官らしい空気を隠しもしない蒼刻だが、こう見えても立派な御おん曹ぞう司しである。

「蒼刻さんがあまりそれらしくないので、うっかり忘れてました」

「忘れんな珍ちん獣じゆう」

「ひー」

　半はん眼がんになった蒼刻に、額ひたいを指ではじかれた。地じ味みに痛い。

「それにしても……愛妾候補に多くの方が集まったのは、家柄を問われないせいですか」

「妃より不安定な地位だが、太たい子し殿でん下か──未来の皇こう帝てい陛へい下かに仕えて、一族に出世をもたらせるかもしれない地位は魅力的なんだろう。俺にはよくわからんが」

「はあ……」

「もちろん正式な妃の地位に娘を推おせるような大貴族は参加していないが、没落した名家がこれはお家復興のいい機会だと考えたり、娘の資質に自信のある商家なんかが相当送りこんできてるらしい」

　愛妾の地位をめぐって美しい娘たちが競きそい合うのを想像しただけで、気が遠くなりそうだった。きっと腑ふ抜ぬけの朧月など入りこめもしない、弱肉強食の世界だろう。

　ふと蒼刻が、乳にゆう鉢ばちを使って薬草をすり潰つぶしていた手を止める。

「そういえばおまえの実家も、あまり余裕がないんだよな」

「最近は持ち直しておりますが……」

　完全には否定せず、朧月はうなずいた。

　彼女の生まれ育った黒こく烏う州は、お世辞にも豊かとはいえない土地だ。

　州を統すべる兄はしじゅう予算不足に悩まされており、一応姫と呼ばれる身分の朧月も、贅ぜい沢たくをした記憶はあまりない。

　だというのに今回の愛妾選びのような機会に、兄が太子殿下と縁ゆかりのある朧月を利用しないのは、ひとえに彼女が胡う乱ろんで脆ぜい弱じやくで粗そ忽こつで弱腰で陰気で愚ぐ鈍どんで阿あ呆ほうで田舎いなか者ものの引きこもりだからだろう。

「兄さまは冷静ですから……愛妾だなんて精神的にも肉体的にも大変な役目が、わたしに果たせるはずがないと判断されているのだと思います」

「俺はそうじゃないと思うがな」

「？」

「気にするな。これを、そこに入れればいいのか？」

「あ、はい──」

　──そういえばと、銀色の前髪の下にある眼がん帯たいを見て思い出す。蒼刻にも以前、婚約の話があったことを。

　劉家と並んで三大家と呼ばれる大貴族、孫そん家の姫君がお相手になるはずだった。蒼刻が断りさえしなければ。

　雄ゆう飛ひと夏か燐りんは幼おさななじみだが、蒼刻とその孫家の姫君は顔を合わせたこともないという。だから朧月も、その婚約者候補になった人の顔も性格も知らない。……それでも、引け目とぼんやりした不安を感じた。

　自分が蒼刻に構かまってもらったり躾しつけされたり話し相手になってもらったり、ごくたまには無防備な笑顔さえ見せてもらえるこの場所は、その実とても不安定なものなのだと、確認させられたから。

（蒼刻さんはやさしい方だから、ある日を境に一度も逢あわなくなる……なんてことはないと思うけど）

　彼を取り巻く状況が変われば、急に引き離されてもおかしくない。

　加えて、彼は将来、護ご花か七しち将しよう軍ぐんという国軍の高い地位に就つくことになっているのだ。

　こうしていられるのは、あとどれだけの間なのか。

　逃避して、考えないようにしていたことの多さに、今さら心が揺れる。

「…………」

　彼の横顔をじっと見つめていたせいで、蒼刻が怪け訝げんそうにこちらを見たときには心臓が爆発するかと思った。

「どうした」

「──いえ別に」

　朧月にしては素早くそつなく返事をしたのが効果的だったのか、蒼刻はおかしいとは思わなかったようだ。しばし無表情に彼女を見つめた後で、鋭い視線から解放してくれる。

　ひとまず安心はしたが、胸にかかった霧きりは晴れず──

　朧月はこっそりため息をついた。

　普段から根が暗いせいで、どんよりしていても怪あやしまれずにすむのは幸い……と言っていいのかはわからないが都合はいい。
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　手製の薬茶は、煎じた後で最低でも一日はなじませる必要がある。

　体力のない朧ろう月げつがふうと息をつき、桃とう花か宮きゆう専属の女官が午後のおやつを用意してくれた頃に、折よく彼らは現れた。

「戻ったぞ蒼そう刻こく」

「ただいまですよ～、朧月ちゃん」

　のんびりしたあいさつとともに門をくぐってきたのは、神こう々ごうしい白びやつ虎こと美女の幽ゆう鬼きという異色の組み合わせ。

　朧月たちにとっては親しい仲間の、張ちようさんと星せい彩さいだ。

「よく晴れてるし、庭園の四阿あずまやがいい感じだから、あそこでお茶しましょうよぅ」

「じゃ、運びましょう」

　と星彩が楽しそうにねだるので、朧月も部屋にこもりたい気持ちを抑えて、桃ももの花咲く庭に出た。幽鬼であるにもかかわらず、星彩は朧月よりもずっと、生せい者じやや日の当たる場所に対して抵抗がない。

「ここは日ひ向なたぼっこにちょうどいいのう」

　石の椅い子すに腰を下ろすと庭を一望できる四阿の床ゆかに、白虎は悠ゆう然ぜんと腹ばいになる。

　陽光できらきらと輝く毛並みに見み惚とれながら、朧月は訊たずねた。

「張さんたちは、先に紅こう梅ばい宮きゆうにごあいさつに行かれたのですよね？　湘しよう雲うんさまはお変わりありませんでしたか？」

「うむ。お元気であいかわらず聡そう明めいであったが、執しつ筆ぴつに行き詰まっておられるそうだ」

　──史し湘雲。

　天てん祥しようとは血のつながりのない姉姫、つまり公こう主しゆさまだ。

　朧月は「天然公主」というあだ名で冗じよう談だんまじりに呼ばれることがあるが、湘雲は正しよう真しん正しよう銘めいの姫君である。

　紅梅宮に住む彼女は以前まで、張さんを話し相手としてそばに置いていた。いろいろな事情のせいで周囲に神しん獣じゆうだと誤解され、やや困惑していた白虎も、気取らぬ公主さまの元では安らいでいたという。

「なんのお話で詰まっていらっしゃるんですか？」

「『草そう原げん情じよう歌か』だ。恋人たちが互いのために別離を決意する場面が、理想どおりに描けぬのだと仰おつしやっていた」

「人気のある作品ですし、重圧もおありなのでしょうね……」

　湘雲はときめく恋物語から戦記物までさまざまな物語を書いており、皇こう宮きゆうの特に女性に人気を博はくしている。

　かくいう朧月も、皇宮に来てから最新の巻まで一気に読んでしまった物語だ。

　早く続きを読みたいが、本来の公主としての務めもある湘雲にとって、執筆はあくまでも趣味の範囲。無理はしてほしくないとも思うので、複雑だ。

「二人とも、話すのは食べてからにしろ。温かいうちにって女官に言われただろう」

「あ、はい。すみません」

　手が止まっていた朧月が急いで青茶を淹いれていく間に、蒼刻がおやつを盛った白はく磁じの碗わんを各自に配る。

「ほらよ張さん。今日は、生しよう姜が風味の黒くろ蜜みつを絡からめた白しら玉たま団子だそうだ」

「三食昼寝におやつ付きとは、贅ぜい沢たくじゃな。蒼刻よ、寵姫の暮らしにはもうなじんだか」

「髭ひげを斬きられたいのか、あんたは」

　迫力のある虎とらの顔に笑みを浮かべ、年下の友人をからかおうとする張さんに、蒼刻が仏ぶつ頂ちよう面づらで言い返す。

　朧月がのたのたと白玉団子を食べ終える頃、星彩が「あら」と意外そうな声を上げた。

「そういや朧月ちゃん、今け朝さ着せてもらった衣い裳しようすごくきれいだったのに、もう着替えちゃったんすか？」

「うん。桂けい雨う宮きゆうに行くから寵姫として恥はずかしくないように着たけれど、あの格かつ好こうのままだと汚してしまいそうだから」

　ついでに付け足すと、気が抜けなくてくたびれる。身も心も。

「なぁんだ残念！　あの鷹おう揚ような太子殿下なら、汚しても構わないよ～って笑顔で言ってくれそうですけどねぇ」

「天祥さまは実際そう言ってくださったけれど……」

　性しように合わないし、似合う気もしない。いかにも寵愛を受けた姫君らしい、金きん糸し銀糸で彩いろどられた色あざやかな衣裳など。

「ま、朧月ちゃんはそのままでも可か愛わいいからいいですよぅ。ねえ武官さん？」

「なぜ俺に振る」

「え～？　なんとなく～？」

「その語尾の伸ばし方はなんか腹立つな」

　劉りゆう家の御曹司にもかかわらず、星彩の気やすいほど人なつっこい態度に文句をつけたことのない蒼刻だが、さすがに眉まゆくらいはひそめる。

　気の置けない姉弟きようだいのような二人を、日ひ和より見みの朧月は「まあまあ」ととりなした。

「それよりも、星彩と張さんも桂雨宮を見てきてくれたのよね？　どうだった？」

「はぁい、行ってきましたよぅ。でもめぼしい収穫はなかったですねぇ」

「そうなの？」

「ええ。桂雨宮も一応結界がありますからね。それを嫌って、普通の幽鬼はあんまり寄りつかないんですって。ねえ張さん？」

　星彩の流し目を受けて、張さんは静かにうなずく。

「うむ。儂わしも注意深く観察したつもりだが、桂雨宮では若いお嬢じようさん方にもてただけじゃったのう」

「ね～。あたしはやきもちを焼いただけでしたし」

「そう拗すねるな、我わが姫。ま、ふくれ面つらも愛いとおしいが、儂の目をちゃんと見てくれぬのは少々寂さびしくなる」

「少々、だけですか？」

「少々、で済むうちに、我が心やさしき姫が振り向いてくれると信じておるからのう」

「まあ、ずるい言い方をしますねぇ。あたしの最愛の虎さんは」

「…………」

　普通に報告をし合う流れだったはずが、目の前で堂々といちゃつかれ、朧月はもちろん蒼刻も反応に困った。下へ手たすると馬に蹴けられそうだ。

　背景にした桃の花が似合いすぎる恋人たちを横目に、居い心ごこ地ちの悪さに椅子の上で身じろぎながら、朧月は逃げ場を求めるように帳面をめくってみた。

　そして、

「ええと……そう、幽鬼から情報が集められないのは困りますね？　蒼刻さん」

「だな。問題の幽鬼が見えにくくなる」

　ぎこちないにも程がある話の振りだったが、白虎たちから目をそらした蒼刻はうなずいてくれる。

　皇宮にも幽鬼はいるのだが、重要な区画──たとえば多くの人が長い時間を過ごす天てん香こう宮きゆうや後宮、過去に暗殺や変死事件が起こった場所は、悪あしき幽鬼や呪じゆ詛そで穢けがされないよう道術による結界で防衛されている。

　それ以外の皇宮の敷地内にある建物も、護ご符ふや霊れい符ふで加護されているが、桂雨宮の結界は、あまり強力ではない。

　今日あちこちを見て回ってきた星彩曰いわく、

「桂雨宮は、まあ後宮よりは結界が邪魔には感じませんねぇ。でも冬の廃はい墟きよみたいに居心地がよくないから、自分から進んでここにいたいとも思いませんけど」

　……程度のものらしい。

　もちろん悪性の幽鬼に対しては、結界はもっと強い痛苦を与えて、出入りを阻はばむそうだが──

「それにしたって、祟たたる程度には力の強い幽鬼なら出入りできてしまう程度の結界ということか」

「そのようです。……侍じ女じよ候補の皆さんに別の建物に移っていただくのが、一番手っ取り早いと思うのですが、桂雨宮よりも結界が強くて都合よく数十人を寝泊まりさせられる建物を用意するのは難しいみたいですね」

　腕組みした蒼刻を眺ながめながら、朧月は一杯目よりも薄く淹れた青茶をひと口飲む。

　まだ幽鬼による深刻な被害が出たわけではないのに、侍女候補たちを余計に怯おびえさせるのも悩みものだ。

「して。おぬしらは幽鬼の目撃者には逢えたのか？」

　存分にいちゃつき終えたのか、白虎がおもむろに真剣な面おも持もちになって訊ねてきた。

　耳が溶とけるかと思うほど渋しぶい美び声せいだが、そんなものに興味のない蒼刻は、めずらしく厭いや味みな口く調ちようで言った。

「その話をしようと思った矢先にいちゃつきだしたのは、あんたらだぞ」

「儂らとて、年中おぬしと姫の仲なか睦むつまじさにあてられておるのじゃ。たまには逆襲くらいさせよ」

「あててねえよ」「あ、あててませんッ」

　蒼刻がうなるのとほぼ同時に、朧月も声を上げていた。

　朧月は一時期、蒼刻の恋人のフリをするというとんでもない状態にあったので、今でもこの手のからかいを受けることがある。

　そのたびに朧月は小さくなっていた。色恋に耐性がないので恥ずかしい、というのも無論あるが──

（……蒼刻さんにご迷惑だし）

　目つきが悪くてとっつきにくい雰ふん囲い気きの持ち主ぬしとはいえ、劉りゆう家の御曹司。本来なら朧月とは相当な身分の差があるのだ。

　普段は気にしないようにしていることだが、改めて思いを馳はせると一いち抹まつの寂しさがある。

　先ほど思い出した婚約の話まで浮かべば、ただでさえ陽気さとは縁のない表情がさらに暗くなる。

　──話を変えよう。

「桂雨宮の幽鬼は……こういう姿をしていたそうです」

　朧月は円卓に帳面を広げると、夏か燐りんに質問しながら描いた絵を見せてみた。

　女によ人にんの幽鬼だ。

　胸に赤子をくるんだと思おぼしき布の塊かたまりを抱き、四し季き桂かつらの木の陰からこちらをにらんでいる。

　以前にも紅梅宮──湘雲の住まう宮だ──に女性の幽鬼が現れたことがあるが、それとはまた違う。

　恨うらめしい、口くち惜おしい。

　紙面からそんな声がにじみ出てきそうなほど恐おそろしげな絵に、蒼刻が顔をしかめた。

「おまえは以前から絵はうまかったが……なんか、負の方向に画力が上がってないか」

「照れます」

「照れるな。子供が見たら悪夢に魘うなされそうな絵だって言ってんだ」

「……そうですか？　わたしが今までに見た中で一番恐ろしい姿の幽鬼に比べれば、これくらい普通ですよ」

「普通……か？」

「わたしにとっては、蒼刻さんににらまれたほうが怖──いえなんでもないです嚙かみました」

「嚙んだで済まされるか今のが。単に口が滑すべっただけじゃねえか」

　額に軽く一撃を喰くらった。つっこみとしては軽いほうだが、軽くのけぞった。

「胡こ夏燐もさっきおまえの絵を見て軽くびびってたぞ」

「それは気がつきませんでした。……脚きやく色しよくしすぎでしょうか」

　夏燐の話のとおりに再現したつもりでいたが、朧月が出逢った幽鬼の姿が投影されてしまった可能性はある。

　などとずれた方向に悩む彼女の頭を、蒼刻は半なかばあきれたふうに嘆たん息そくして撫なぜた。

「下手とか描けてないっていう意味じゃないから、無駄にへこむな。鬱うつ陶とうしい」

「……はい」

　乾いた掌てのひらの感触と重み、意外と気き遣づかいの感じられる手つき、自分よりも少し低い体温。

　朧月は素直にうなずく。

　蒼刻に撫でられるのが、実は好きだ。

　秘密だけれど、朧月が喜んでいるのは彼も承知の上なのかもしれない。だとすれば穴に埋うまりたいほど恥ずかしい。

　ただ単に、珍獣をそれらしくあしらったという可能性のほうが高いが。

「赤子を抱いた女の幽鬼ですかぁ」

　星彩がつぶやく。

「あの方の寵愛を奪った女が憎い、って言って現れてたんでしたっけ？　昔にお亡なくなりになった、皇帝に愛あい想そ尽つかされたお妃さまとかですかね」

「わたしもそう思ったけれど……。なぜ桂雨宮に出るのかが謎なぞよね」

「あ─。たしかに後宮じゃなくて桂雨宮なのは、ちょいと妙かもしれませんねぇ」

　朧月の戸惑いに、蒼刻もうなずく。

　わざわざ桂雨宮を選んで出てきた理由がわからない。──後宮は、ほどこされた結界が強いせいだろうか？

　皆で額を合わせて考えこみ、ふと静かになる。

　そこへ、白虎が思い出したかのように言いだした。

「しかし目撃者だという、白しら百ゆ合りのように目立つ男装のお嬢さんとやらを、儂らは見なかったぞ？　桂雨宮の周りをくまなく探たん索さくしておる間に、侍女候補のお嬢さん方は次々にあいさつに来てくれたものだが」

「秋しゆう翠すいさまは具合が悪いそうですし、二人でお部屋にいたのかも。……ところでそんなにモテたんですか？　張さん」

「最初は怖がられたんすけどね。だれかが『湘雲さまのお気に入りの神獣さまよ』と言いだしたら、どっと集まってきましたよ！　太子殿下とのつなぎになると思われたんでしょうかね？　──ああ、そういえば」

　白虎の背の毛並みに甘えかかりながら、星彩は訳知り顔で続ける。

「侍女候補の皆さんには派は閥ばつができてるみたいでしたけど、夏燐さんと秋翠さんって人はどこかに入ってないんでしょうかね」

「派閥……？　桂雨宮はどうなってるの」

　派閥争い。そんな連想をしてしまう不穏な単語に、朧月は眉をひそめる。星彩は片方の目を器用につむってみせた。

「侍女候補の中でも、皇都の大きな商家の娘さんとかだと、皇宮関係者に顔がきくものなんすよ。で、そういう人の取り巻きになれば、侍女選びに有利に働くんじゃないかと考える人がいるのが世の常つねでして～」

「有力な侍女候補の方と、その取り巻き。……そういう陣営がいくつかできている、と？」

「そゆことです。桂雨宮はきっと日々これ女の戦いっすよ」

「わあ大変そう」

「何言ってんすか朧月ちゃん。あなたが侍女候補の皆さんの恋こい敵がたきなんですよぅ？」

「……そうだったわ」

　突然現れて、桃花宮の寵姫におさまった娘。

　何それ!?　と思われたに違いない。というか実際、桂雨宮で邪険にされたばかりだ。

（わたしもずいぶんおめでたいな……）

　女の世界の嫉しつ妬とや激情になじみがないとはいえ、うかつだったと今なら思う。

　三食・上等な寝台付きで引きこもる場所が変わるだけならまあいいか、などと割り切ろうとした過去の自分はどうなのか。

「……そういえば胡家は、青せい苑えん州では名家なんですよね？」

「胡夏燐を侮ぶ辱じよくするわけじゃないが、皇都以外の地方の名家というだけでは皇宮にあまり影響力がないぞ。杜と秋翠に至いたっては──杜家ってのは俺の記憶が正しければ、家柄がそこまでじゃないと思うが──胡夏燐よりもさらに弱いだろうな」

　ともかく、と蒼刻は仕切り直した。

「俺たちが今できるのは、杜秋翠からも話を聞くことくらいか」

「だが──夏燐どのとやらは、具合の悪い友人をそっとしておいてほしいと言っておったのじゃろう？　その頼みに背そむいて秋翠どのに接触するからには、何かしら配はい慮りよをしたほうがよいのではないか」

　張さんの紳士的な言葉に、そうだったと朧月は声に出さずにつぶやいた。

　たしかに下手を打って夏燐に反発されてしまうと、雄ゆう飛ひとの一件が面めん倒どうになるか。

　──と。

　蒼刻の視線がふいに、まったく違う方向へと飛んだ。

　何事かと首をひねれば、閉ざされた門を開けた人の姿がある。結った鳶とび色の髪に薄うす紅べに色のお仕着せ。桃花宮専属の、唯ゆい一いつの女官だ。

「二刻後に太子殿下がお戻りになられます。寵姫の方々はどうぞお心こころ構がまえを」
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　寵姫となって最初の日だからか、桃とう花か宮きゆうでの夕ゆう餉げは華はなやかなものだった。

　主役は花料理とも言われる、手のこんだ宮きゆう廷てい料理。

　さくさくのおこげに、花の形に切った野菜のあんをかけたもの。蒸むし籠かごにはきれいな色に仕上げられた焼やき鴨がもや、貝柱と花を添そえた豆とう富ふの蒸しもの。贅沢なふかひれや干ほし鮑あわびを惜おしげもなく使った煮込みまで、さらりと饗きようされる。

　……これで朧ろう月げつがお酒を飲めれば、菊の花をかたどった金の杯さかずきで上等の荷か花か酒しゆを一杯、といけたのかもしれないが、あいにく香りだけで倒れるほどの下げ戸こだ。蒼そう刻こくたちも、酔っては相談ができないので飲んでいない。

　直接口にせず、供く物もつという形で食べ物の精だけいただく星せい彩さいと張ちようさんも、円えん卓たくに広がる豪ごう勢せいな眺めに感心しきりだ。

「普通の食事で悪いね」

　だというのに、太子としての務めを終えてやってきた天てん祥しようはそんなふうに言う。

「本当なら精をつける献こん立だてなんだけど、残念ながら君たちは仮かり初そめの寵姫だから。これはこれで美容にはいいらしいよ」

「ギリギリの発言はやめてください天祥さま」

「国軍では、仲間ともっと過激な話をしてるんじゃないのかい？　蒼刻」

「俺に飛び火させるのもやめてください」

「…………」

　朧月にはつっこみづらい十七歳同士の会話はさておき。

　おいしいおいしいと言いながら食べ終えると、天祥が朧月ににこりと微ほほ笑えみかけた。

「今日は蒼刻と二人で、浮気せずに過ごしていたかい？　朧月」

「はい。幽鬼の件を調査しておりました」

「でも、この宮に招き入れた人がいるだろう？」

　妙に迫力のある笑顔。やんわりと咎とがめる口調。

　天祥がごく自然に伸ばした手が、そっと朧月の頰ほおにふれる。それだけの仕草で急に空気が艶つやを帯おびた気がして、後ろめたいことなどないのに心臓が跳はねた。

　すべて天祥の、ひと筋すじ縄なわではいかない性格のせいだ。

「それは、蒼刻さんの国軍での後輩です。幽鬼の件にも、関係がないわけではありませんでしたし……」

「後輩？　浮気相手としては結構定番のような気がするけれど」

「──珍獣をあまりいじめないでやってください天祥さま。どうせ雄ゆう飛ひのことは、すでにご存じですよね？」

　あっけなく雰囲気に吞のまれた朧月を見かねてか、蒼刻があきれ顔で口を挟む。

　朧月の黒くろ髪かみをしっとりと撫ぜる手は止めず、天祥は大事な友人へと意味ありげに視線を流した。

「まあね。君は友達は少ないと自称するわりには、仲のいい同性が多くて妬やけるよ」

「そういう意味でもギリギリの発言はやめてください」

　きわどい冗談をどうにかやり過ごし──

　朧月は蒼刻と交互に、今日あったことを話した。

　絨じゆう毯たんの上でいちゃついたり、天祥の飼かいパンダの琳りん琳りんを構ってやる合間に、星彩と張さんも補足してくれる。美女と神獣とパンダは、食事の間にまるで親子のように仲よくなっていた。

「胡こ夏か燐りんと、杜と秋しゆう翠すい？」

　天祥は遠い目をしながら、報告に出てきた少女たちの名を何度か繰り返した。

「たしかに名前は、侍女候補の名簿で見た記き憶おくがあるね。顔は知らないけれど」

「……？　天祥さまは、桂けい雨う宮きゆうに足を運ばれていないのですか？」

　天祥のための侍女選びなのに。

　言げん外がいに含みを持たせて朧月が訊ねると、天祥は、

「そうだね。でも愛妾を選ぶ気はないから覚えてないんだ」

「開き直ってる場合ですか」

　まるみを帯びた白磁の碗から唇くちびるを離して、蒼刻がうなる。

　膝ひざの上によじ上ってきた琳琳を撫でてやりつつ、天祥はひらひらと手を振ってみせた。

「まあまあ。私がただの気まぐれというわけではなく乗り気になれない理由は、君たちにも説明しただろう？」

「あれは……本当なんですよね？」

　朧月は一応念押ししてしまった。

　当の天祥にあまり緊張感が見られないので、幽鬼の件と並ぶほど大事なはずのもうひとつの話をつい忘れそうになる。

　──神華国太子の命を狙ねらう、暗殺計画。

　侍女選びという外部の人間をおおっぴらに皇宮に入れる話が出てすぐに、そんな噂うわさが裏の世界でささやかれはじめたのだという。

「心当たりは」

「ありすぎて、わからないな」

　などと平然と答える天祥が、荒事に慣れない朧月にはいろいろな意味で怖かった。

　側そつ近きんからその情報を受け取った天祥が、思いつきで始めたのが、今回の桃花宮での茶番劇である。

　朧月たちを仮初めの寵姫に仕立て上げたのは、

「私が夜の間も決して一人ではないということを見せつけておけば、夜に襲撃される可能性が減らせるかと思って」

　という色気皆かい無むの殺さつ伐ばつとした理由と、

「私の趣味は独特だと知れ渡ってしまえば、無意味な縁談を持ちこまれなくなるし」

　という、一石二鳥かつ私情全開の目的だそうだ。

　……朧月はともかく、別にそこまでして蒼刻に夜の護ご衛えいをさせなくても、国軍に正式に要請して借り受ければいいのにと思ったが、どうやらそこは、おなじみの天祥の悪趣味が飛び出したらしい。

　暗殺の可能性を楯たてに遊ばれているのでは？　と疑いたくなる今日この頃だ。

「冗談はさておき、私は表向きは桂雨宮に日に一度お邪魔することになってるけど、実際に行っているのは私ではないんだ」

「──私です」

「ひッ!?」

　いきなり後方から湧わいた声に、朧月は苺いちごの氷ひよう菓かの器うつわを落っことしそうになった。

　振り返り──いつのまにか戸口に立っていた人物の名を思い出すのに、しばし時間を必要とする。

「走そう影えいさん……でしたよね？」

「左さ様ようです。お久しぶりです、姚よう朧月さま。あいかわらずうちの殿下の気まぐれに巻きこまれておられるようで、殿下の側近の私としては同情を禁じえません」

　不敬と紙かみ一ひと重えの発言とともに、糸目の青年は如じよ才さいなく一礼した。

　走影。

　家名は知らないし、走影自身が教えてくれる気配もない。

　糸目以外はこれといった特徴のない容よう貌ぼうだが、だからこそなのか彼は変装の達人だ。時には天祥そっくりに姿を変えて、影かげ武む者しやとして動く。家名を伏せるのは、そのあたりの事情が関係しているのだろう。

　天祥の側近だと知ってはいたが思いもよらぬ再会に、朧月は戸惑いながら質問した。

「走影さんが、桂雨宮で侍女候補の方たちと逢っておいでなのですか？」

「はい、そうですとも」

　振られた走影は、あからさまに愚ぐ痴ちっぽい表情と口ぶりで続けた。

「この両刀なのか男だん色しよくなのか女好きなのかがまったくもってよくわからない殿下に、侍女も愛妾も選ぶ気がないとは言っても、せっかく集まっていただいたお嬢さん方を無視したままでは失礼ですからね」

「そこは天祥さまに、顔ぐらいは見せないとだめですよとか諭さとすのが、側近のあんたの本分じゃないのか？」

　眉をひそめた蒼刻が、常識的なつっこみをする。

　すると走影は、どことなく恨みがましい目つきになった。

「凶きよう手しゆの噂がある以上、私ができる限り殿下の身代わりを演じるのは当然です。──それに元はと言えば、私の仕事が増えたのはあなた方のせいでもあるんですよ？　劉りゆう家の御曹司さまに姚朧月さま」

「は？　俺たちのせい？」

「はい。私の化ばけた天祥さまと本物の天祥さまを、あなた方はいとも簡単に見分けておしまいになったでしょう？　それで修業が足りないということになり、天祥さまの姿をとる機会が以前よりも増やされてしまったんですよ。やれやれ」

「…………」

　たしかに以前、とある機会に走影の変姿術を目まの当たりにした。本物の天祥と並べて、見比べたこともあった。

（何が違うかはうまく言えないけど……違ったのよね）

　走影に悪いとは思いつつ、違和感がぬぐえなかった記憶が甦よみがえる。

　愚ぐ痴ちをまじえて事情を説明し終えた走影は、言うだけ言ってすっきりしたようで、やれやれと肩をすくめてみせた。

　その仕草がわざとらしいほど大げさなのは、天祥にあてつける意図があるのだろう。肝かん心じんの天祥は、まったく気にかけずにパンダとじゃれているが。

「幽鬼の件はもちろん気になるけれど──夏燐どのと雄飛くんとやらの関係も、結構おもしろそうだね」

「おもしろがっていて大丈夫なのでしょうか……」

「私はいいと思う。この事件、私の予想が正しければ、そう難しい話ではないよ」

「え。……え？」

　悠然と肩をすくめ、天祥は事もなげに続けた。

「君たちが秋翠どのと逢えればいいんだね？　簡単な話だ。明日の桂雨宮で、彼女と逢えるよう手を回しておくよ」

「そう言っていただけるとありがたいのは確かですが」

　何をどうする気なのか。

　嫌いやな予感しかしないらしく、隣の蒼刻は警戒する表情を隠しもしなかった。

　ともあれ情報を共有し合って食事兼報告の席がお開きになると、天祥は実に楽しそうに提案をしてきた。

「さて、今日はどの順番で川の字になって寝ようか？」

「今日はも何も、一度もそんな寝方をしたことはないし今後も絶対しません」

　にべもなく蒼刻が答え、絨毯に転がっていた白虎がおもむろに顔を上げる。

「では、間をとって儂が真ん中に入るか」

「張さんはこんなときだけ話に参加してくるなよ！　星彩といちゃついてればいいだろ」

「いちゃつくなと言ったり逆を言ったり、おぬしも忙せわしないのう」

「時と場合による」

　ごちゃごちゃとした騒ぎをまるごと聞き流しているかのように涼すずしい顔の走影が、ああと思い出した様子で声をかけてきた。

「言い忘れていましたが、ここの女官は私の一族の人間です。殿下に伝えたいことなどがおありの際は、どうぞご遠えん慮りよなく言いつけてやってください」

「え。……あの方が？」

　朧月はびっくりした。

　初老の女官。無駄口をほとんど挟まない、有能そうな女性だった。

「はい。ある意味ではこの私以上の変姿術の達人です。実年齢と本当の顔を知る者は、私の一族にもおりません」

「……ま、まさか本当は性別も違うとか言いませんよね？」

　顔がこわばった。着替えを手伝ってもらったことがあるので、洒しや落れにならない。

　走影はあっさりと首を横に振った。

「ご安心を、性別は確実に女性ですよ。──殿下には私が女装して仕えればいいと言われましたがね、私女装は大嫌いなので彼女に協力していただいてます。殿下の思いつきにも困りますよ、やれやれ」

　最後までぽろぽろと愚痴が混じるのは、苦労の多い側近らしい言いようであった。
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　翌日。

　天てん祥しように指示されたとおり、薬茶を詰めた銀の壺つぼを手て土産みやげにして桂けい雨う宮きゆうに向かうと、杜と秋しゆう翠すいにあっさり逢うことができた。

　事前に心配したように病やんで寝ついているわけでもなく、秋翠は穏おだやかな微笑みで二人を迎えてくれた。薬茶を渡すと、深く頭を下げられてしまった。

「わたくしのように取るに足りない者に、お気遣いありがとうございます」

「いえ、そんな……。お身体からだは大丈夫ですか？」

「昨日よりは持ち直しました。──朧ろう月げつさまは、おやさしい方なのですね」

「…………」

　こんなに礼儀正しく寵姫扱いされると、無性にむずむずする。

　秋翠も夏か燐りんと同じように、朧月たちに悪い感情は持っていないようだ。

　そこに安心したから、まがりなりにも朧月でも話ができた。

（夏燐さまとは、また別の種類の美人さんだなぁ）

　桂花をかたどる格こう子し窓まどのそばの椅子に腰を下ろした秋翠は、夏燐とは対照的な容姿の娘だった。

　ふわりと背をおおう、癖くせのある栗くり色の髪。

　瞳は勿忘草わすれなぐさを思わせるやさしい青色で、光の加減によって翠すい緑りよく色に映ることもある。

　手足は折れそうなほど華きや奢しやだが豊かな胸の持ち主だと、深しん紅くを基調とした衣裳の上からでもわかった。

　わたしと違って繊せん細さいな──という夏燐の言葉に、まずは納なつ得とくする。衣裳はそれほど華美なものではないが、風にそっと揺れる藤の花を思わせる気品と華のある佳か人じんだ。

　半なかば蒼そう刻こくの背に隠れて、なんとはなしに秋翠のきれいな髪の結ゆい方を眺めた朧月は、それに気がついた。

「その絹きぬ花ばな──夏燐さまと同じではありませんか？」

　あら、と秋翠がはにかんだように微笑む。大人びた雰囲気のある澄すまし顔が、年とし相そう応おうの無む邪じや気きさに彩られて華やいだ。

「おわかりになりましたか？　実は夏燐さんとおそろいで買ったものなのです」

　大粒の碧へき眼がんに、悪戯いたずらな光がよぎる。そして、年上の友人に対して、秋翠は姉か母のような物言いをした。

「夏燐さんは美人なのに、女性らしい衣裳や装飾品を身につけるのに抵抗を感じているみたいなんです。だからわたくしはよく、絶対におそろいにしたいとねだって、彼女にもつけてもらっています」

「仲がよろしいのですね」

「はい。わたくしと彼女の祖そ母ぼは実の姉し妹まいでしたので、遠とお縁えんということになります。杜家は胡こ家ほどの家格ではありませんが……」

　そつのない受け答えをしながら、秋翠は手伝おうとした朧月をやんわりと押しとどめ、紫し砂さの茶器で花茶を淹れていく。
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「実家で慣れておりますので、おまかせください」

「ありがとうございます。……ご実家は、どのような？」

「父は胡家の分家の当主です。わたくしはその縁で、夏燐さんとは昔から顔見知りで……。本来なら身分のけじめをつけなくてはいけないのですが、夏燐さんがそう望むので、普通の友人のようなお付き合いをしております」

　訥とつ々とつとした口調。夏燐には凜りんとして姐あね御ご肌はだなものを感じたが、秋翠は彼女とは違った意味で落ち着いた雰囲気の持ち主である。

　夏燐より一つ下の、十六歳だというが──

（わたしが一年後にこうなれるとは、さっぱり思えない……）

　朧月は内心勝手に、そして地じ味みに落ちこむ。

　そんな彼女を視界の隅におさめつつ、間合いを測はかるかのように沈黙していた蒼刻が切り出した。

「あんたに訊ねたいことがある」

「幽鬼の件ですね？」

「ああ。それと、胡夏燐のことだ」

　淡たん々たんと続けられたことで意表を突かれたのか、秋翠が軽く目をみはる。動揺したという程ではないが、案ずるように眉をひそめた。

「夏燐さんが、何か？」

「別にたいしたことじゃない。質問に答えてくれ」

　蒼刻の愛想のない返答に不安をあおられたのか、秋翠の顔色が曇っていくので、朧月は見かねて横から補足した。

「……その、皇宮にいる、夏燐さんの知り合いが心配しておいでなのです。どうして急に侍女選びに参加したのかと」

「もしかして──雄ゆう飛ひくんでしょうか？」

「え」

　彼女も雄飛と知り合いだったのか、と朧月は意外に思う。

　雄飛の口からは秋翠の名がまったく出てこなかったので、彼らには面識がないのだろうと思っていた。夏燐に一直線の純情を捧ささげている雄飛だが、国軍に入ってからは実家にはたまにしか帰っていないそうだし。

「そうです。──夏燐さんと雄飛さんのことは、ご存じなのですか？」

　秋翠は憂うれうように長いまつげを伏せた。

「話だけは。わたくしは彼とは直接の面識はないのですが、夏燐さんから、許嫁いいなずけになるかもしれない年下の幼なじみの話は何度も聞かされています」

「そうなのか？」

　朧月がめずらしく人見知りで話せない状態にならなかったので、質問を肩代わりさせていた蒼刻が身じろいだ。

　腕組みしていたのをほどき、心もち前に身を乗り出す。

「胡夏燐は、雄飛のことをなんと言っていた？」

「……申し訳ありません。夏燐さんに口外するなと言われておりますので、わたくしの口からはちょっと」

　言えない。と、秋翠はゆるやかに首を横に振る。ひそかな不満と失望感が、蒼刻だけでなく朧月の胸の隅にも湧いた。

　二人の微妙な反応を察したらしく、秋翠は長いまつげを伏せてささやいた。

「ですが、雄飛くんには悪いことをしてしまいました」

「え」

「夏燐さんがここにいるのは、わたくしのためです。雄飛くんにはそうお伝えください。夏燐さんは本当は、太子殿下の愛妾になりたいわけではなく……ただ、わたくしのことを案じてついてきてくださっただけだと」

　雄飛にとっては悪くない展開に、気分は一瞬だけ浮き立った。

　けれども「わたくしのせい」という罪悪感に満ちた言葉が引っかかり、朧月はまじまじと秋翠を見つめ直した。

　何かを胸の裡うちに秘めていて譲ゆずらない構えの娘は、武官らしく率直な物言いをする蒼刻には扱いづらいのか、彼は渋い表情で言う。

「あまり要領を得ないな。胡夏燐はあんたの何を心配して、こんなところまでついてきたって言うんだ」

「……それは絶対に言えません。どうかご容よう赦しやを」

　感情を抑えすぎて硬く響く声。

　いつしか当初の物腰のやわらかさは失われ、秋翠は無表情に目を伏せている。まるで雪の中で凍こおりついた花のように。

　当初の予想とはだいぶ異なる展開に面食らいながら、朧月も問いかけた。

「なぜ、そこまで」

「わたくしの個人的な事情ですし……ともすれば実家の恥はじになるかもしれないことは、侍女候補としては決して口にできません。ご理解くださいませ」

　話し方だけは穏やかだが、朧月の控えめな追及の手をそっと押しのけるような拒絶と緊迫感を秘めた口調だった。

　やがて秋翠は、こちらの目は見ないまま、作り物めいた微笑みを浮かべてみせた。

「そもそも──お二人は夏燐さんの件ではなく、先日の幽鬼の件でいらしたはずではありませんか？　そちらの件でしたら、包み隠さずお答えできます」

　まるで美しい紗しやのように、心の中に渦うず巻まくものを巧たくみに隠す表情は、彼女がいつもそうして自分の感情を隠してきたのだと想像させる。

　名家の分家の娘ならそれほど貧乏ではないだろうが、何か事情がありそうだ。

「…………」

　逆に言えば、今現在包み隠していることは、これ以上は何をどうされても教えるつもりはないという意味か。

　穏やかな響きの一枚下に、強い意志を感じさせる娘だ。もともと生きている人間の心に踏みこむのが苦手な朧月だけではなく、時に不躾なほど遠慮も容赦もない蒼刻でさえ戸惑わせるほどの。

　これは手ごわい相手だと、無言のまま蒼刻とまなざしで伝え合う。

（実家の恥になる……と仰るけれど）

　愛妾に絶対になれとでも、実家に命じられているのだろうか。そんな想像が先走る。

　幽鬼や夏燐の件抜きでも、秋翠その人の身が心配になってしまうが──

　この日、秋翠は結局、幽鬼についての質問以外にはあいまいな返事しかくれなかった。

　まるで壁の向こうにいる人に話しかけている気分だった。
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　幽鬼の件では夏か燐りんから得た情報以上の収穫はなく、朧ろう月げつたちは釈しやく然ぜんとしない気持ちのまま秋しゆう翠すいと別れた。

　そうして次に訪れたのは、国軍の本拠地──鋼こう鉄てつ宮きゆうだ。

「大丈夫っすか？　寵姫の御二人がこんなところに来てしまって」

「俺は別に桃とう花か宮きゆうに入ったからといって、国軍を離れたわけじゃないぞ。そこは天てん祥しようさまも御承知だ。この珍獣の存在は──気になるだろうが、気にするな。どうせ普段の格好だと寵姫らしく見えないから、悪目立ちしなければ問題ない」

「そういうことです」

　なにげに女として悲しい言われようだが、事実を否定することはできず、朧月は微妙なあいづちを打った。

　鋼鉄宮の質しつ実じつ剛ごう健けんな建物に現れた朧月たちを、雄ゆう飛ひは驚き、周囲の目を気にしながらも出迎えてくれた。

　護ご花か七しち将しよう軍ぐんの下もと、広場で兵士たちが鍛たん錬れんにいそしむ様子が一望できる部屋に入る。

　本来の使い道は……朧月にはよくわからない。

　桂雨宮や桃花宮で見慣れた、格子窓や衝つい立たての美しい空間とは異なり、飾りけに乏とぼしい椅子と角卓があるだけの部屋だ。部屋の隅の棚に茶器などは置かれているが、くつろげる雰囲気はあまりない。

　夏燐の話に入る前に秋翠のことを訊きいてみると、雄飛は視線を宙に泳がせた。

「夏燐さんの友達に、そんな人がいたって話を聞いたような聞かないような」

「あいまいだな」

「おれは夏燐さんの前ではいつも、鼻からほとばしりそうなものを押さえて格好つけるのに精一杯なんで……。秋翠さんのことを聞いてたとしても、夏燐さん以外の女子は正直どうでもいいんで覚えてない可能性が高いっす」

「堂々と言い切るんじゃねえ」

「すいません事実なんで」

「……鼻血からこっち、開き直ってるよなこいつ」

　あきれを露骨に表した半眼になり、蒼そう刻こくはまるで言いつけるみたいに朧月にぼやく。

　後輩を案じる気持ちはあっても、惚気のろけには疲れるのだろう。彼の隣に座った朧月は、まあまあとなだめた。

「素敵じゃないですか。これほど一途に思われるなんて、女冥みよう利りに尽きますよ」

「そういうものなのか」

「え」

　妙に真剣な声こわ音ねで訊き返されたのが不意打ちで、どきりとする。

　青い左目からの刺すような視線に、適当にごまかすことはできないと察し、朧月はもそもそと言葉を継いだ。

「今のはそう、一般論です。わたしは経験がないので、実を言うとうまく想像できませんが……でも、いいなあとは思います」

　羨うらやましい。

　という表現を避けようとしたら、我われながら中途半端な言い方になってしまった。

　素直に恋に生きる星せい彩さいがいたら、もっとわかりやすく言ってくれたのかなと想像をめぐらせていると、頰に蒼刻の強いまなざしを感じた。

「……蒼刻さん？」

「珍獣のくせに意外と語りやがるな」

「オチはそこですか」

　朧月の意見を吟ぎん味みするようなそぶりを見せていたと思ったら、これである。恥はじを忍しのんで語ったのに地味にひどい。

　いじける朧月の頭をなぜか無造作に撫で、蒼刻は雄飛へと向き直った。

「肝心なところを確認していなかったが、おまえは胡こ夏燐に惚れてるんだよな？」

「です。あ、先輩、急にそんなことを言うから鼻が」

「出すなこぼすな逆流させろ」

「蒼刻さん、それは人体の構造に対して無茶ぶりです」

　紅あかい喜劇が衝撃的だったのか、蒼刻は後輩に対してキツい要求をする。朧月はどうどうと青年の肩を叩いてとりなした。

「おまえの純情は嫌っていうほど理解したが、俺が訊きたいのは、その気持ちを胡夏燐に伝えたことがあるかどうかだ」

「え。せ、先輩そんないきなり」

「！　鼻から純情をあふれさせないでください、雄飛さん……ッ」

　ぼん！　と火をつけたように雄飛は真っ赤になる。顔に血が集まっていそうな状態に、朧月はこれはまずいと逆に青ざめた。

　とっさに鼻を押さえて惨事を未然に防いだ雄飛に、蒼刻は「これがなければ見どころのある後輩なんだが……」とでも言いたげな、実に残念そうな顔をする。

「伝えてすらいないのに、ふられたんじゃないかと最悪の結果ばかり考えて悩むのって、無駄に疲れないか」

「……否定はしないっす」

「おまえはそれでも男か。というか武官か」

「そう言われても、おれは先輩みたいに名家の御曹司でもないし、強くも格好よくもないですから。先輩が朧月さんを口く説どき落としたときみたいに、自信たっぷりで迫せまるわけにはいきませんって」

　苦笑いした雄飛の言葉に、ほうほうと聞いていた朧月は噴き出しそうになった。

　ここにも恋人のフリをした影響が残っていたのかと、赤くなりながら冷や汗をかくという器用な真似をする彼女をよそに──

　蒼刻が、ひときわ醒さめた目でつっこんだ。

「俺がこいつを落とした手て管くだとか、どこで聞いたんだ」

「あ、はっきり言って想像です。以前、先輩が皇宮で朧月さんを連れ歩いてた頃に、国軍でみんなが噂しまくってたんですよ。今まで女っ気のなかった劉りゆう武官だが、口説き落とすならこうやったに違いない！　って語る方が多くて。おれも、容よう赦しやない太た刀ち筋すじの先輩なら絶対押しの一手で落としたんだろうと納得してたんですけど──違いましたか？」

「間違いじゃねえけどな」

「やっぱり！　さっすが先輩」

「その先輩は今かなり混こん沌とんとした状況に置かれてるんだけどな」

　恋人（便べん宜ぎ上じよう）と一緒に、男で武官なのに寵姫をやらされているのだ。まとめて混沌とした状況に置かれている朧月も、蒼刻につられて遠い目になってしまう。

　いきなり二人の空気が沈んだので、雄飛がびっくりしたように瞬きを繰り返した。

「えッ。でも国軍では評判ですよ？　三人で相そう思し相そう愛あい、新しい愛の形ですばらしいって」

「……その話といい口説き落とした説といい、だれから聞いたんだ？」

「おれは来らい将軍からです」

「ほう」

　とんでもない噂を撒まき散らしてもおかしくないノリを持つ護花七将軍の名に、蒼刻の声が一段と低くなる。ただでさえ鋭い目から殺気に近いものを感じ、隣席の朧月だけでなく雄飛まで固まった。

　ややあって殺気を引っこめると、蒼刻は相変わらず容赦のない叱しつ咤た激げき励れいで仕切り直す。

「ともかく。──杜と秋翠の話じゃ、胡夏燐は別におまえとの婚約を反ほ故ごにして太子殿下の愛妾になりたい、というわけではないようだぞ」

「マジですか！　……でも、おれのことは正直どう思ってるんでしょう。嫌いじゃなくても男として好きでもないとかだったら、おれ泣けそうなんですが」

「そこまで知るか。でもな」

　また卓に額をめりこませかけた後輩の頭を、蒼刻は無造作に手で押しのける。

「望み薄でもなさそうだし、おまえいっそのこと本人にぶちまけてこいよ」

「えええええ」

「蒼刻さん……それはさすがに大だい胆たんすぎませんか」

　男らしくはあるが非常にざっくりとした解決案に首をひねる朧月の視界の端で、雄飛が泣き笑いじみた表情になる。

「でもおれ、夏燐さんに異性として意識してもらえてる気がしなくて……」

「姉きよう弟だいのように遊んでおられたのですよね？」

　朧月には、少なくとも好意は持っているだろうと思えたのだが。

　少年武官の顔色は浮かない。

「はい。弟みたいに可愛がってくれたんですけど、おれが去年夏燐さんの背ぇ追い越した頃から、なんだか避けられてる感じで……。生意気だとか、もう遊びたくないとか思われてんのかもしれません。おれ、昔は夏燐さんに守られてばっかりでしたし」

「…………」

「これでも夏燐さんに釣り合う男になりたくて、頑張ってきたつもりなんすよ。先輩ほどかっこよくはなれないですけど、おれなりに、夏燐さんに頼ってもらえるような男前を目指して」

「めりこむなめりこむな」

　ぼやきながら今度は近くの壁に額を押しつけて重い空気を発する後輩を、蒼刻があきれぎみに止める。

　雄飛の語りを頭の中で反はん芻すうしながら、朧月は気になることを掘り下げてみた。

「避けられたのは……身長のことだけが理由なのでしょうか？」

　壁に向かったまま、雄飛はしばし黙って考えこむ。

「……違うかもしれないです」

「というと」

「この前の休暇のときに逢ったら、夏燐さんにいきなり質問されて。それに答えたら頰をひっぱたかれたことを思い出しました。思えばあれ以来──夏燐さんがつれないような」

「そんな強烈な出来事を今まで忘れてたのか」

　と、これは蒼刻。

　雄飛はさっきよりも長い沈黙を置いた後で、ためらいがちに口を開いた。

「いや、ほんと前触れもなく訊かれたし、おれは昔からよく夏燐さんに叩かれたり蹴けられたりしてるんで。一体何事だったんだろうとは思ったんですが、なんとなく受け流しちまってました。でも思い返せば、それ以来ろくに話ができてなかった気が……」

「どんな質問だったんだ」

「たしか──女子は胸が大きいほうが殿方に好まれるのかって。……ちなみに、先輩だったらどう答えます？」

　思いもよらぬ刺激的な内容に、ぎくりと動きを止めた朧月の横で、蒼刻は特に照れもせずに即答した。

「惚れた女の肌だったら、大きさなんて二の次三の次だろう。それ以外は知らん。胸回りの脂し肪ぼうの過か多たで、そいつの性格が決まるわけじゃないからな」

「…………」

　その回答にほんのり感動しつつ、一方で朧月は帰りたくなった。

　男同士の会話の席にうっかりお邪魔してしまったような状態は、だいぶ居心地が悪い。

　蒼刻の答えを嚙みしめるように、雄飛がしみじみとぼやいた。

「それが模範解答だったんすかねぇ……」

「おまえは胡夏燐になんと答えたんだ」

「えっと」

　雄飛の視線が泳ぎ、言いたくなさそうな雰囲気がただよう。

　しかし蒼刻は容赦しなかった。

「いいから吐け」

「……ですから蒼刻さん、それではまるで尋じん問もんで」

「うう、すいません。実は──」

　朧月が困惑ぎみにつっこむ横で、雄飛は変な勢いでノッている。ノる余裕があるのかと言いたくなる。

「おれ、鼻血をこらえるのに精一杯で覚えてないんです」

「……おまえが許嫁とうまくいかないのは、実は鼻が原因じゃないのか。もう鼻を取っちまったらどうだ」

「蒼刻さん、なかなかに無茶です」

　朧月はそっと指摘した。普段は常識派なのに、たまに変な方向に行ってしまう人だ。

　短くため息をつき、蒼刻がおもむろに立ち上がる。

　どうする気なのかと驚いて見上げた朧月の視線の先で、青く燃える瞳が、射い抜ぬくような光を宿した。

「雄飛。おまえは胡夏燐にいつまでも弟扱いされてるのは嫌なんだろう？」

「──です」

　壁にめりこませた額をゆっくりと離し、雄飛がはっきりとうなずく。表情にもわずかに力が戻っている。

　ゆっくりと視線を返してきた後輩に、蒼刻は昂こう然ぜんと言い放った。

「だったら男を見せろ、関かん雄飛」

「男──ですか」

「幽鬼の調査のついでに胡夏燐のことを調べる程度ならしてやれるが、結局はおまえが胡夏燐に対して働きかけないと何も始まらん。助言できるほど恋も愛も知らん俺が言うのもなんだが──おまえが胡夏燐に好かれる男らしい武官になりたいのなら、潔いさぎよく自分から攻めこんでみたほうがいいとは思うぞ」

　たしかに、あまり恋愛沙ざ汰たに適てきした助言ではないのかもしれない。

　けれども蒼刻らしい言葉だとしみじみ思い、聞いているうちに自然と頰がゆるんだが。

「何を笑ってるんだおまえは」

「いえ別に」

　蒼刻に半眼で睨まれて、朧月はあわてて口元を押さえたのだった。
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「今晩は、天てん祥しようさまは仕事で某ぼう祝宴に出なくてはいけませんので。私が情報とパンダだけお持ちするよう命じられてきました」

　桃とう花か宮きゆうに戻ると、庭先に隠れるようにして走そう影えいが待ち構えていた。その腕に、不満げな顔の琳りん琳りん──天祥の愛あい玩がんするパンダを抱えて。

「やれやれ。幽鬼の件を調べるのが最優先なのに、他人の恋路のお手伝いに難なん儀ぎしてどうするんですか御曹司どの」

「俺も何であの鼻から純情を手伝ってるのか我に返ると疑問に思うんだから、あまりつっこまないでくれ」

「それはともかく情報ですよ、お二方。頼まれていたとおり、胡こ夏か燐りんと杜と秋しゆう翠すいの身辺調査をしてきました」

　軽く肩をすくめ、走影が事務的に仕切り直した。蒼刻が感心したように言う。

「雄ゆう飛ひよりも早いとは思わなかったな」

「もともと侍女候補の方々は、ある程度は身辺を調べてありましたし、私の一族は情報網も伝達に使う手段も、一般人の方々のそれとはまるで異なりますので。さて、どちらから説明しましょうか？」

「おまえはどっちがいい？　朧ろう月げつ」

「……秋翠さんのほうが、わからない部分は多い気がします」

　少し考えて答えた。

　夏燐が桂けい雨う宮きゆうにいる理由。秋翠が夏燐を巻きこんだと顔を曇くもらせていた理由。

　その二つの疑問は、根っこの部分が同じだ。ただ秋翠のほうが、内に秘めているものを見通しづらい性格に思える。

「秋翠さまは、杜家から追い出されるようにして侍女選びに来たようですね」

　庭に猫が迷いこんでいました、程度のなんでもない口調で走影が言うので、二人とも反応が遅れた。

「追い出された……？　何かあったのですか」

「よくある話ですよ。杜家当主──秋翠さまのお父上が、病気で妻を亡くした後に、後妻を迎えてましてね。そこまではいいんですが、お察しのとおり、その後妻及び連れ子二名と秋翠さまの関係は最悪。秋翠さまはまるで不出来な嫁よめのように、毎日いびられつづけていたようです」

「親父は何やってんだよ」

「娘を案じていないわけではないようですが、杜家の執事として多忙なので、秋翠さまには少し我慢して後妻たちと付き合ってくれと頼んでいたとか。時間が立てば解決する問題だと思ってるんでしょう」

「甘い見通しだな」

　不快そうに蒼刻が質問するが、走影はあくまでも情を挟はさまぬ声で答える。

　作り慣れたものとわかる微笑み。どこか醒めた瞳。

　秋翠の歳のわりにずいぶんと落ち着いた物腰は、そうした状況の中で、嫌でも培つちかわれていたものなのか。

「夏燐さまは、そういう事情は……？」

「友人に心配させたくないのか、秋翠さまのほうからは一切話していないらしいですが、夏燐さまはさすがに薄々勘かんづいてはいるようですね。ある時期から、秋翠さまをご自身の側仕えにできないかと杜家と交渉を始めてます」

　──だが、交渉は中断。

　皇宮での愛妾選びという名の侍女選びの話を聞いて、「杜家のために尽くせ」と、後妻たちが秋翠を送り出してしまったのだ。

　蒼刻が半眼になって吐き捨てた。

「だから親父は何してやがるんだ、娘の危機に」

「驚きつつも、太子殿下の愛妾なら悪くないと考えてるみたいですね。持参金のいらない嫁入りみたいなものですし、杜家はそれほど金銭的に余裕のある状況ではないですから、渡りに舟で年頃の娘が片付くと思ってるのかもしれませんね。ま、その財布の状況がよくないのも、後妻とその娘たちが身の丈たけに合わない贅沢をするせいですが」

　さすがの朧月もあっけにとられた。

「秋翠さん……よく耐えていますね」

「俺なら皇宮に来る前にぶん殴なぐってるぞ。バキッと」

「もし秋翠さんがそこでお亡くなりになっていたら、ほぼ確実に化ばけて祟たたっている勢いですよ……」

　生前の恨うらみから、相手をじわじわと祟り殺す系統の幽鬼になりそうだ。後妻たちは秋翠が生きていることに感謝すべきである。

「──だが、夏燐の行動は読めたな。そんな状況の友人を放っておけなかったんだろう」

「ご明察です、御曹司どの」

　走影はうなずいた。

「夏燐さまは秋翠さまを追いかける形で、皇宮入りしています」

「胡家は娘の突っ走りをどう思ってるんだ」

「もともと無む鉄てつ砲ぽうなお嬢さまだったようで、気がすめば帰ってくるだろうと、温かく見守っているようですね。自分の家のお転てん婆ば娘が愛妾に選ばれるはずがないと、達たつ観かんしてる可能性もありますが」

　なにげに自分の主あるじの愛妾候補に対して失礼なことも言っているが、口調があっさりしているので聞き流しそうになる。

　朧月は天を仰いだ。空は秋翠の瞳に似たやさしい青。

「つまり……夏燐さんを侍女選びから抜けさせるには、秋翠さんの件を解決しろと。そういうことになりますか」

「だな。──といっても秋翠を実家に帰すだけでは解決にならんが」

　蒼刻がため息をつく。

　なんとなく、幽鬼の件よりも手間取りそうな予感があった。
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　二日目の夜は眠りに落ちたとたん、奇妙な長い夢を見た。朧ろう月げつにとっては、さほどめずらしい現象ではない。

　何につけてもにぶい彼女だが、双そう界かいの瞳を持つためか、幽ゆう鬼きの存在だけは鋭するどく感じ取ることができる。そんな異能の影響なのだろう、ある場所に残る思念──過去そこにいただれかの強い想いや、記き憶おくの断だん片ぺんらしき映像を、夜の眠りの間や白はく昼ちゆう夢むに受け取ることがあるのだ。

　その日、夢に見たのは、逢あい引びきの光景だった。

　桃とう花か宮きゆうに住まう寵ちよう姫きと思おぼしき、美しく煌きらびやかに装よそおった娘が、はずむような足どりで四あずま阿やへと向かう。金色の髪かみは陽光の中で、それ自体が稀き少しような宝飾品のように輝いており、まるで春の光を司つかさどる仙せん女によのようだ。

　しばらく庭を眺ながめて待っていると、太たい子しらしき黒髪の青年がやってきた。

　青年と寵姫は両者ともに、二は十た歳ちそこそこの若さだ。駆かけ寄り、手をとり合う姿は、見るからに仲なか睦むつまじい。

　待たせたねと青年がすまなそうに苦笑いして、金の髪の寵姫は待つのも楽しみですよと笑う。ああでも、今日は早くお知らせしたいことがあるので、焦じれてしまいました。知らせたいこと？　ふふ、お聞きになりたいですか？　殿でん下か。もちろんだよ、我わが姫。

　ごく自然に身を寄せ合うと、寵姫はそっと青年に顔を寄せ、彼の耳元で告げた。

　■■さま、わたしはあなたの御み子こを──




「──朧月ちゃん、朧月ちゃん。ちょいと起きてくださいな」

　目覚めは、故こ郷きようの幽鬼院にいるときとあまり変わらない形で訪れた。

　つまり、星せい彩さいの声がきっかけだった。

「おはよう……星彩。もう朝？」

「まあ、だいぶ前から朝なんすけどね。それより、問題発生ですよぅ」

「え」

　いつもならば寝起きが悪い朧月も、不穏な単語でさすがにはっとさせられた。

　上掛けを跳はね飛ばすようにして、寝しん台だいの上に身を起こす。

「蒼そう刻こくさんは──」

「国軍の朝の鍛たん錬れんを見に行くって言って夜明け頃に出かけましたよ」

「そういえば、昨日そう仰おつしやってたわね……。張ちようさんは？」

「桂けい雨う宮きゆうのそばに張りこみ中で、まだ戻ってないっす」

「……そうだったわ」

　寵姫が桂雨宮に居着くわけにはいかんだろう？　と言って、気のいい白びやつ虎こが引き受けてくれたのだ。

「とにかく、朧月ちゃんも見にきてもらえません？　問題とは言いましたが、危なくはないと思うんすよ」

　寝室にこもっていても埒らちは明かないし、心配ではあったのであまり気は進まないが着替えて部屋を出た。

　皇こう宮きゆうは気が遠くなるほど広く、朧月はその一部しか知らない。新しい場所を教えられるたびに、ほかとは違う芸術性や景色けしきに出逢う。

　さながら神しん華か国の美しいものを集めて、再現した箱庭。花はな籠かごであり、宝石の詰まった箱でもある。

　星彩とともに向かうと、たしかに桃花宮の門前には一人の男が立っていた。

　宮を囲む壁に寄り添うように立つ桃ももの木の花をのんびりと見上げる姿には、危険なものは感じられないが──

「……ここは天てん香こう宮きゆうにも近いのに、警護の方はおられないのかしら？」

「それなんですよ朧月ちゃん」

「どれ？」

「太子殿下が御命を狙ねらわれてるかも、なんて噂うわさがあるくらいですから、桃花宮の周りには警護がたくさんいて、あんな見え見えの場所に曲くせ者ものがいたら即行で捕まってるはずなんですよ。なのにあの曲者にしてはずいぶんと美形な殿方には、そんな気配もないでしょ？」

「ということは……皇宮関係の方なのかしら」

「さあ。なんの用なんでしょうね」

　そういえば、それが一番謎なぞだ。天てん祥しようや蒼刻に急ぎの用があるという雰ふん囲い気きでもない。




　蒼刻たちが戻ってくる様子はないので、朧月は星彩とともに門に向かった。

「あの……ど、どちら様でしょうか？」

「ん？」

　男はゆったりとした動どう作さで振り返った。

　星彩の言うとおり優美に整った顔立ちは、三み十そ路じにも四よ十そ路じにも見える。若くはないが老おいているというには早すぎるし、枯かれた風ふ情ぜいでもない。

　黒髪を首筋で束たばね、顎あごにわずかにたくわえた髭ひげはきれいに整えられている。

　しなやかな細身にまとうのは藍あい色の簡素な袍ほうだが、官かん吏りには見えなかった。隠いん者じやや仙せん人にんめいた独特の味わいがある。

　そして、生なま野や菜さいの盛られた籠かごを両手で抱かかえていた。
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（何ゆえに生野菜……？）

　思わず緊張感も忘れ、朧月は何度も瞬まばたきをしてしまった。

　花束を抱えた女によ官かんとすれ違うことは多いが、厨ちゆう房ぼうでもないのに野菜を抱えて突っ立っている男性に遭あうのは珍ちん妙みようだ。

　及び腰の朧月をそっと見下ろして、男は柔にゆう和わそうな目元を和やわらげた。

「あなたはもしや噂の、最近桃花宮に入ったという方かな」

「……は、はい」

　朧月の怪け訝げんそうな視線に気づいたのか、男はおっとりと続けた。

「ああ、これは採とれたての生野菜だよ」

「…………」

　そういうことが聞きたかったわけではない。というか見ればわかる。

（……あれ？　この声──）

　はたと眉まゆをひそめる。穏おん和わな印象を与える、低く豊かな美声。

　初対面のはずなのに声だけは聞いたことがある気がして、朧月はにわかに落ち着かなくなった。

　けれどすぐには思い出せず、もやもやとしながら男の青い瞳をうかがっていると、彼はやさしい口く調ちようで言った。

「生野菜はいいよ。あなたにおすそ分けするから、もう一人の寵姫の方と食べなさい」

「え？　あ──ありがとうございます」

　不意を突かれた朧月は、何かを考える間もなく受けとってしまった。

　竹を編あんだ籠に盛られていたのは、たしかに生のままでかじりつきたくなるほど瑞みず々みずしい瓜うりや葉物だ。

　その脇にはこれも摘つんだばかりと思しき牡ぼ丹たんの花が、やや場違いに添えられている。

　男ははにかむように微ほほ笑えんだ。

「実は、よ──私が育てた野菜なんだ。花のほうは、私の亡なき妻が育てていた株から殖ふやしたものでね。きれいだろう？」

「はい、とても。……でも、いただいてしまってよろしいのですか？」

「私だけが愛めでるよりも、いろいろな人にその花の美しさを知ってもらえるほうが、亡き妻も喜ぶはずだ。──それでは、ごきげんよう」

　なつかしむような口調でそう言うと、男は悠ゆう然ぜんと去っていった。

　朧月と星彩はあっけにとられて、しばらく言葉を忘れて立ち尽つくした。

「……結局何をしに来たのかしら、あの御方。生野菜だけ？」

「謎っすね。ところで朧月ちゃん、気づいてました？」

「え？」

「今の美形さんの一人称」

「…………あ」

「気づきましたか。よ、って言いかけてましたよねぇ、あの御方」

　よ。

　まさか──彼は「余よ」と言いかけたのだろうか。

　皇宮でその一人称をさらりと使う人物など、たった一人しか思いつかない。

（皇帝陛へい下かが、生野菜の伝道者……？）

　ありえない。

　そう言い切ることに一いち抹まつの不安が消えないのは、次代の皇帝であるはずの天祥のつかみどころのない性格を知っているせいだ。

　それに男の穏和そうな美声は、朧月の耳と記憶が確かなら、以前拝はい謁えつした際に聞いた皇帝陛下の声によく似ているのだ。あのときは、御ご尊そん顔がんまでは拝せなかったのだが。

　加えて──

（今日の、夢）

　なにげなく見た夢はたいてい、朝起きたときには記憶があいまいになってしまう。

　普段はその日の昼までにはほぼ忘れ去っているのだが、さすがに今は覚えている。

　思い返せば夢に現れた黒髪の若き太子殿下は、今の男とよく似ていた。

　言葉もない朧月の傍かたわらで、星彩がぽりぽりと頭をかく。

「もしかして、御自分の息むす子こさんの寵姫を見に来たんですかねぇ」

「……といっても、わたしは偽にせ物ものなのに」

「偽物でも、気にはなりますよ普通」

「そういうものなの？」

「ええ。朧月ちゃんが恋人のフリをした武官さんのこと、どんな人なのかなって、あたしはとっても気にしましたし心配もしてましたもの」

　なるほどと納なつ得とくしつつ──

　寝不足のせいばかりではなく、早朝から気が遠くなりそうだった。
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　そんな朝の椿ちん事じの衝しよう撃げきも冷めやらぬ昼前に、茶室にお客様がやってきた。

「わぁい朧ろう月げつちゃん久しぶり！　午前中は国軍の仲間と一緒でむさ苦しくて疲れたから、抱っこしてにおいかいでもいい？」

「え。ええと……」

「それがあんたの仕事です来らい将軍。とっとと離れてください」

　煌こう言げんが実になめらかに変態まがいのことを言うのに、朧月が面食らって固まると、蒼そう刻こくがすかさずつっこみを入れた。ついでに朧月に抱きつこうとする女の子大好きな上官を無む造ぞう作さに引き離す。

　──護ご花か七しち将しよう軍ぐんの一人、来煌言。

　栗くり色の髪をひとつに結ゆって季節の花を挿さし、またそれがなんだかんだで似合っている優やさ男おとこである。国軍でも屈くつ指しの実力者であることを示す肩書が見事にそぐわないが、こう見えても当代随ずい一いちの道どう士しだ。

　引っ張られた上衣の胸元を直しつつ、煌言は蒼刻を上から下まで眺めると、これみよがしにため息をついた。

「君にはがっかりだよー、蒼刻くん」

「久々に逢ったとたんになぜにだめ出しされているんですか俺は」

「だって君も、朧月ちゃんと一緒に太子殿下の寵姫ということになってるんでしょ？　だったら着飾らないとー。お洒しや落れした君が見られると思ったのにー」

「嫌いやです」

　一応敬語を保っているが、蒼刻はにべもない。

　もちろん上官でしかも年上の煌言に対して尊敬の念はあるそうだが、よほどでないと彼はそれを表に出さない。

「君はたしかに一見可か愛わいくはないけど、せめて僕みたいに髪に花を飾るくらいしても悪くないと思うよー。朧月ちゃんだって一度くらい見たいよね？　キラキラの蒼刻くん」

「え？　……は、はい。見たいです」

　急に振られて驚きつつも、朧月は場の勢いに押されて正直に言ってしまう。煌言がそれ見たことかと胸を反らした。

「ほら、朧月ちゃんもこう言ってるよー？　多数決で二対一だよやろうよ」

「むしろ数の暴力でしょうが。──それよりも幽鬼の件です」

　微み塵じんも譲ゆずらず、蒼刻はやや強引に話を戻す。意外と鷹おう揚ようだと思うことの多い青年だが、ある一線では頑がん固こだ。

　残念に思いながらも朧月は、頭の中で蒼刻に花か冠かんをかぶせる妄もう想そうをふくらませるだけで我が慢まんすることにした。

　蒼刻が煌言に椅い子すを勧すすめるのを横目に、朧月は花はな茶ちやを淹いれる。慣れた分ぶん担たん作業。

「桂けい雨う宮きゆうの結界はどうなりましたか」

「うん、見てきたよー」

　煌言はしばらく道士としての仕事で皇こう都とを離れていて、戻ったとたんに今回の騒動に巻きこまれた形らしいが、見たところ疲れの色はない。むしろ普段どおりの陽気なノリと勢いが有り余っている。

「僕もあそこを細かく検分するのは久しぶりだけど、予想以上に弱体化してたねー。皇宮は敷地全体でひとつの結界を構成するように建物とかを配置してるから、それでも無防備っていうわけじゃないけど、あれじゃ幽鬼が入ったのも仕方ないかも」

「……桂雨宮の結界は、どうしてそこまで弱まっていたのですか？」

　皇宮の一角なのに。

　皇都は、この国でもっとも多くの道士を確保しているはずなのに。

　かねてより抱いだいていたそんな疑問を、この際なので（こう見えても）一位の道士さまにぶつけてみると、

「単純にねー、時間とお金の問題なの」

　煌言は親切に教えてくれた。

「護ご符ふを作るのもそれをしかるべき場所に貼はって結界を作るのも、人手とお金と時間がかかる作業だからねー。昔に比べると僕みたいに才能のある道士は少なくなってるし、予算も少ないしで、皇宮のすべてを最高位の強さの結界で護まもるのは難しいんだー。だから普段人が多い場所が優先で、そうじゃないところは後回しになっちゃってるんだよね。桂雨宮なんて特に、ここ数年あんまり使われてなかった建物だし」

「……世せ知ち辛がらいお話ですね」

　自分の兄も常つね々づね、予算に悩まされているのを思い出せば、他ひ人と事ごととは思えない。

　椅子にもたれ、煌言は困ったように肩をすくめた。

「もちろん今回の事件の後に、部下には新たな護符を鬼き門もんに貼ったりっていう、応急処置は命じておいたし、僕も昨夜から今日にかけて見てきたけど……。それでも、問題の幽鬼が二度と出てこないとは言い切れないんだよね。僕でもその気になれば幽鬼の気配くらいは感じとれるけど、朧月ちゃんみたいに見ることはできないし」

「はあ……」

「そう言われると、こいつの双界の瞳がめずらしい才能のように思えてきますが」

「僕は実際そう言ってるよー？」

　蒼刻の言葉を、煌言はいともあっさり肯こう定ていした。

「あれ？　言ったことなかったっけ？　朧月ちゃんはなにげなく幽鬼を見ているみたいだけど、実は稀け有うなことなんだって。──尸し解かいって知ってるー？」

　花茶の碗わんをいったん卓たくの上に置き、朧月はうなずく。煌言にもらった道術の書にもあった内容だ。

「死を乗り越えて仙人になる方法、ですよね？」

「そう。──名前もそのまま『屍しかばねを解とく』っていう意味だしねー。簡単に言うと、今持ってる肉体を脱ぎ捨てて、新しい生を手に入れるという道術最高の奥おう義ぎなんだ。ね、どことなく幽鬼と共通点があるでしょー？」

「……言われてみれば、そうですね」

「君は幽鬼を見ることも話すことも、ふれることもできる。それって尸解に──時代によっては不老不死の術のひとつにも数えられてたことがある道術に、ある意味では関わりが深い異能だと僕は思うんだー」

「なるほど」

　納得する。と同時に、少しだけ怖くなった。

　それにしても普段は頭に花が咲いたような軽さが目につくし、煌言本人も意識してそうふるまっている節があるが、こうしてまじめに語ると「さすがに道士さまだな」と実感させられるものだ。

　神妙にうなずいていると、蒼刻がはっとしたように言った。

「こいつへの道術講座はともかく、幽鬼の件はどうなったんですか」

「あ、忘れてたー」

「忘れないでください」

　蒼刻が説教じみた言い方をするが、話が脱線したのは朧月の責任でもあるので、申し訳なかった。

　てへ、と妙に可愛らしい仕草で首をかしげてみせつつ、煌言は持参してきた古ぼけた書簡を卓上で開いた。

「かつてのお妃きさきさまっぽい、という君たちの仮説に基もとづいてみたんだけど──桂雨宮って本来は、お妃さまの親しん戚せきや友達が遊びに来る場所でしょー？　歴代の皇帝陛下の中にはそういう女性たちを見物して、新たな愛あい妾しようだの妃を見み初そめちゃったりする好色な方がいたみたい」

「なんでわざわざ桂雨宮でそんなことを。皇帝陛下なら女性には不自由しないでしょう」

「蒼刻くんはふらふらしない性格だから理解できないかもだけど、普段皇宮に来ないような女性を手に入れることに燃える方もいるんだよー」

「…………」

　なんとなく遠い目になってしまった。朧月には感想が述のべづらい話である。

「では……桂雨宮に現れたのは、そうして選ばれた新しい愛妾やお妃さまに、皇帝陛下の寵愛を奪われた方だと？」

「その可能性はあるなーと僕は思うよ。後宮じゃなくて、あえて桂雨宮に現れたのなら、ね。それっぽい出来事があったとされる皇帝陛下の名前は、この歴史書にあったよー。残念ながらお妃さまのことは、あんまり記述がないんだけどー」

　与えられた情報を嚙かみしめながら、煌言の示しめす部分に目を通す。

　そしてため息をついた。

「わたしに、そういう種類の情念を解きほぐせるのでしょうか……」

　自分にはまるで経験のない範囲の感情に身を焦こがす幽鬼。

　どう宥なだめて冥めい府ふに送ってさし上げるべきなのだろう、と考えさせられる。

　──手を見る。

　以前とある悪あしき幽鬼を、力ずくに近いようなやり方で冥府に送ったことがある。

　切せつ羽ぱ詰つまった状況だったので仕方ないと割り切りはしたが──できればああはしたくないというのが、幽鬼に親しんできた朧月の本心だ。

　幽鬼は捨てきれぬ想いのために現世に留とどまっている者が大半で、そしてそれは未練を残したまま死んでしまったから、ということが多い。

　その死と似たような最さい期ごを再び味わわせるのは残ざん酷こくだし、後味も悪い。

　無駄なきれい事だと言われても。

「朧月」

　悩み顔をふいに蒼刻にのぞきこまれて、どきりとした。

「どうした。おまえの得意な冥めい銭せんや我が流りゆうの護符で、いつもどおりにやれないのか」

「まあ、前向きに善ぜん処しよはしますが……」

「却かえって不安になる返事の仕方はよせ」

　こづかれて、とっさに目をつむる。そうしたらすぐに乾いた手で髪を撫なぜられたので、朧月は驚いて目を開けた。

「まあ、おまえは悪い方向に考えるのには無む駄だに才能があるが、あんな大事になった紅こう梅ばい宮きゆうでもなんとかやれたんだから、少しは自信を持て。見ている俺がもどかしい」

「……すみません」

　静かにまとまった二人を眺めて、煌言はにこにこと笑っている。

「君たちのじゃれ合いはあいかわらずだね。──その経験を活いかして、後輩くんに恋の助言をしてるんだって？」

　そう振るかと朧月はこわばった表情で蒼刻をうかがったが、予想に反して、彼は怒ってはいなかった。

　自分を不ふ甲が斐いないと感じているかのように、ため息まじりにぼやく。

「助言なんてできてませんよ」

「……蒼刻さん？　どうしたんです、そんな弱気な」

「だれが弱気だ──と言いたいが、俺が得意とは言えない分野だからな。思うように雄ゆう飛ひのやつを助けてやれてねぇ気がして仕方ない」

　まじめだ。そして、朧月の思っていた以上に後輩想いだ。

　口は悪くても面めん倒どう見みのいい人なのは知っていたが、改めてその性根のまっすぐさに驚かされる。

「でも蒼刻くんらしくないねー」

　かぶりを振った煌言が、陽気な笑みから穏おだやかな表情へと切り替える。

　普段は蒼刻より四つも年上とは思えない青年だが、そうして包容力のある微笑みを浮かべると非常に落ち着いて見えた。

「恋愛の話だと思うから身み構がまえちゃうんだよー。それは勇気の話だと思えば、むしろ蒼刻くんの得意分野でしょ？」

「勇気？」

「愛を語れないのは臆おく病びよう者もので、愛を表明することができるのは勇気の証あかし。だから恥はじることなく愛を謳うたえ、って昔の人は言いましたー」

　おお、と素すで声が漏もれた。

　いつもはただの女好きにしか見えない煌言が、洗練された愛の人に見える。

「雄飛くんは当然として、蒼刻くんたちもがんばってねー。将来、護花七将軍になって部下を導くのに無駄にならない経験だと思うよ」

「力を尽くします」

　いつもは上下関係が壊れるギリギリの勢いで煌言につっこみを入れる蒼刻も、今回ばかりはまじめに頭を下げた。

「じゃ、僕は鋼こう鉄てつ宮きゆうに君と朧月ちゃんと太子殿下の関係はすごく円満だって宣伝しておくからねー」

「ってやっぱり三人で相そう思し相そう愛あいとかいう噂はあんたの仕し業わざかよ！」

「……ほかに考えられませんでしたけどね」

　よく考えなくても、とぼやく。

　いろいろな余よ韻いんを台なしにしていく煌言の自由気ままさに、朧月は額ひたいを押さえた。







　門まで煌言を見送りに出ると、宮の外側からにぎやかな声が聞こえてきた。

「朧月ちゃ～ん！」

　今日も張ちようさんにお供して、桂雨宮の見回りに行ってもらっていた星せい彩さいだ。白虎は彼女の後から悠然とした歩みでついてきている。

　星彩はまるで火山の噴火を目まの当あたりにしてきたかのように、興奮と驚きと衝撃が入り混じった声で早口に言った。

「夏か燐りんさんと秋しゆう翠すいさんって人が、言い争いをしてましたよぅ！」
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　桃とう花か宮きゆうにはいくつもの部屋があるが、中でも東の一角にある静せい養よう室しつと呼ばれるくつろぎの間は、静かでのんびりと過ごしやすい空間だ。

　特に今の季節は程よく陽射しがさしこんで明るく暖かく、朧ろう月げつは「ここで毬まり藻もみたいに一日中まどろみたいです」と本気で言ったことがある。

　が、今は、そののどかさに不ふ釣つり合いな高い声が飛び交っていた。

『秋しゆう翠すい──寵姫のお二人に逢ったんだって？　大丈夫だったのか』

『はい、お逢いしましたよ。大丈夫、とは、どのような意味でのことです？』

『それはほら、あなたは美人だし気品と教養があるし気立てもいいし優雅だし、だれにでも分け隔へだてなくやさしいし聡そう明めいだし変な嫉しつ妬ともしないし胸だって……あれ──だからさ。愛妾としていい人材だと思われたりしないかって』

『お褒ほめくださって光栄ですが、わたくしはむしろ、あなたの方が目をつけられていないかと心配ですよ』

『……は？　わたし？　わたしなんかが選ばれるわけがないだろう。がさつだし色気もないし、愛妾には微み塵じんも向いてないんだから』

『太子殿下に、ここに来てすぐの頃に一度だけごあいさつしたときの印象ですよ。殿下はあなたのように清潔感があって楽しい方が好きそうだなと。──まあ、ただのわたくしの勘ですから、あまり気にしないでください』

『そうだな。だがわたしには、あの太子殿下は、たとえ桂けい雨う宮きゆうでだれかに興味を持ったとしても、それを絶対に表には出さない人に見えたぞ』

『夏か燐りんさん』

『ともかく、茶ちや化かすのはよせ。わたしは自分が選ばれる可能性など万に一つもないと最初からわかりきっているから、ここにいるんだ。秋翠、あなたを連れ戻すために』

『……わたくしのことは、もういいんですよ。お願いですから、あなたは御実家にお戻りになって──』

『馬ば鹿か。そんなことできるものか！　ムメイの件でつらいのはわかるが、杜と家にいられないなら、わたしのそばにいればいい。なんならわたしがムメイを探し出してみせる。あいつが秋翠を嫌いなはずがない！　きっと理由があった』

『夏燐さん、ですが、それでは……』

『とにかく、わたしはここを去らないからな。あなたがわたしと一緒に戻ると言うまでは絶対にあきらめないから、覚悟しろ』

　結局──二人の想いは平行線のまま会話が途と絶だえ、気まずい空気の中で別れていった。




「──即席紙芝居で再現すると、こんな感じっすね！」

　星せい彩さいのやけに迫はく真しんの声こえ真ま似ねに、朧月のつたない棒読みの合いの手を挟みながらの紙芝居が幕を下ろす。

　窓辺に紙芝居を置いた卓、その向かいに並べた椅子。

　そんな急ごしらえの観客席に座っていた蒼そう刻こくは、開口一番、非常にもっともなつっこみを入れた。

「会話を暗記してきてくれたのは助かるが、なんでわざわざ紙芝居にする必要があるんだ」

「あたしの説明能力と朧月ちゃんの絵のうまさが活かされる、一番効率的な報告の方法じゃないっすか」

　数枚の紙に描かれた夏燐と秋翠のやりとりの図は、なかなかに迫力がある。

　だがそれだけに、蒼刻と張ちようさんは微妙な気分になったようだ。

「朧月の絵が怖い方向にうますぎるせいで勘違いしそうになるが……別に、修しゆ羅ら場ばとかそういうのじゃなかったんだよな？」

「たしかに姫の絵では、女によ人にん同士の痴ち情じようのもつれのようにも見えるのう」

　男性陣の感想に面食らう。

「えッ。わたしはそんな新世界を描いたつもりは……」

「まあ、桃花宮は男同士でもつれてますしねぇ」

「もつれてねえよ」

　朧月がうろたえる横で、星彩の際きわどい冗じよう談だんを、蒼刻がすぐさま斬きって捨てる。

　とにかく。

「夏燐は、秋翠が選ばれないように動いているのか」

「みたいっすね～。でも別に自分が選ばれたいから邪魔をしたわけじゃなく、秋翠さんのことを想って行動してるのは、お聞かせしたとおりですけど。かなりわかりやすいお嬢じようさんですね」

「でも……秋翠さまのほうは逆に、夏燐さまを案じておられるようでしたよね」

　気き遣づかいはうれしいが、あなたの立場がまずいことにならないか心配だ。秋翠は夏燐にそう言いたいようだ。

　蒼刻がつぶやく。

「鍵かぎは『ムメイ』というやつのことか」

「かもしれんのう。秋翠どのが杜家にいられないのはわかっていたが、夏燐どののさしのべた手さえも拒む理由は、それかもしれぬ」

　ムメイ。

　音だけ聞いていると男か女かもわからないくらいの名だ。神しん華か国には結構そういう響ひびきの名はめずらしくない。

　けれど男の名という気がするのはなぜだろう。朧月は自分の直感に首をひねる。直感に自信がないので口には出さなかった。

「……確実なのは、お二人とも侍女候補に選ばれたいわけではないということですか」

「どうかな。胡こ夏燐は選ばれるわけがないと高をくくっているが、杜秋翠は選ばれても別に拒絶はしないんじゃないか」

　実家があんな状況では、と蒼刻は言げん外がいにほのめかす。

　継まま母ははと義理の姉し妹まいには虐しいたげられ、血のつながった父親はろくにかばってくれない実家。

　さらに──『ムメイの件でつらい』という。

　本来の秋翠は、好きでもない相手の愛妾になりたがったり、太子殿下の寵を受けて贅ぜい沢たくな暮らしがしたいわけでもない性格に見える。ほかならぬ友人の夏燐も、そう考えているようだし。

　行ゆく方え知れずのムメイ。その人のことはあきらめた雰囲気の秋翠。

　おそらく不幸な死に方をした幽鬼の出る宮で、生きている彼女までが悲しいことになるのは嫌だなと、朧月はひそかに思った。
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「桂けい雨う宮きゆうの幽ゆう鬼きを探す作業のついでに、夏か燐りんたちにももう一度逢あって話をするか」

「でも、何をどう訊きけばいいのでしょう……？」

「あたしたちが盗み聞きしてたとは言えませんよねぇ」

「いっそ儂わしが行くか？　言葉を弄ろうしてあの年頃のお嬢じようさんの心を解ときほぐすのは得意じゃぞ」

　──等々と。

　四人で今後のことをまじめに相談していたはずだったのに、途中で美女と神しん獣じゆうが「あたしという者がありながら、張ちようさん不ふ潔けつですよ！」「待て待て我わが姫、今のは浮気というわけではないのじゃ」と痴ち話わ喧げん嘩かを始めてしまったせいか、無む駄だにもつれていたところに走そう影えいがやってきた。

「まじめにやってくださいよ皆さん」

　糸目をさらに細めた半はん眼がんで、露ろ骨こつに「あきれた」という顔をされてしまった。蒼そう刻こくが心外そうに眉まゆをひそめる。

「別にふざけてるつもりはないんだが」

「ならいいんですが。あまり横道に逸それてると、天てん祥しようさまと添い寝していただきますよ」

「どういう嫌いやがらせだ!?」

「それよりも報告です」

　蒼刻を叫ばせておいて、走影はころりと声の調子を事務的なものに切り替える。

（さすがは天祥さまの側そつ近きん……）

　走影本人に言ったら嫌がりそうだが、主従で似た部分がある。

　妙みような納なつ得とくをした朧ろう月げつは、続く走影の言葉で動きを止めた。

「杜と秋しゆう翠すいさまには恋人がいたそうです」

「──え？」

　全員の声が重なった。

　驚きながらも先刻星せい彩さいがもたらした情報と重ね、朧月は走影に確認する。

「待ってください。……夏燐さまと雄ゆう飛ひさんのことではなく、秋翠さまなんですか？」

「左さ様ようです」

　うなずく走影に、張さんが顔をしかめる。

「何ゆえに侍じ女じよ選びに参加する段階で、そのような大事がバレずに通せたのだ？」

「そうは言ってもですね、白びやつ虎この御おん大たい。うちの殿でん下かの見た目がやたらとよすぎるせいもあって、今回の侍女選びに集まった女性は百名をゆうに超えたんですよ？　これでも出生に明らかに怪あやしい点があったり後見人が胡う散さんくさかったり過去に乱れた交遊関係のあったことが証明された女性をはじいて、今の四十名ほどに絞しぼったんです」

　その仕事の厄やつ介かいさを思い出したのか、走影が口をへの字に曲げる。

　朧月はますます首をかしげた。

「でも……恋人がいらしたのは大問題では？」

「正確には、実家の家族に恋人と思われていた男と交流していた、というところです」

「遠回しっすねぇ」

　幽鬼の星彩の声は、走影には聞こえないはずだが、彼はすぐに説明を付け足した。自分でも遠回しだと感じていたのだろう。

「相手は、旅人のアルタン＝カン族の男だったそうなんです。しばらく杜家の邸やしきのある街に留とどまっていて、その間に秋翠さまと知り合って親しくなった模様ですが、一カ月ほど前に城じよう市しを離れてからはそれきり音信不通のようで」

　嫌な沈黙が落ちた。

　アルタン＝カン族。北方の有力な騎馬民族だ。ことに馬術と弓術に長たけており、国軍にもその血を引く兵士は少なくない。

　それは夏燐と秋翠の言い合いのさなかに出た「ムメイ」という名の人物だろうか。

　気まずげな顔で星彩がうめいた。

「それはまさか……」

「……秋翠さまは」

　相手が離れてからは、それきり。

　秋翠の心情ももちろん心配だが、彼女とその男の関係がちょっと他ひ人と事ごとには思えず、朧月の声は細くなる。

　そんな彼女を視界の端におさめつつ、蒼刻が彼らしくざっくりと斬きりこんだ。

「杜秋翠は捨てられたと？」

「さすがにそこまでは。──ただ杜家は、秋翠さまが勝手に傷物になったと思ったようですね。後妻はいつも虐しいたげている自分を棚上げして激げき怒ど、父親もかばいきれず。おまえのような娘はもう嫁よめにも出せない、傷物になったと広まらないうちに出ていけという話を毎日していたところに、今回の侍女選びの話を耳にして、体ていよく追い出した。こんなところみたいです」

「吐き気がするな」

　どこまでも事務的な走影とは対照的に、蒼刻は嫌けん悪お感かんをあらわにする。

　よく衝撃で引きこもりにならなかったなあと尊敬しつつ、朧月は目を伏せた。

「……夏燐さまは、だからといって自や棄けになるなというお気持ちで、秋翠さまを説得していたのでしょうか」

「いや──胡こ夏燐どのは、秋翠どのにムメイとやらと結着をつけさせたいのではなかったのか。とすると夏燐どのは二人の交流を知っていて、その上で二人の関係はまだ壊れていないと信じておるのではないか」

　張さんがしびれるような低音の声で指摘する。そういえば、そうだ。

　ということは──

「ここは夏燐どのの目から見た、秋翠どのと彼女の恋人の話を訊いてみたらいいかもしれないね。その上で秋翠どのの気持ちを解きほぐし、夏燐どのは雄飛くんと逢わせると」

　実に的確なまとめが背後から聞こえた。

　感心してうなずいた直後に、あれこの声は？　と思ったとたん、後ろから腕が巻きついてきたので、朧月はひゃあと悲鳴を上げてしまった。

　彼女の背中に甘あまえかかるように抱きついてきたのは、もちろん天祥である。煌きらめく星のような笑顔がまぶしい。

「て、天祥さま……いつからそこに？」

「走影が部屋に入って、少し後かな」

「ちなみに私は気づいてました」

「さすがは側近だね」

　手を挙げて申告する走影を、天祥がにこりと笑って讃たたえる。

　こういうときは意外と仲よしな主従だなと思いつつ、なんとはなしに蒼刻に視線を向けて、朧月は凍こおりついた。

　青く燃える瞳から放たれる視線は、まるで氷の刃やいばだ。星彩と張さんが「うわあ」という顔をして、見物席にいる。いや見物しないでください。

「俺も気づいてはいましたが──そのときに取り押さえるべきだったと今は思います」

「蒼刻、顔が怖いよ。大丈夫、君も後で抱きしめてあげるから」

「そういう問題ではありません」

　声が低い。空気を読まずにじゃれている場合か、と叱しかられた心ここ地ちになり、朧月は小さくなる。

　そんな彼女をパンダごと抱っこしたまま、天祥はどこまでも自分の流れで言った。

「本当は君たちとお茶をして休憩にしたかったけれど──秋翠どのに話を聞いておいで。桂雨宮の幽鬼を探すついでもあるんだし」
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　桂けい雨う宮きゆう。

　主おもに走そう影えいから得た情報を並べ立てると、

「……そこまで調べておいでなのですか」

　空あいた部屋へと呼び出された秋しゆう翠すいは、観念したように長いまつげを伏せた。

　だが、それきり何も言おうとしない。

　朧ろう月げつは当惑して、円えん卓たくを挟んで向かいの席に座った娘を凝ぎよう視しする。

「秋翠……さま？」

「──それで。わたくしは侍女候補失格、ということになるのでしょうか」

　下へ手たな慰なぐさめなど聞き流すかのように冷静な口く調ちようで問われ、息が止まりそうになる。

　蒼そう刻こくが首を横に振った。

「いや、そうはならない。その恋人との間に子供がいるわけでもないんだろう？」

「言い訳に聞こえてしまうかもしれませんが……彼は、恋人と呼んでよいのかすらわかりません」

「そうなのですか？」

　戸惑いがちに朧月が訊き直すと、秋翠は静かにうなずいた。

「何度かわたくしの邸まで、逢いにきてくださいました。わたくしの部屋の窓に手紙を挟むのが、あの人のやり方で──わたくしも誘われるのがうれしくて、彼に連れられるまま城市の外まで出かけたりもしましたが、それが恋人めいていたかというと」

　何度も二人きりになったが、好きだの惚ほれただのと言われたこともない。秋翠は淡たん々たんと説明する。

　ただ、伏せた瞳はどこか寂さびしげにも見えた。

「逢って、出かけただけなのか」

「それだけではありません」

　蒼刻が確かめるように言えば、開き直ったかのように秋翠は正直に告白する。

「一度だけ、口づけをされたことがあります。……が、あの人にとってはそれも戯たわむれだったのでしょう」

「なぜそう決めつける」

「決めつけているわけではなく、冷静に現実を振り返っているだけです」

「よほど遊び慣れた人でなしならともかく、普通の男は、惚れてもいない女をそんな手間をかけて呼び出して、口づけだけしてそれ以上は手を出さない、なんて面めん倒どうくさい遊び方はしないと思うがな」

　おまえが恋人を軽かろんじるのは、同じ男である自分にとっても愉ゆ快かいではない。

　そう言いたげな蒼刻の強いまなざしを、秋翠は静かにかわす。

「まあ俺の持じ論ろんは置くとして。あんたの恋人の名は聞いてもいいか」

「──無む名めい」

　そう名乗っていましたと、語る口調は冷えている。秋翠の美しいかんばせに、自じ嘲ちよう的てきな笑みが翳かげりを落とす。

「いかにも偽ぎ名めいのようでしょう？　そうと気づきながらも、夢を見ていたわたくしが愚おろかだっただけです。夏か燐りんさんは……とても人がよろしいですから。わたくしが傷つくことを嫌がるあまり、理想を語っておられるだけでしょう」

「──どういうことだ」

　不ふ機き嫌げんな声にびくりとする。

　朧月と秋翠がほぼ同時に顔を上げると、胡こ夏燐が、開けた扉とびらに手をかけて立っていた。

「秋翠。おまえはそんなにも、わたしを見くびっていたのか？」
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　紅こう梅ばい宮きゆう。

　天てん香こう宮きゆうからは少し離れた静かな宮は、湘しよう雲うん公こう主しゆの住まう場所だ。

　天てん祥しようはよく血のつながらない姉を訪ねては、ひとくさり話をして彼女との親交を深める。この日の午後もそうだった。

　花咲く庭を一望できる茶室に、二人。

　艶つややかな黒くろ髪かみをきれいに結った公主は、灰色の瞳に悪戯いたずらっぽい光を灯ともす。

「桃とう花か宮きゆうはなかなかおもしろいことになっているようね？」

「取材にでもいらっしゃいますか？　姉上」

「行きたいのは山々だけど、わたしは桃花宮には下手に入れないわ。あなたとまた変な噂うわさになっても困るし」

「噂、とは」

「あら、忘れたの？　血がつながらないのをいいことに、あなたがわたしを娶めとりたがっているという噂よ」

「ああ、たしかにそんな噂も一時期ありましたね」

　笑い飛ばし、天祥は白はく磁じの碗わんに唇くちびるを寄せた。

　古いにしえより美び味みで知られる、銀ぎん針しんという茶だ。太陽の光と月の光、どちらで乾燥させるかによって味が変わると言われるほど繊せん細さいな茶葉である。

　湘雲はうなずき、くすくすと笑いながら振り返った。

「あなたは劉りゆう武官が気に入ったと派は手でに言いふらしたり、逆の意味でおかしな噂を散りばめて、わたしとの噂を笑い飛ばしていたわね」

「少々心外ですね。私は蒼そう刻こくの存在に何度も救われていますし、姉上のことがなくとも彼を気に入っていましたよ」

「あら、ごめんなさい。そうよね──劉武官はいい人だもの。朧ろう月げつさんも、あなたの好みだとすぐにわかったわ」

　湘雲はやさしい目で弟を見た。

「桃花宮では仲よくしてるの？」

「はい。添い寝はしてくれませんが」

「二人とも嫁入り前なのだから、それは仕方ないわよ。──でも最近は執筆に詰まっていたから、あなたの侍女選び絡がらみのあれこれは、ネタとしておいしかったわ」

　少々たちのよくない笑みが、湘雲の知的で美しい顔を彩いろどる。
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　天祥は肩をすくめた。

「私はいつもどおり気の向くまま動いただけですが、姉上にそう言っていただけるとうれしいですよ」

「暗殺計画の件を聞いたときは血の気が引いたけれど、あなたがしおれていないようで何よりよ。でもわたしよりも、皇こう帝てい陛へい下かにご心配をかけないようにね」

「──陛下は最近、こちらには」

「昨日おいでになられたわ。例のごとく部屋着で野菜を持って」

「またですか」

　湘雲につられて天祥も苦笑いした。

　だが、父である皇帝の気持ちはよくわかる。

　皇帝が公主に逢うとなると、それだけで妙に仰ぎよう々ぎようしいことになるのが皇宮の慣習のわずらわしいところ。気楽に逢って気ままに話したいという素そ朴ぼくな気持ちのまま、行動しているのだ。

「わたしにも縁談が来ているそうよ」

「そんなのは一年中でしょう？」

「そうね。陛下にはご面倒をおかけしてしまって……」

　皇帝の妃きさきとなった女性の連れ子である彼女の立場は、愛あい妾しようの娘のそれに極きわめて近い。

　肩書は公主だが、皇位継承権は与えられない。しかしいずれ皇家にとって重要な良家に嫁とつぐことになるだろう。

　周囲も、また湘雲自身もそういう認識だ。

　しかし理性では理解していても、感情では割り切れない部分があるのが人間だ。

　湘雲は何も、皇族の義務を拒んでいるわけではない。しかし──

「姉上は、衛えい万ばん里りのことは」

「天祥」

　皆まで言うなと、静かな声でさえぎられる。

　天祥が口にしたのは、湘雲が皇宮で公主と呼ばれるようになる前に、親しくしていた男の名だ。とはいえ恋人というわけではない。恋人だ友人だという名前を付ける前に、淡あわい想いのまま別れて数年になる相手。

　けれど未いまだに、湘雲の心には彼の面おも影かげが焼きついて離れないのだ。

　そのことを知る数少ない人間として、天祥はひどくもどかしい。

「──もう一度彼に逢えたら、とは考えないんですか？　姉上は」

「一度も考えたことがないと思うの？　わたしの可か愛わいい弟は」

　寂しそうに目を細めるとき、湘雲には普段の明るく話しやすい華はなやかさとは違う、憂うれいに濡ぬれたような色香が生じる。普通の男なら目の毒どくだ。

　湘雲はかぶりを振った。

「自由が似合う人だったから。わたしの元にいて、とは言えないわ」

「万が一再会しても、気持ちを伝えるつもりはないと？」

「そうね。そうかもしれない」

「私としては陛下を──父を支えてくださった方の娘である姉上にも、普通の幸せをつかんでほしいのですが。無理に政治の道具になることもない時代なのですから」

「……ありがとう、天祥。気持ちだけいただいておくわ」

　姉らしく微ほほ笑えんだ湘雲に、天祥は目を細める。

「だからというわけではないけれど──秋翠さんの恋路は、どうにかなるといいわね」

　おそらくは自分の経験に重ねて。

　湘雲はそうつぶやいた。
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　護ご花か七しち将しよう軍ぐんは、鋼こう鉄てつ宮きゆうにそれぞれの執務室を持っている。

　内装はそれぞれが自由に変えていいことになっており、性格や得意分野がわかりやすく出る。たとえば一位の道どう士しでもある来らい煌こう言げんの部屋は、あちこちに季節の花や可愛らしいものが飾られる一方で、道術の専門書や古書が書しよ架かをみっしりと埋うめている。

　そして、最強と名高い呂りよ不ふ幻げんの場合──

「みゃあ」

　扉とびらを開けたとたん、本人でも副官でもなく、ふわふわとした毛の白しろ猫ねこに出迎えられた。

「可愛い……」

　朧ろう月げつは思わずしゃがんで、人なつっこいその子の頭を撫なぜる。

　蒼そう刻こくは、飾りけのない部屋の奥から現れた長身の男に半眼を向けた。

「また拾ってきたんですか？　呂将軍」

「……これは、違うんだ」

「何が違うんですか」

「拾ったわけではなく、捨てられていたのを一時的に預かっているだけで」

「同じですよ、傍はたから見たら」

「…………そうか」

　灰色の髪の下で目を泳がせ、呂不幻が、その肩書とは不ふ釣つり合いな叱られた子供じみた物腰でつぶやく。

　鍛きたえられた長ちよう軀く。アルタン＝カン族の特徴である淡たん褐かつ色しよくの肌はだと、彫ほりの深い面おも差ざし。

　あらゆる意味で印象的な、護花七将軍最強の男である。

「にゃあ」

「……よしよし。君はあちらで日向ひなたぼっこをしていなさい」

　にもかかわらず、彼は無類の小動物好きだった。飼かい主ぬしのいない猫などを見かけると、ついつい拾ってくる癖くせがある。

　長身を精一杯縮ちぢめて、白猫に真顔で語りかける姿はやけに微笑ましい。

　賢かしこい白猫を見送ると、不幻は朧月へと向き直った。

「……撫でても？」

「……あ、はい」

　不幻にとっては朧月も、女性というよりも小動物に分類されるようで、以前にも「頭を撫でても？」と訊かれたことがある。実に変わっていない。

　蒼刻はともかく朧月には別に拒む理由もないので、久しぶりのあいさつ代わりに、不幻の希望するとおりに撫でさせてあげた。……蒼刻の視線が痛いし、なんだか空気が微妙なのは気になるが。

　やがて、腕を引いて蒼刻の隣に引き戻された。

「何度言わせる？　おまえは俺の隣から離れるな」

「す、すみません」

「では……二人並んで、そこに掛けてくれ。用件を聞こう」

　飼い主さまの不機嫌な声に小さくなる珍ちん獣じゆうの図をのんびりと観察した後で、不幻が仕切り直す。

　蒼刻は「今さらきりっとされても」と露ろ骨こつに顔に書いていたが、今はつっこみを放ほう棄きして用件を優先させた。

「アルタン＝カン族の人間のことでお訊たずねしたいことがあります」

「……ほう」

　事情をあらかた聞き終えると、不幻はまずこう言った。

「……無む名めいという名そのものは、我われ々われアルタン＝カン族ではめずらしいものではない」

「そうなのですか？」

「ああ。……その子の兄や姉が幼おさなくして死んでしまっていた場合に、そういう名をつけられることが多い。わざと『名前がない』ことにして、病魔が近づくのを避けるという意味合いがある。我々の間では、真ま名なをみだりに呼ぶことは好まれないからな」

　不幻自身も「呂不幻」というのは呂家でつけられた名前で、それとは別に、アルタン＝カン族の古語に則のつとった真名を持っているそうだ。

　うなずく二人の前で、不幻は無表情に言った。

「その無名という男は……彼女とは、どの程度の交際をしていたんだ？」

「杜と秋しゆう翠すいは、接せつ吻ぷんはされたと言ってました」

「接吻か」

「接吻です」

「…………」

　護花七将軍と、いずれそうなる予定の武官が、まじめな顔をして接吻と言い合っているのはなんとも言えない光景だ。

　笑ってはいけないと思うと沸ふつ点てんが低くなる朧月は、こらえるのに妙に苦労した。

　あくまでも無表情の不幻が、考えながら言う。

「……家に通うとか、贈おくり物をするとか、そういうことはなかったのか？」

「秋翠さんの家に無名さんがこっそり外出の誘いにくるのが、定番の逢い引きだったそうです。贈り物もたしか──」

　朧月はもたもたと帳面をめくった。あの、妙に実用的な贈り物（？）の数々。

「ありました。糸巻きと針と、真しん鍮ちゆうの秤はかりと……細身の小刀を贈られたそうです」

「小刀」

　不幻はなぜか、そこだけを繰り返した。やけに神しん妙みような顔つきで。

　蒼刻が軽く眉をひそめる。

「何か、疑問点でも？」

「いや……」

　かぶりを振り、不幻はなんとも言えない顔つきで質問を重ねてきた。

「で。……杜秋翠は、無名から贈られたものをどうしていた？」

「なくさないよう、大事にしまっておいたそうです」

「……そうか」

　不幻はこめかみを押さえ、あきれたように虚こ空くうへと視線を投げかけた。

「呂将軍？」

「その無名という男の件……私にまかせてくれないか？　悪いようにはしない」

「え」

「私の伝つ手てで、草の根を分けてでも探し出してみせる。……そうでもしないと、我々アルタン＝カン族の恥はじになりかねんのでな」

　思ってもみない真剣な目をする最強の護花七将軍を前に、朧月も蒼刻も「ではおまかせします」と言うほかになかった。
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　秋しゆう翠すいの件は不ふ幻げんにまかせる形となってしまったので、残る色恋の問題は夏か燐りんと雄ゆう飛ひだ。

「……すっかり幽鬼退治よりも、あいつらの恋路の相談に時間を食ってるな」

「そういえばそうですね」

　桃とう花か宮きゆうに戻り、幽鬼を見つけたときに備えて歴史書を読みながら、朧ろう月げつは答えた。

　桂けい雨う宮きゆうに様子を見に行った張ちようさんたちを待つ時間は、ここ数日、何度もあった。

　だいたいは二人で事件のことを話し合い、茶を飲んだり朧月が躾しつけと称してつつかれたりして過ごすのだが、今日は若じやつ干かん空気が違った。

　蒼そう刻こくがこちらを見ている。青く燃える瞳で、探さぐるような、観察するような目で。

　何やら考え込んでいるふうでもあったので、朧月はしばらく耐えていたが、刻一刻と気づまりになってきたので最後には音ねを上げた。

「蒼刻さん？」

「最近おまえ、何か余計なことを考えてないか」

「え」

「ときどき俺の顔を見ては、暗い顔でうつむいてるだろ。何が言いたい」

「……な、なぜそれを」

「おまえはたしかに普段から暗くてどんよりして下ばっか向いてるが、寂しそうな顔をすることはないだろ。俺がいないときは星せい彩さいがだいたい一緒だし。だがここ数日のおまえは暗いんじゃなくて、悩んでる顔だろ」

「…………」

　朧月はすべて見抜かれた衝撃に身を硬くする。

　でも、言えない。

　以前にあった蒼刻の、婚約するしないの話を思い出して、勝手に悩んで切なく寂しくなっていたなんて、恥はずかしすぎる。

　言葉を失った朧月をしばらく見下ろした後で、蒼刻は彼らしい強引さで言い切った。

「まあいい。今回の件が終わるまでには白状しろよ」

「……はい」

　寿命は一応延びたが、生きた心地がしない。そんな感じだ。

「ところでそいつはなんだ」

　帳面の片隅にある落書きに目を留とめて、蒼刻が無造作に問いかけてくる。朧月はぎくりと肩を揺らした。

「！　き、気にしないでください」

「あからさまに挙きよ動どう不ふ審しんだぞ、おまえ。いいから吐け」

「……雄飛さんと同じ扱いは勘かん弁べんしてください」

　青く燃える瞳の迫力にあっさり白しら旗はたをあげて、朧月は恥を忍んで白状した。

「ええと……雄飛さんたちが幼なじみという話から、蒼刻さんの子供の頃はどんな感じだったのかなぁと思い、想像図を描いてみてしまったのですが」

　蒼刻はとても嫌そうな顔をした。

「見たいのか？　俺の子供の頃なんて」

「……いけませんか？」

「断る」

「え」

「そのくらいの年頃の俺は、今よりはるかに非力で弱かったからな。見せたくない」

「……蒼刻さん」

　不満げに言う青年が可愛く思えて、朧月は目元を和なごませた。

　きっと、こういう負けず嫌いで誇ほこり高いところは少年時代から変わらないのだろうなと思う。

「力は弱くても、蒼刻さんのことですし、弱虫ではなかったのですよね？　でしたら剣の腕とは関係なく、わたしは格かつ好こういいと思います」

「…………」

「……蒼刻さん？」

「おまえは道術の勉強を進めてても、まだ弱虫のままだもんな」

「…………それは言わないでください、落ちこみます」

　蒼刻が照れ隠しに憎にくまれ口を叩いたことを、帳面を手にしょんぼりした朧月は察していなかった。
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　知る者はごく一部で、またあまり知られても困ることなのだが、皇こう帝てい陛へい下かの後宮──蘭らん桂けい宮きゆうは今、本来の機能を果たせる状態にはない。

　庭園の大半が、菜園に変えられているのである。

　いや、もはや菜園という域いきを超こえた広さなので、畑と呼ぶべきかもしれない。

　天てん祥しようの目当ての人は、牡ぼ丹たんの花の手入れをしていた。彼の最初の妃きさき、つまりは天祥の亡ぼう母ぼが愛した花だ。

「──君か」

「いささか不用心ではありませんか？　陛下」

「ここで『陛下』はよしてくれ、と以前も言ったはずだがね。大丈夫、君や君の住まう宮と同じで、一見だれもいないように見えても、陰から護まもってくれている人がいる。君の走そう影えいも普段はそうしているだろう？」

　余よともそなたとも言わず、ややくつろいだ話し方を聞けば、これが本当に神しん華か国の皇帝かと疑問を抱いだかれるかもしれない。いかにも皇帝らしい言葉遣づかいや態度はこの人の武装であり、今は武装を解といた休息の時間だといえる。

　彼の愛用する農具などが転がった横にある、簡素な木の長なが椅い子すのそばに天祥は立つ。

　父である皇帝は、束たばねた黒くろ髪かみを揺らしてゆっくりと振り返った。

「何かあったのかい？　天祥」

「不測の事態、という程のものはありませんが、一応ご報告をと思って」

　そうして天祥が話すことを、皇帝と呼ばれる彼はうんうんと時折あいづちを挟みながら穏おだやかに聞く。

「君に向けられている刃やいばのことは？」

「未来の護ご花か七しち将しよう軍ぐんが私のそばにいる、というのは効いたようですね。走影の報告では、それらしき曲くせ者ものを二日前に数名片づけたそうですが、以来動きはないとか」

「彼は一族の中でも有能だからね」

　噂うわさされた暗殺計画のことまで、近況報告とまるで変わらぬ静かな雰ふん囲い気きの中で話すと、最後に天祥は問いを付け加えた。

「ところで、桃とう花か宮きゆうまでおいでになったとか？」

「君の『寵ちよう姫き』の様子を見たくなってね。──あの幽ゆう鬼きを見る姫君は、見たところ恋をしていないようだが」

　試すような目を向けられ、天祥は肩かたをすくめた。

「劉りゆう家の蒼そう刻こくとまとめて口く説どいている最中です」

「なるほど。私はこの血筋に生まれながら二度も普通の恋をして、二度とも報むくわれてしまった強運の持ち主ぬしだ。申し訳ないが天祥、君は恋愛面では苦労する星の下もとに生まれついたかもしれないので、めげないように」

「男子を『太たい子しの後宮』に入れたことには、何も言わないのですね」

「愛し合っている者同士ならば見守る気でいるだけだ。支ささえてくれる者の愛なくば、この座に居続けることなど叶かなわないからね」

　愛がなければ皇帝の座には立っていられないと、さわやかに言い切る。

　そんな彼を今も支えるのは、かつて愛し合った二人の女性の想い出だ。

　一人は、今はいない兄と、天祥を産んで夭よう折せつした女性。

　もう一人は、湘しよう雲うんという娘がすでにいた未み亡ぼう人じんだった。宮中で「陛下の後のち添ぞいにはもっとふさわしい女性が……」と聞こえよがしに批判されながらも、揺らぐことなく皇帝との恋を貫つらぬいて、最さい期ごまで彼を支えつづけた。

　二人を冥めい府ふに見送って以来、皇帝は周囲の勧すすめをやんわりと拒こばみ、妃も愛あい妾しようも置いていない。

　皇帝として冷静な判断を下すとき以外は、身内に甘く女性にやさしい人だ。若々しい容姿も相まって未いまだにもてるのだし、天祥としては自分より年下の妃や愛妾を囲ったとしても別に失望はしないのだが。

「ただ、ひとつだけ。ともに幸せになりたいのなら、無理強じいだけはしないように」

「もちろんです」

　造ぞう作さくにはあまり共通点のない二人だが、その笑顔の印象はとてもよく似ていた。

　日課でもある作業を終えて、数本切った牡丹の花を手に戻ってきた皇帝は言う。

「ところで侍じ女じよ選びの件はどうなった？　うまくやれたのかい」

「はい。──胡こ夏か燐りんを選びました」





[image: ]






　夕刻を迎えた桂けい雨う宮きゆうは、昼間よりは幾いく分ぶん静かだった。

　暗くなってから出歩くと幽鬼に襲おそわれるかもしれないという説が、侍女候補の間でまことしやかに流れており、皆、夕ゆう餉げが済むとすぐに自分に割り当てられた部屋に戻るのだという。寝室は、来らい将軍が優先して結界を強化した場所なのだ。

　そういうわけで胡こ夏か燐りんを呼び出しても、ほかの侍女候補の目には留とまらずに済んだ。

　──あなたが愛妾に選ばれた。

　先日と同じ部屋で端たん的てきにそう告げると、今日も簡素な男衣い裳しようの夏燐は、眉まゆひとつ動かさずに切り返した。

「悪趣味な冗じよう談だんはやめてくれ。わたしが選ばれる理由がない」

「…………」

　天てん祥しようからの直接の使者という名目なのでそれなりに着飾ってきた朧ろう月げつは、蒼そう刻こくとともに胡夏燐の向かいに座っている。

　こうまできっぱり言われるとは。朧月のような自じ虐ぎやく体質ではないだろう、凜りんとして矜きよう持じを感じさせるたたずまいにもかかわらず、秋しゆう翠すいが以前に困り顔で話していたとおり、夏燐の自己評価は低い。

（冗談とは違うのだけど──）

　当たらずといえども遠からず、なので否定がためらわれる。

　だが、まだ真実は明かせないのだ。

　芝居は本当に苦手なので、こわばった顔に気づかれないよう、朧月は伏し目がちにして首を横に振った。粛しゆく々しゆくとした物腰らしく装よそおったつもりだ。

「いえ、……本当です。夏燐さまだけが、天祥さまのお眼め鏡がねに適かなったのです」

「信じられないな。いつそう決めたんだ？　わたしは太子殿でん下かとはあいさつ程度しか交かわしていないぞ」

　しかもその「太子殿下」も影かげ武む者しやの変装だ。申し訳なさが加速する。

　夏燐は「もしかして」とすら思いもせず、からかわれているのではと疑う様子さえちらつかせはじめる。

「──胡夏燐」

　そこで初めて蒼刻が口を挟んだ。彼の鋭するどいと感じるほどの真しん摯しな顔は、夏燐を緊張させるには十分だったらしい。彼女は心もち身を固くした。

「雄ゆう飛ひの話ではあんたは聡さとい娘だそうだから、すぐに理解してもらえると思ったんだが」

「…………」

　ふいに幼おさななじみの名が出たとたん、初めて夏燐の瞳が揺れた。彼女がそろえた膝ひざの上に置いていた手も、ぴくりと動く。

　そこで深刻な事実を告げるかのように低めた声こわ音ねで、蒼刻が言った。

「天祥さまは、この俺を寵姫に選ぶほどの物好きだということを忘れているようだな」

「！」

　夏燐の表情が目に見えてこわばった。ようやく信じる気になってくれたらしい。……などと言いつつ、実は最初からすべて大おお噓うそなのだが。

　蒼刻は仏ぶつ頂ちよう面づらである。こんな内容は自分から口にしたくないが、夏燐を納なつ得とくさせるひと芝居のためには仕方ない。そんな苦々しい想いが微妙に隠しきれていない。

　──蒼刻さん、もう少しの辛しん抱ぼうですよ。

　言葉で宥なだめる代わりに、卓たくの下で彼の腕にそっとふれた。

　わたしも役を果たさないと、と腹をくくり、朧月も追い討うちをかける。

「わたしも、太子殿下のそうした物好きで選ばれたようなものです。可か愛わいがっておられるパンダと同じように、人間のお好みも普通ではない方ですので」

「あんたは並み居る侍女候補の中でもたった一人、男装で異彩を放っていた。太子殿下の興味をそそるには、それだけで十分だ」

　やはり二人で交互に説くのは効果的だったようで、夏燐の己おのれの手元を凝ぎよう視しする青い瞳に焦あせりの色が浮かびはじめた。

「でも──わたしは、化け粧しようも女らしい衣裳を着るのも苦手なんだぞ？　それでは愛妾なんてできっこないと思うんだが」

「大丈夫です。桃とう花か宮きゆうの女によ官かんの方は、こんなわたしでも結構見られるくらいには仕上げてくださるので、もともと美人の夏燐さまは心配ありません」

「……おまえは本当に、な」

　息をするように自虐を交まじえた言葉には、自分のことで頭がほぼ一杯の夏燐よりも、蒼刻が過敏に反応した。謙けん虚きよを通り越して時に苛いら立だつほどだと、ため息をつく。

「わたしが……」

　椅子の上で石像のように固まった夏燐は、次第に冷や汗をかきはじめた。

　どうしたらこの、降って湧わいた立場を拒絶できるのか。──断れるのか。そんな必死な気持ちが表情ににじみ出ている。

　ここで、もうひと押し。

　朧月は蒼刻とまなざしだけで通じ合うと、夏燐に立つようにうながす仕草をした。

「では参りましょうか、夏燐さま」

「えッ」

「善は急げと申します。太子殿下は桃花宮でお待ちですし」

「！　い、いや、わたしは──」

　愛あい想そ笑いがちっとも上じよう手ずではない朧月だが、夏燐がひどく狼ろう狽ばいしていたおかげで、そうと気づかれずに済んだ。

　蒼刻が極きわめて事務的な口く調ちようで説明する。

「あんたの荷物はすでに桃花宮に運ぶように命じてあるし、胡家には使者を送った。だからあんたは、その身体からだひとつで桃花宮に来てくれればいい。──元より愛妾になるつもりで皇こう都とに来たのなら、構かまわんだろう？」

「ま──待ってくれ。わたしは本当は……その、ええと」

　ほとんど涙目になった夏燐が、はっきりと逃げ腰になって椅子から立ち上がった。

　そのときだ。

「──夏燐さぁああああああああん！」

　声と同時に、外から格こう子し窓まどをはじき飛ばして部屋に飛びこんできた人影があった。

　雄飛である。

　状況が状況なら、曲者ですと叫ばれても文句は言えない幼なじみの乱入の仕方に、夏燐が今度こそあっけにとられる。

「ゆ、雄飛!?　何をしてるんだ、こんなところで！」

「それはおれの科白せりふです！」

　驚きの連続で目を点にした夏燐の目の前まで、雄飛は一気に突き進んだ。もはや朧月と蒼刻は目に入っていないらしい。恋する少年の勢いは恐おそろしい。

「夏燐さんが太子殿下の愛妾に選ばれたと聞かされて、飛んできたんです。どういうことなんですか？　おれとの口約束の婚約なんかより、太子殿下のほうが──」

「ば、馬ば鹿か！」

　夏燐の手は早かった。自分よりわずかに高いところにある雄飛の額ひたいをべちりとやる。

「何かの間違いに決まってるだろう！　もし仮に万が一天てん変ぺん地ち異いの前触れで太子殿下の御目が悪すぎてわたしが選ばれたのだとしても、わたしは愛妾になんて──」

「ならない、と？」

「ッ」

　そうだと雄飛に即答する寸前で、夏燐が言葉を喉のどに押しとどめたのは、朧月たちの存在を思い出したからだろう。

　硬い表情でこちらに向き直ると、しばしの息詰まる沈黙ののちに夏燐は頭を下げた。

「非常に申し訳ない。罰ばつは受ける。だが──わたしは実は、愛妾になる気はないんだ」

「そうなのか。だったら、なんのために桂雨宮にいたんだ？」

　予想どおりの流れを確認しながら、蒼刻は冷静な声で切り返す。事情を知る者が聞けば白しら々じらしいと感じる声だろう。

「恋人に一方的に去られて家族に捨てられる形でここに来た友人が、心配だったから。……それだけなんだ」

「杜と秋しゆう翠すいのことだな？」

「……わたしは構わないが、彼女のことは罰しないでくれ」

　遠回しな肯こう定てい。

「だったら夏燐さん！」

　緊張した面おも持もちで話の流れをうかがっていた雄飛が、おもむろに夏燐の手を握にぎった。

　年下の少年の、けれど自分よりも明らかに大きくて硬い手に、夏燐が目をみはった。

　頰ほおにさっと朱しゆが走る。

「ゆ、雄飛……？」

「おれと逃げてください」

　大変堂々とした駆かけ落ちの誘いだった。

　……わたしたちが部屋にいることを忘れてませんか？　と朧月たちとしてはつっこみたくなるが、ここは黙だまって成り行きを見守る。

　気まずいが今さら退室もできないので、情熱的な空間にこもる熱に耐えるほかない。

「おれは、夏燐さんを太子殿下に盗とられたくないんです。だっておれは、昔から夏燐さんひと筋で──歳としは絶対に追い越せないけど、夏燐さんに釣つり合う男になりたくて、国軍でも毎日男を磨みがいてきたんですから」

　今までの鼻から純情その他を返上する男らしさで言い切り、雄飛は夏燐の碧へき眼がんをじっと見つめて答えを待つ。

　──真しん摯しな告白の途中でなんだが、と思いつつ。

　二人の世界を邪魔しないくらいの小声で、朧月は「国軍は男を磨ける場所なのですか」と蒼刻に確かめてみてしまう。

　雄飛によく稽けい古こをつけてやっているという蒼刻は、困ったように眉をひそめて「普通は違うと思うがな。国軍で男を磨くだけで女に好かれるなら、とっくの昔に俺の人生は変わってたぞ」とつまらなそうに言った。

　眼光の鋭さゆえに、もてるどころか友人にすら事欠く蒼刻が言うと妙な説得力がある。

　しみじみと朧月はうなずいた。

「……それにしても雄飛さん、思い切りましたね。昨日まで、おれはだめだ好かれてないって落ちこんでいた方と同一人物とはとても」

「普段はともかく、戦いの場での雄飛はああだ。一度腹をくくると、俺にでも真まっ向こうから斬きりかかってくる」

「かっこいいですね……」

「今回は俺が発はつ破ぱかけすぎたかもしれんが」

「え？」

「昨日のうちに鋼こう鉄てつ宮きゆうで死ぬほど武術の稽古をつけて『勇気を出せ』と叩たたきこんだ後で、夏燐が選ばれたから今日の夕方迎える、と伝えてやった。──へこんでもすぐに復活して燃え上がるやつだとは思ってたが、予想以上に大爆発しやがったな」

　だから昨日はほぼ丸一日、桃花宮にいなかったのか。この騙だまし討ち作戦を実行するまで、準備に数日かけられた理由もわかった気がした。

「蒼刻さんにそんな裏工作ができたんですね……」

「この程度はまかせろ。と言いたいところだが、張ちようさんの発案だ」

　なるほど。

　だが蒼刻がうまく演じなければ、失敗していたかもしれない作戦である。

　彼の尽じん力りよくに拍はく手しゆを送りたい気持ちで、向かい合って甘あま酸ずっぱい空気を出している二人に視線を戻す。

　雄飛に十年来の思いの丈たけをぶつけられて、あっけにとられたように固まっていた夏燐が、はっと我われに返った。

　びし！　と幼なじみの額を手しゆ刀とうで叩き、真まっ赤かになった顔を両手で隠しながら叫ぶ。

「な、何言いだすんだ、馬鹿！　秋翠みたいに胸が豊満な女子が好きなくせに！」

「え。──え!?　おれがいつ、そんなこと言いました？」

「忘れたのか？　信じられない！　わ、わたしがどんな想いをしたと──」

　夏燐は今度はぽかぽかと雄飛の胸を叩く。

　国軍で鍛きたえられている雄飛はびくともせず、むしろ殴なぐる彼女を「手が痛みますよ」と真顔で気遣うのに、夏燐は頭を抱かかえた。

「殴っても痛がらないし、ほんとに可愛くない！　昔は可愛かったのに」

「そこで切れないでください夏燐さん、おれは可愛いだけじゃ嫌いやなんですから。……というかおれ、そんなに失礼なこと言いましたっけ？」

「まだ思い出さないのか!?　大きいほうが男の夢じゃないですかと言っただろう！」

　今度は完全に痴ち話わ喧げん嘩かである。

　蒼刻がぽつりと「あいつが鼻押さえるのに必死で覚えてなかったのがこれか」とあきれ返ったようにぼやいた。ああ、と朧月も思い出す。

　──女子は胸が大きいほうが殿方に好まれるのか。

　ある日突然に、夏燐がそう質問してきて、以来そっけなくされたという話だ。

　それにしても星せい彩さいを連れてきたかった。彼女なら、にまにましながらこの状況を心ゆくまで堪たん能のうしただろう。今はほかの用件で離れているが──

「それは一般論ですって夏燐さん！　おれは……その、好きな人にふれられるなら、そんな大きい小さいはどうでも……」

「……本当か？」

「おれが夏燐さんに噓をついたことがありますか」

　男前な発言に、おおと朧月が目をみはった横で、

「俺が言ったことの流用に近い気がするが、それは咎とがめずにおくとして。──そろそろ話がずれてねえか？」

「……ですよね」

　もはや見物席で花はな茶ちやまでしばきながら、蒼刻が冷静に指摘する。うなずく朧月。

　第三者の冷静なつっこみは、幸いにというか、夏燐の耳には入ったらしい。彼女はこほんと咳せき払ばらいをして、仕切り直した。

「雄飛の気持ちは……うれしいよ。でも、駆け落ちはちょっと」

「不安ですか」

「馬鹿。……わたしは雄飛が連れて行ってくれるなら、その……どこにでも行くし」

　さっき勢いよく額を引っぱたいたのと同じ人物とは思えぬ、少女らしく頰を染めた姿。

　おお可愛いと朧月が感動するほどだったので、あっと気づいたときには、

（あ……鼻）

　恥はじらう夏燐を凝視したまま、雄飛が真顔で鼻を押さえていた。ここで紅あかいものが漏もれたら台なしである。国軍で鍛えた根こん性じようでがんばってほしい。

　そんな傍はた目めにはハラハラする幼なじみのがんばりを知ってか知らずか、夏燐はぽつぽつと続ける。

「でも、雄飛が十二歳のときから国軍に入ってコツコツ積み重ねてきた実績を、無むにしたくないんだ。武術を鍛えて強くなってく雄飛は、わたしにとっても誇ほこらしかったし。──わたしより強くなってでっかくなって生意気だ、って思ったこともあるけど」

「夏燐さん……」

　鼻血の衝しよう動どうは去ったのかもしれないが、雄飛は今度はじーんと感動している。

　愛だ。愛を感じる。

　見ているこちらも相当恥ずかしいのだが、と同時に、いいなあと思っていると──

「よし。もうそろそろ種明かししてもいいか」

　蒼刻が盛せい大だいなため息とともに立ち上がった。

「え？」

　雄飛と夏燐の声が重なった。

「種って──なんですか？　先輩」

「おまえたちがまとまったなら、それでいい。駆け落ちする必要はないぞ。さっきの愛妾云うん々ぬんは、悪いが太子殿下公認の噓うそだ」

　夏燐がこぼれ落ちそうなほど目をみはる。

「なんでそんな──」

「あんたたちが面めん倒どうくさいのと、愛妾選びの件を殿下の思いどおりに処理するために、ひと芝居打たせてもらっただけだ。──雄飛、おまえもご苦労だったな。おまえが俺たちの思おも惑わくどおりに暴走してくれて助かったぜ」

「蒼刻さん、科白がなんだか悪役っぽいです」

　口調は投げやりだが、内容は「計算どおり！」と嘲あざ笑わらう悪い人みたいだと朧月が思わずぼやけば、蒼刻に「ほっとけ」と額をつつかれた。

　いつのまにか筋書きに乗せられていたのだと、ゆっくりと理解しつつ、

「……夏燐さん、でもおれが夏燐さんに昔から惚ほれこんでるのは、本当ですから」

「……ば、馬鹿。わたしだって、そうだ」

　恥ずかしくて互いを直視できないといった感じに微妙に顔を背そむけ合い、雄飛と夏燐がぼそぼそと言い合う。

　ふう、やれやれ。

　慣れない恋の橋渡しが、まずはひとつ完結したと、朧月が息をついたときだ。

　ふいに冷えた風を感じ、身に覚えのあるそれに、はっとして顔を上げた。

　椅子から離れ、先ほど雄飛が破壊した窓辺へと寄る。

（どこに……？）

　窓の向こうには、夕明かりに暗く沈んだ庭園。

　だが桂花の香りに満ちた空気に、毒どくを含んだ霧きりのように入り混じるものがある。

　瘴しよう気き──

「どうした」

　いつのまにか、蒼刻がすぐ後ろにいた。どうしたと問いかけつつも、その瞳は半なかば答えを確信している。

「……幽鬼の気配がします」

　ささやいた直後のことだ。

　星彩が壁をすり抜けて部屋に飛びこんできて、「朧月ちゃん！　東の部屋に、赤子を抱いた幽鬼が出ましたよぅ」と叫んだのは。
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　来らい将軍とその部下による結界の強化は、たしかに効果を上げていたようだ。

　問題の──朧ろう月げつが描いた絵そっくりの女の幽鬼は、床ゆかの上に這はいつくばるようにして、弱々しく身み悶もだえていた。胸に抱いた赤子を押し潰つぶしてしまうような体勢だが、布の塊かたまりの中にいるはずの赤子のほうに反応はない。

（もしかして……）

　気づく。そして、輪をかけて物悲しさを覚えた。

　のたうつ幽鬼の輪りん郭かくは、まだ朧月は何もしていないにもかかわらず霞かすみかけている。水に濡ぬれてしまった水すい墨ぼく画がのように。

　桂けい雨う宮きゆうの幽鬼。

　直じかに見るのは初めてだが、そう力の強い幽鬼ではないことはすぐにわかった。ともに来た蒼そう刻こくも武人の直感で気づいたものか、この程度の幽鬼だったのかというような拍ひよう子し抜けの表情をよぎらせていた。

　以前紅こう梅ばい宮きゆうに現れた幽鬼は、空間を歪ゆがませるほどの思念を秘めていたが、この人はたとえ結界がなくともたいした祟たたりを起こせなかったかもしれない。

「……わたしだけで話してみてもいいですか？」

　だから朧月がそう言っても、

「少しでもあいつがおかしな動きを見せたら、斬るからな」

　不ふ承しよう不ぶ承しようだが、蒼刻は許してくれた。これがもし強大な幽鬼だったら、馬鹿を言うなと叱しかられたところである。

　古風な敷物の上に倒れている幽鬼のそばに、朧月は膝をついた。

　そっと手を伸ばし、指先が幽鬼の白い衣にふれる。

「ッ……」

　とたん、幽鬼の陰の気で指先が冷え、頭に断片的な映像が飛びこんできた。

　今の黒髪を乱した姿とは大違いの、完かん璧ぺきに美しく着飾った女によ人にんの姿。名家の一粒種で、鳴り物入りで後宮入りした。けれど何年経たっても皇位継承者はおろか姫も産めず、彼女の立場はどんどん悪くなっていった──

　努力ではどうにもならない壁にぶつかり、千ち々ぢに砕くだけた心のかけらが見える。

　この幽鬼は本当は、恨うらめしいよりも、悲しい想いが強いのかもしれない。けれど周囲の冷たさに、憤いきどおりも感じていた。

「大丈夫……では、ありませんよね」

　朧月は慎重に声をかけた。

　どろりと澱よどむ闇やみそのもののごとき双そう眸ぼうを、そっとのぞきこむ。普通の人間ならば、その時点で恐怖に身体の芯しんを鷲わしづかみにされていたに違いない。けれども双そう界かいの瞳には──幽鬼になじんだ彼女には、何ほどでもない。

　恐怖以外の目を向けられるのは、久ひさ方かたぶりだったのだろう。

　ましてや彼女の悲しみに気づき、手をさしのべてくる相手に出で逢あったのは、初めてだったのかもしれない。

　朧月のいたわるような手を、幽鬼は信じられないという目で追っていた。

「残念ですが……あなたの愛する方も憎にくんだ方も、もうここにはおられません。今ここにいるのは、罪のない女性ばかりです。……どうか、祟ることだけはおやめください。それは、あなた自身を傷つけるだけです」

　──！

　声にならない絶叫を、聞いた気がした。

　結界で力を削けずられた幽鬼の、途切れがちでひび割れた聞き取りづらい声が、朧月の頭の中にわんわんと響ひびく。

　わたしは常つねに最高の妃であろうとした。敬愛する皇帝を支え、しかし決して政まつりごとに出しゃばらず、皇宮の人間には分け隔へだてなく接し、民のために慈じ善ぜんに尽つくした。ただ、子を産むことだけができなかった。それだけで石のような女と周囲に蔑さげずまれ、女官も臣しん下かも陰口を叩き、無用の妃と見下された。わたしの努力を唯ゆい一いつ認めてくださった皇帝さえ、桂けい雨う宮きゆうを訪れたわたしの従い姉と妹こを見み初そめて子を産ませた。憎い。憎い憎い憎い──

　洪こう水ずいのような記き憶おくと思念の氾はん濫らん。

　それらを真正面から受け止める。きっと生前の彼女が、だれにもぶつけられずに抱えていた想いを。

「……わたしには、あなたは救えません」

　やがて語り疲れたようにうなだれた幽鬼に、朧月は申し訳ない想いで伝えた。

「ですから、どうか……冥府で安らぎを得てくださいませんか。あなたのその腕は……偽にせ物ものを抱いたまま彷さま徨よっていても、いつまでも満たされないと思います。あなたも本当は、わかっておいでなのでしょう……？」

　皇帝の妃になるほどだ。聡そう明めいな方に違いない。そう信じて語りかける。

　それでも、身を裂さくような心残りのために幽鬼と化して自みずから現世に縛しばられてしまった。

　朧月がその悲ひ嘆たんに対してできることは、あまりにも少ない。この場合は、皆かい無むと言ってもよかった。

　できるのは、ただ寄り添うことくらい。

　──ああ……

　朧月の手に、輪りん郭かくの定まらない手を重ね、幽鬼が唇くちびるを震ふるわせる。泣いていた。そして、自分が涙を流したことに驚いていた。

　生前は泣くことも知らなかったのだろうかと、痛ましい想いにかられたとき、幽鬼の存在感が、急速に霞かすみはじめた。

　室内に満ちた闇に溶とけるように、輪りん郭かくが崩くずれる。

　そして、もう一度目が合った。

　朧月が最後に見たのは、泣き疲れて眠りゆく子供のような表情をした、美しい姫のかんばせだった。

「あ……」

　後に残ったのは、窓からの風で室内に吹きこんだ、橙だいだい色の桂けい花かの花びらのみ。

　少しだけ、寂さびしいような心ここ地ちになる。幽鬼を見送った後は、いつもそうだ。

　友達が遠くの地に旅立ったかのごとく。

「……終わりました」

　朧月は振り返り、静かに宣言した。

　いつでも幽鬼を一刀両断できるように、腰に佩はいた霊れい験げんある刀の柄つかに手をかけていた蒼刻は、複雑な顔をした。

「あいかわらず、幽鬼のことになると急に頼りがいが出るな、おまえは」

「……そして使い果たしました」

「いきなりへたれるな。──偽物ってのはなんだ？」

　へたりと地面にしりもちをついた朧月の背を支え、褒ほめる代わりのように頭を撫なぜながら蒼刻が問う。

　朧月は遠い目をして言った。

「あの布で包まれたものは、赤子ではありませんでした」

「なに？」

「自分が寵愛を失ったのは、皇帝陛下の御み子こを産めなかったせいだと思いこんでいらしたようで……。あの方が抱えていたのは、ただ布をそれらしく丸めたものです」

　悶もん絶ぜつする彼女の身体の下で、押し潰されていた。だから彼女の過去を視みる前に偽物だと気づいた。もし我わが子とともに現れた母親の幽鬼なら、きっと子供をかばう動きをしたはずだからと。

「子はかすがいと言いますが──愛の結けつ晶しようではなく、恋した男をつなぎ止めるために産むってゆうのは、その子にとっては不幸に思えますけどねぇ」

「星せい彩さい」

「まあ、子も産まずに死んだあたしが言うのもなんですけど～」

「……笑えねえよ」

　ともに朧月を後方から見守っていた星彩がぼやき、空気が重いのに気づいて急いで笑い飛ばそうとしたのを、蒼刻がため息をついて咎とがめる。

　微妙な空気が広がる。

　と、後方の扉とびらが開いた。

「呂りよ将軍が、無む名めいを連行してきたそうだぞ」

　張ちようさんである。

　蒼刻がびっくりしたように言った。

「マジか張さん。早くないか？」

「呂将軍の伝つ手てが広いのと、父祖の土地を離れて旅をする無名というアルタン＝カン族の若者は、意外と特定がたやすかったようじゃ」

「特定は簡単でも、よく回収できたな」

「アルタン＝カン族は、機動力という面では神華国随ずい一いちの騎馬民族じゃからのう」

「……馬で引きずってきたわけではありませんよね？」

　まさかと思いつつ、怖い想像をしてしまった朧月だった。

　無名。──杜と秋しゆう翠すいの恋人らしき男。

　どんな人なのだろう。
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　桂けい雨う宮きゆうの中庭。

「杜と秋しゆう翠すい。……君の言う無む名めいとは、これではないか」

　落とし物を届けて、君のものですか？　と訊きくような雰囲気で呂りよ不ふ幻げんが言った。

　その右手には、ここまで引きずってきたのかと思わせるような襟えり首くびのつかみ方をされた青年が一人、無む造ぞう作さにぶら下がっている。

　見切りが早いというか、人生に対してあきらめが先立つ冷静な秋翠も、さすがにこの状況は予想外だったらしく、目が点だ。

「無名──？」

　放り投げるようにして秋翠の前に突き飛ばされた青年が、たたらを踏ふんで立ち止まる。

　二は十た歳ちほどだろうか。アルタン＝カン族らしい、淡たん褐かつ色しよくの肌はだの青年だ。不幻よりはやや低いが長身で、剽ひよう悍かんな身体つきを旅たび装しよう束ぞくに包んでいる。

　無名と呼ばれた彼は、旅暮らしのために散ざん切ぎりにした金きん髪ぱつをかき上げる。

　切れ長の赤茶色の瞳が、気まずげに秋翠を見下ろした。

「……久しぶりだな」

「……そうですね」

　衝撃的すぎて感情が追いつかないのか、秋翠の返事はちょっと虚うつろだ。

　無名の眉み間けんが、不ふ機き嫌げんそうにしわを刻きざむ。

「あいかわらず、俺の審しん美び眼がんに適かなう別べつ嬪ぴんぶりで何よりだが──どうして太子殿下の愛妾選びになんて参戦してるんだ」

「実家にいられなくなったのです。傷物になったと勘かん違ちがいされてしまって」

「……俺のせいか」

「いいえ。もとはと言えばあなたに何度も構ってもらえて浮かれていた、わたくしの愚おろかさが原因ですので」

　目を伏せて、悟さとったように秋翠は言う。

　無名はもどかしそうに口の端を曲げた。ここから去りたいと全身で言っているが、彼の後方に腕組みをして立つ不幻がそれを許しそうにない。

　結局、ため息をついた。

「本当はおまえの前に二度と現れないつもりだったが──秋翠。こうして逢ってしまった以上は聞くが、俺の求婚を断ったのはなんでだ」

「…………は？」

　秋翠は素すで驚いたようだ。

　優雅なほどの澄すまし顔が再び崩れ、何度も瞬まばたきしながら、高い位置にある無名の顔を初めてまっすぐに見る。

「わたくしがいつ無名に求婚されていたのですか？　人違いでは」

「は？　俺は何度もしたぞ。というか、こんな重大な問題で人違いはない！」

「え？　……え？」

　悲嘆に暮れて絶叫する無名と、彼のいつどの行動が求婚にあたるのかさっぱり意味不明という顔で記憶をたどって困惑する秋翠。

「……杜秋翠」

　すれ違いようを見かねたのか、不幻が口を挟んだ。

「アルタン＝カン族の求婚は、男が日常よく使う小刀などを作って、女性に贈おくることから始まる。と言えば……後はわかるか？」

　あっと秋翠が声を上げた。

「……無名。あれが求婚だったのですか？」

「だったんだよ」

「それは微み塵じんも気がつきませんでした。てっきり、あなたの商売で売れ残ったものでもくれたのかと」

「そんなわけがあるか！」

　思わずといった感じに恨みがましい口調でうなり、その後、無名は頭を抱える。

「……おまえが俺たちの慣習を知らない可能性に思い至いたらずに、振られたと思いこんで旅に出た俺が悪いのは確実で土下座でもなんでもするが、おまえもおまえで、なんで俺の恋人という自覚すらなかったんだ？」

「わたくしは夏か燐りんさんのように気持ちのいい人柄ではありませんから」

「秋翠」

　むっとしたように無名がさえぎった。

「たしかにおまえは常に落ち着いていておもしろ味みに欠けるように見える。そのくせ妙に他人に冷たいところもあるだろう」

「無名」

「でも俺はそんなおまえが、ときどき見せる素直な表情が好きだ。俺の話を聞いて微笑みながら、わたしも遠くに行きたいとささやいたときの寂しげな瞳には正直ときめいた。──だから、連れ出してやりたいと思って、求婚したんだぞ」

　最後は拗すねたようにぼやいて、目を伏せる。

　だが再び顔を上げたときには、無名はどきりとするほど凜り々りしい顔つきになっていた。

「杜秋翠。改めて言う。──俺の嫁よめになれ」

「無名──」

　秋翠のやさしい青の瞳が、感かん極きわまったように潤うるむ。

　無名はその可か憐れんな表情に引き寄せられたように、彼女へと手を伸ばし──

　──べちん。

　その手を、秋翠は流れるように優雅な動作ではたき落とした。

　直後に彼女はにっこりと、明らかに作ったとわかる満面の笑みを浮かべて言い切った。

「住所不定はちょっと」

「ってこの流れで!?」

　幸いにも仕切り直しのできた求婚を、再度台なしにされた無名が絶叫する。

「だってね、無名」

　秋翠はうなずき、優美な指先で、無名の襟えり首くびをきゅっとつかんだ。

　……さすがにそのまま締め上げる腕力はないようだが、花がほころぶような笑顔との対比がとんでもなく怖い威圧感を生み出している。

　ごくりと唾つばを吞のんだ無名に、秋翠は流れるように告げた。

「本はといえば、あなたの場所がわからないのが、わたくしがあなたが急に消えた理由を知ることもできず、悪い想像を加速させて悩んで自暴自じ棄きになった原因ですよ？　無職ではないのは存じておりますが、住所は定めていただきたいですね。別に邸やしきを用意しろという意味ではありません。わたくしも夏燐さんをはじめとした支えてくださった友人とはお付き合いを続けたいので」

「なんつうきれいな笑顔で毒を……」

　無名が顔を引きつらせたとき、桂雨宮から囃はやすような声が飛んだ。

「──よし！　よく言ってやった秋翠、もっと文句をぶつけてやれ!!」

「!?」

　夏燐だった。秋翠は具合が悪いからとかばおうとしたときと同じ、武人のように凜々しい顔つきである。

　そのまま大おお股またで近づいてきた彼女は、止める間もなく無名を殴り飛ばした。

「おま──」

「今のは秋翠の分だ。彼女はおまえに甘いから、わたしが代行する」

「あれでか!?　今さっきの会話聞いてたのか!?　──というか秋翠の分ってことは、まさかおまえも俺を殴る気かッ」

　殴られた頰を押さえて体勢を直した無名に、怒った目を向け、夏燐は言い放つ。

「あったりまえだ！　秋翠がどれほどおまえの身勝手で耐えて悩んでたか、わたしは間近で見てきたんだからな。本当ならおまえなんて秋翠の婿むこどころか、わたしの弓矢の練習用の的にしてやりたいくらいだッ」

「この男女……！　以前から、秋翠の守護者気どりで腹立つとは思ってたが！」

「ちょ、おれのお嫁さんに向かって暴言は許さねえですよ!?」

「ば──馬鹿雄ゆう飛ひ！　何を言いだすんだ!!」

　角突き合わせて喧嘩の空気をただよわせた無名たちの間に、すっかり自信を持った雄飛が割りこみ、大だい胆たんな発言に夏燐が真っ赤になって幼なじみの後頭部を張り倒す。四人がいろいろな組み合わせでわいのわいのと大騒ぎである。
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　混こん沌とんだ。

　しかし、別にだれかが仲ちゆう裁さいに入らなくても大丈夫だろうと思える、平和な種類の揉もめごとであった。

「皆さん仲よしで、いいことですねぇ」

「ああして騒ぐのは、若い証拠じゃのう」

「……そうやってまったりいちゃつくのは、美中年の貫かん録ろくとでも？」

　白びやつ虎ことその背中に甘えかかる幽鬼の、なにげないのに甘さが含まれた会話を耳にして、蒼刻が顔をしかめる。

「大騒ぎしてこれか。ほんと平和だな」

「まあ、一件落着……でいいのではありませんか？」

　先ほどの幽鬼との別れの余よ韻いんが完全に吹き飛んでしまい、朧月は苦笑いになる。

　いつの時代も──皇宮を舞台にした恋は、悲ひ喜きこもごもの人間の想いをはらんでいるのだろう。そんなことを想った。
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　桃とう花か宮きゆうの庭園に下りた夜闇は、星ほし屑くずを散りばめて美しい。

　月明かりを受けた白い石の四阿あずまやは、自ら青白い微光を放っているようだ。

「幽鬼退治はさほどでもなかったが──今日は変な意味で盛りだくさんで疲れたな」

「……疲れましたねえ。では、わたしはこれで」

「寝るな。少しは付き合え」

　嫌な予感がして逃げようとしたのは即座にバレて、朧ろう月げつは蒼そう刻こくの隣に引き戻された。

　気まずい。

　そう感じているのは朧月だけのようだが。

「おまえ、何に悩んでたんだ」

　しばらくお預けにしておくと言ってあった問いかけを、蒼刻が再び口にする。

　朧月は目をそらした。

「……ええと」

「今日中に吐かないと、おまえが寝てる間に腹の上にパンダを置きに行くぞ」

「やめてください圧あつ死ししてしまいます」

　琳りん琳りんは抱っこできる程度には小さいが、意外と重たいのだ。たまに添い寝してひどい目に遭あうことがある。

　額に指先をあてて、ため息をひとつ。

　悩んでいたときは本当に真剣だった。けれど冷静になって振り返ると、なんであんなふうに思ったのかと、なかったことにしたくなる種類のものだ。今さら説明させられるのは苦行に近い。

「夏か燐りんさまと雄ゆう飛ひさんのことで、ですね」

「おう」

「…………蒼刻さんの縁談のことを、思い出してしまいまして」

「は？」

　酒しゆ杯はいを掲かかげた手を止めて、蒼刻が朧月の顔を見直す。……強い視線を突き刺さないでほしい。恥ずかしい。

「たったそれだけのことで、あんな薄暗い顔をしてたのか、おまえは」

「根ね暗くらですので……。って、それほど暗かったですか？　わたし」

「おまえが幽鬼になったかと思ったほどだが」

「えー」

　それは恥ずかしい。

　というか。

「蒼刻さん、何か──わたしの気のせいでなければ、うれしそうにしてません？」

「普段鈍どん感かんなくせに、こういうときは聡さといな」

　正解なのか。でもなぜ喜ぶのだろう。

　あれこれ推測をめぐらせようとした朧月の思考回路は、続く蒼刻の言葉で止められた。

「要するに俺にほかの女のところに行かれたら困る、ということか」

「！」

「冗談だ」

　たちのよくない笑みが、蒼刻の顔を彩いろどる。そういう表情をすると、とんでもなく兇きよう悪あくに見える。

「俺が今さらおまえを見放すと思うか」

「……信じていないわけでは、ないのですが」

　友達というのも何かが違う気がする蒼刻との関係を見つめ直すと、落ち着かない心地になってしまうのだ。

「わたしがヘタレだからかもしれません……」

「だったら、おまえが俺と婚約するか？」

「え」

　無造作に投げかけられた言葉に、朧月は面食らった。

　本気ではないのはわかるが──

「たしかに、人間同士で飼かい主と珍ちん獣じゆうという関係を続けるのは難しいのかもしれませんけれど……さすがにあの、婚約は強烈ではないかと」

「あ？」

「それに劉りゆう家の方と婚約となるとお金が……。わたしの家は、そこまで余裕ないですし」

「…………」

　蒼刻が頭痛でもこらえるかのように額を指先で押さえる。そして。

「おまえの発想はある意味安定してるな」

「そ、蒼刻さん？　苦しいです」

「だろうよ」

「あ、いたたたたた」

　なぜにこの流れで、頭をぐりぐりされねばならぬのか。理り不ふ尽じん極まる。

「──二人とも、私抜きで仲よくしていてずるいね」

「ひゃあ!?」

　おもむろに背後からのしかかり、右手に蒼刻、左手に朧月を抱きかかえたのは、もちろんこの宮の主あるじ、天てん祥しようだ。

　振りほどくこともできずに、蒼刻が居心地悪そうにしながら問う。

「侍女選びはどうなりましたか」

「無事に、だれも選ばずに終われそうだよ」

「やはりそれが狙ねらいでしたか」

　すでにわかっていたかのように蒼刻がうなずけば、その肩の向こうから、ぬっと現れた人影がひとつ。

「私も休暇返上で働きまくりましたからね。やれやれですよ。お酒くださいお酒。どうせ酔わない体質なんで」

「別にいいが──あんたに休暇ってあるのかよ」

「ありませんよ、やれやれ。けれど睡眠時間まで返上していたからこうして愚ぐ痴ちを言うわけです」

　びっくりして悲鳴を上げかけた朧月とは違い、走そう影えいの気配に早くから気づいていたようで、蒼刻は普通に対応している。

　何やら通じ合っている男性陣の中で、朧月は途と方ほうに暮れたように眉まゆ尻じりを下げた。

「あの……どういうことです？　すみません、頭が追いつかないので」

「君が幽鬼のことに目を向けている裏で、私と走影と蒼刻は暗殺計画を片づけてきた、というだけのことだよ」

「なるほど──いえいえ、かなり強烈なことをさらっと言いましたよね今」

　片づけてきた。その単語が非常に怖い想像を誘う。しかも蒼刻まで──いや、彼は武官だから、そういうこともするのだと頭ではわかっていたけれど。

　思わず朧月は、天祥の晴れやかな笑みから目をそらした。すると意い図とせずして、走影の糸目とぶつかってしまう。

　ある意味では天祥よりも底に隠したものが見えない側そつ近きんの青年も、あいまいにぼかしながらも説明してくれる。

「案あんの定じようというか、侍女候補の中に凶きよう手しゆが紛まぎれこんでいましてね」

「ええ!?　どうやってそんな」

「遠方の地の商家の娘に成りすましただけです。案外杜ず撰さんですよ。そしてその娘を送りこんだ組織もろとももう片はつけましたので、ご安心を」

「…………」

　その片のつけ方がどうにも怖そうなのだが。

　くらむ頭を押さえふと気づけば、いつのまにか白虎と星せい彩さいまで石の卓を囲んでいた。

　蒼刻が「二人でいちゃついてるんじゃなかったのかよ」と問えば、張ちようさんは意味ありげに目を細め、

「おぬしが本格的に何かするつもりならば、儂わしも我が姫も控えておいたのじゃがな」

「何か満たされちゃってるようですし、太子殿下も来たんで乱入しちゃいました～」

「…………」

　ここも騒がしいな、ますます頭痛がひどくなった、と言いださないのが不思議なくらいの渋じゆう面めんで蒼刻がこめかみを揉む。

　なし崩しに月を見ながらの宴うたげとなった四阿に、吹き抜ける桃ももの花の香りの風。

　──ある地域では、月は魂たましいの象徴だという。

　寂しく死に、朧月に見送られて、泣きながら冥府へと降りた幽鬼。

　彼女への手た向むけの代わりに、酒を満たした杯さかずきに、卓上に舞い降りた桃の花びらを一枚落としていると、蒼刻に釘くぎをさされた。

「おまえは飲むなよ」

「……残念」

「？　おまえそんなに酒に執しゆう着ちやくがあったのか」

「いえいえ、二日酔いのふりをして、明日は一日中ごろごろしてようかという作戦が」

「阿あ呆ほか」

　軽くはたいた手が、そのまま朧月の黒髪を撫ぜる。天祥たちからは見えない角度で。
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　それがやけに秘密めいた艶つやっぽい仕草に思えて、彼女の心臓はひと跳ねした。

　けれどもすぐに手が離れた後、ちらりと見た蒼刻はなんでもないような顔をしていたので、一人でおろおろしてしまった。
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　──黒こく烏う州州都、龍りゆう珠じゆ。

「あいかわらず見ているだけで腹立たしい顔だな、貴き殿でんは」

「なんで俺は、顔を合わせるなりムカつかれなきゃならないんだ」

「今日の私は機き嫌げんが悪い」

「……俺は機嫌のいいあんたを見たことがないんだが」

「それは貴殿が劉りゆう蒼そう刻こくなのが悪い」

「本題に入ってもいないうちから、俺の存在を全否定するなよ」

　朧ろう月げつを幽ゆう鬼き院いんと呼ばれる邸やしきに送り届けに来た蒼刻は、刺し史しである静せい心しんから死ぬほどそっけない歓迎を受けていた。

　手近な硯すずりをこちらに投げてこないのが不思議なほどの雰ふん囲い気きで、静心は言う。

「本題とは？　我わが妹をここに送り届けた時点で、私にとって貴殿は用済みなのだが」

「あいかわらずの妹馬ば鹿かだな」

　朧月とそれだけは似ている、漆しつ黒こくの艶つやめく髪。淡あわい水色の瞳から放たれる視線は氷柱つららのようだ。

　……とりあえず、椅い子すに座らせてもらえただけでもマシなのだろう。

　そんな卑ひ屈くつな考えになってしまう程度には、蒼刻に対する静心の態度はいつどんなときでも冷徹である。

　執務机の前で書類を片づける手を止めぬまま、静心は刺とげ々とげしく言った。

「フリとはいえ、強引に異母妹いもうとを太たい子し殿でん下かの寵ちよう姫きにされたのだ。虫の居所も悪くなろうというもの」

「普通なら名めい誉よだと思う気がするんだが」

「貴殿は、私に『普通』を期待するのか」

「期待した俺が悪かった」

　これには蒼刻も、素直に前言撤回した。

　妹馬ば鹿かと過保護をひどくこじらせた性格なのに、冷たく整った顔立ちだけ見ていると、とてもそうは思えないのが静心の難しいところだ。愛情が、ほとんど顔に出ない。

　おかげで異母妹──朧月のほうには、静心の濃こい愛情がいまひとつ伝わりきっておらず、微妙にすれ違っていたりする。そして静心も照れなのか見み栄えなのか、妹の誤解を積極的には解とこうとしないのだ。

（改めて考えると、地じ味みに面めん倒どうくさい男だよな）

　今回もまた朧月を借りて解決した、皇こう宮きゆうでの事件のあらましを説明すると、静心は冷ややかに言い放った。

「結局、痴ち情じようのもつれでその騒ぎか。皇宮はのどかでうらやましいな」

「身も蓋ふたもない感想だな」

「で。我が妹と貴殿は、寵姫とやらのお役目からは完全に解放されたのだな？」

「あたりまえだ。解放されなきゃ俺も困る」

　ため息まじりに吐き出し、蒼刻はふと疑問を思い出した。

「あんたは──いや、いい」

「思わせぶりな言い方はやめてもらおうか。貴殿を本気で踏ふみたくなる」

「足をか」

「足で済むと思っているのなら、貴殿も実におめでたい。背中に決まっておろう」

「それはもう喧けん嘩かを売られてると解釈していいか？　──いや、俺はそんな不毛な話がしたいんじゃない」

　仕方なく、蒼刻は喉のどの奥にしまいかけた問いを声にする。

「あんたは妹を嫁よめにやる気はないのか」

「唐とう突とつだな」

「あいつが、自分は嫁になどいけないと思うとか言いだしたんでな。少し心配になった。あれでも一応は黒烏州刺史の妹姫だ。今までにも、政略結婚でも縁談がなかったわけじゃないだろう？」

「貴殿に心配される筋合いはない、と言いたいところだが──」

　静心が、作業の手を止めた。

　瞬まばたきの際に音がしそうなほど長くそろったまつげの下で、氷の色合いの瞳があからさまに不機嫌そうな光を宿す。

「縁談はあった。だが私には、我が妹を道具とするような申し出に応こたえる気はない」

「だったら──」

　ここに踏みこんだら危険領域。気づきながらも蒼刻は言った。

「道具扱いじゃない結婚なら許すのか？」

　瞬間的に、室内に殺気が満ちた。

「何が言いたい？」

「たとえばの話だ。あんたは箱庭に妹を囲いこみたがるから、傍はたから見てると、永遠に自分だけで愛めでつづける気かと心配にもなる」

「死にたくなければ、下げ種すの勘かん繰ぐりはやめてもらおうか」

「あんたが過保護すぎるから余計な勘繰りをするはめになるんだ、とは思わないのか」

「開き直りも甚はなはだしいな。劉家の御おん曹ぞう司しがかくも下げ劣れつとは嘆なげかわしい」

「それで、さっきの質問への回答はどうなんだ」

「貴殿に答える義理はない」

「…………」

「…………」

　鍔つば迫ぜり合いに近い緊張感が、室内にぴんと張りつめた。

　単純に戦う力でいえば、静心が蒼刻と張り合えるわけがない。だというのに油断ができないのは、静心が異母妹を護まもるのにどんな手段をとるかわからないせいだろうか。

「──兄さま、蒼刻さん」

　遠えん慮りよがちな細い声。扉とびらを押す音が、それに続く。

「お茶とお菓か子しをお持ちいたしまし──た……」

　部屋に入ったとたん、朧月はおもしろいくらい目に見えて硬直した。彼女の後ろについてきた星せい彩さいは「あらま」と口元を手で軽く押さえ、白びやつ虎こはあきれたように苦笑い。茶の道具を運んできた玄げん家の執しつ事じと使用人も、それぞれ「うわあ」という顔をしている。

　何かと鈍どん感かんな娘だが、さすがにこの険悪な空気には驚いたようだ。翡ひ翠すいの瞳がまんまるになっていた。

「あの……何かございましたか？」

「何もない」

　声がきれいに重なった。蒼刻と、静心のそれが。

　気が合ってしまったようで、大変不本意なその現象に、二人そろって顔をこわばらせて黙りこむ。

　そんな青年たちをおろおろと見比べつつ、

（やっぱり蒼刻さんと兄さまって、なんとなく似てる気がするなあ）

　などと。二人が聞いたら憤ふん怒ぬのあまり邸を破壊しかねないようなことを、頭の片隅で考えてしまう朧月だった。





〈了〉
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　はじめまして。あるいはこんにちは、木き村むら千ち世せと『双そう界かい幻げん幽ゆう伝でん』です。

　シリーズ初の外伝、あまさかえで先生によるコミカライズ１巻と同月発売です！

　原作の『双界幻幽伝』としては七冊目にあたるのですが、前巻までの内容を知らない方にもお楽しみいただける軽～いラブコメ仕様です。

　だというのに私が詰まったせいで地獄の進行状況で、関係者の皆様には本当に申し訳ありませんでした……。せっかくあまさ先生描き下ろしのペーパー漫画やくまの先生の描かれるゲストキャラに癒いやしとときめきをいただいていたのに……。




《ちなみに前巻までのあらすじを無む駄だにかっこよく》

　双界の瞳──その秘めたる力を欲する黄こう巾きん賊ぞくの張ちよう宝ほうによって、蒼そう刻こくを傷つけられ、攫さらわれてしまった朧ろう月げつ。一時期は死に瀕ひんするほどの傷を負いながらも、朧月を取り戻すために蒼刻は再び立ち上がる！　そんな彼の姿に感かん銘めいを受け、共に旅立つ仲間たち。魔を断たつ刃やいばを手に、道なき道を切り開き、闇やみを蹴け散ちらし、銀毛の狼おおかみは駆かける！

　そして、黄巾賊の本拠地でとうとう朧月と再会を果たした蒼刻。しかし二人を逃のがすまいと地面が震ふるえ、人ではなくなったものの呼び声が世界を揺さぶりはじめた！　そして敵であるはずの張宝には、……？（続きは続刊で）




　主人公を間違えたあらすじになってしまいましたが、だいたいこんな感じです。

　いえ噓うそです。若じやつ干かんの間違いを含みます。お時間のある方は間違いを探しつつ、本編の続きをお待ちいただければ幸いです。今度こそがんばってよい子の入稿でお届けしたいと、心の底から思っています。

　でも今作は、そんなストーリーとは本当にきれいさっぱり関係ない、愛とお笑いしか詰めていないような外伝です。既刊をお読みいただいている方は、どうかご注意ください。

　雄ゆう飛ひは蒼刻の設定を考えた際に「天てん祥しようや張ちようさん以外にも、数は少ないけれど親しい人間は国軍にいるだろう」というイメージの元、１巻の頃から存在だけは想定していた後輩の武官でした。とある三さん国ごく志しの武将がネタ元なのは、名前でまるわかりかと思います。

　彼のパートナーの夏か燐りんも、蒼刻＆朧月や星せい彩さい＆張さんとは違った雰ふん囲い気きのカップルをと思ってはいましたが、いかんせん二人とも現行の本筋には直接関係のない人々なので、私の（たいして使い道のない）『双界幻幽伝』裏設定ノートから飛び出して書けるとは、思ってもみませんでした。機会を与えてくださった担当様に感謝です！

　最初期には雄飛が成長して、護ご花か七しち将しよう軍ぐんになった蒼刻の副官になる、というような想定もあったのですが、今後そうなるかは、書いている自分にもわかりません。本編には副官になれる候補のキャラクターがごろごろいますので……。

　加えて担当様とくまの先生のご両名につっこみを受けた「チラッと出たけどあの人どうなったんですか」キャラも設定はもうできていますし……。蒼刻の弟や婚約者候補のあたりですね。今巻で皇帝も仲間入りしてしまったでしょうか。




　長々と書いてしまいましたが、今の願いは、読者の皆様に『双界幻幽伝』コミカライズ１巻のお供として、この本も笑い飛ばして読んでいただけることです。

　それでは、お読みくださった皆様に感謝をこめて。





木村千世
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